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一
                翻訳に「意味」  は不要?

            株式 会社富L通 研 究所

ソフ トウェア&ソ リュー シ ョン研 究所 潮 田 明

 英語学習で日々奮闘している中高生に 「文法も知

らず原文の意味 も全く理解 しないで英作文してい

ます」と言ってもいったい何のことやら分らないで

しょう。今世界中で盛んに研究開発が進められてい

る統計べ一ス機械翻訳(SMT)の 少なくとも初期

の実態です。かつては機械翻訳において人手で作成

された辞書や 文法規則は必須 の要素で したが、

SMTに おいては意味解釈はおろか、人丁による辞

書も文法規則も基本的に不要です。

 SMTと は、大量の対訳コーパスから自動的に単

語 ・フレーズの翻訳確率や単語 ・フレーズの並び順

などに関する統計情報を獲得 し、それらをパラメー

タとする統計モデルを用いて翻訳を行 う機械翻訳

方式です。1991年 に現在の方式の原型が米国で提

案 されましたが、'li初はまだ対訳コーパスの量もご

く限られてお り、また計算機の処理能力も今とは比

較にならないほど低かったため、あまり実川的な方

式であるとは受け止められませんで した。 しか し

2000年 代に人ると、ネッ ト上のテキス ト量の爆発

的増加 も後押 しして対訳コーパスの量が飛躍的に

増大し、統計モデルも年々改良され、そ してまた計

算機の処理能力も飛躍的に向上したため、SMTは

瞬く間に発展し、2005年 ぐらいには、「もうすでに

SMTは 従来のルールベース機械翻訳(RBMT)を

完全に凌駕した」とい う意見が特に欧米の研究開発

者の問で多く聞かれるようにな りました。

 確かにSMTの 潜在能力は非常に高いのですが、

世界中の研究者がブ レークスルーを目指 してSMT

の研究を推 し進めていくうちに、だんだん従来の

RBMTが 何 卜年もかけて解決の糸口を模索 してき

た様々な障壁に同じように突き当たるようになっ

てきま した。中でも最大の問題は、文の構造を捉え

1

ず に統 計処理 のみ で翻訳 を行 うには限界 があ ると

い うことです。特 に文の構造や 語順 の全 く違 う言語

間の翻 訳を行 う場合 には この問題 はb+it:に 現 れ ま

す。 そ こで、現在SMTの 研 究開発現場では構 文解

析をは じめRBMTが これ まで取 り組んで 来た様 々

な言語学的課題 に形を変えて取 り組んでい ます,,

 考 え て見れ ば、学生達が英 文法で 呂:しめられてい

るの に機械 だ けは文法 が不 要 とい うのは 虫の いい

話のよ うに思 え ます。 同 じ理屈で、機械 は 「意味 」

な ど気に しな くて も翻 訳でき ます、とい う(少 な く

とも 一部の)専 門家達 の考え も、根本的に どこかお

か しいのか も知れ ませ ん。ある程度の ところ までは

行け ます 、とい うの と、最後 まで 要 りません とい う

のは全 く別の話です。

 一方で、大量テキス トか ら意味的な情 報を統計的

に 自動抽 出する研 究 も進め られてい ます、,しか しそ

れだけでは限界があ るで しょ う,、文章とは、表現 し

たい意味や概念 が紙の上に(あ るいは画面Lに)投

影 された射影物であって、文章を理解す るのに必 要

な意味 的な情 報がす べて 文 章の 中に織 り込 まれ て

い る訳ではないか らです。機械翻訳精度の飛躍的rl,I

Lの た めには、計算機パ ワー と人 岐コーパ スをフル

に活用 した統計的な意味情報の抽出 と、コーパ スへ

の意 味 タグ付 け あるいはル ール^h:tによ って人間が

言葉 の意味 に関す る情報 を明示的 に機 械 に教 え込

む手段 とを、うま く組み合 わせ るこ とが必 要だ と思

われ ます。 当社 もこれ までRBMT開 発 で蓄積 して

来 た技術 をテ コにその よ うな 方向でのブ レー クス

ルー を 目指 しています。変化す る技術潮流の中で、

それぞれ 異な るアプ ローチか ら川発 した研究 も、違

う道の りを辿 りなが ら結局 は 同 じ終着点 を 見据 え

るよ うにな って来てい るよ うに感 じられ ます。



一
           第1回 特許情報シンポジウムを開催 して

AAMTIJapio特 許翻訳研究会 山梨英和大学

江原 暉将

 2010年111110日(金)に 東京大学で第11rll特 許

情 報 シ ン ポ ジ ウ ム (The first symposium on

patent info)rmation processing)が 開 かれ た。 セ催

はAAMTIJapio特 許 翻訳研 究会である。特 許情報

は情報 処理技術 の応用分 野の一 つ と して近年 世界

的に関心が高 まっている。本 シンポ ジウムは、特 許

情報処 理技術 の研 究開 発を促進 す るこ とを 目的 と

してお り、研究者 、実務家、政府 関係者が集 まって、

構想、方法論、将)k展 望 、実務経験 、政 策な どを議

論す る場 と して企画 され た。プ ログラムは、基調講

演1件 、招待講演3件 、 ・般講演10件 で構 成 され

た。参加者 は中国 と韓国か ら各3名 ずつ 、日本か ら

は150名 近 くの参加が あ り、大変盛況で あった。

 基 調 講 演 は 、 東 京 大 学 教 授 辻 井 潤 ・先 生

(AAMTIJapio特 許 翻 訳 研 究 会 委 員 長)に よ る

"Fine-Grained Information Access and MT for

Patents"で あ り、Semantic-based information

accessの 重要性 と困難性 、それ を可能 にす るDeep

parsingお よびその特許翻訳への応用について講演

した。

 招 待講演1は 、特許庁普及支援課特許情報企画室

調 査班長 岡崎輝 雄氏に よる 「特許庁 におけ る機械

翻訳の活用状況 とその将来像 」で ある、,特許庁にお

ける英語での情 報 発信 と機 械翻 訳の利 川につ いて

溝演 した。その中で特 許電子図書館(IPDL)と 高 度産

業財産 ネッ トワー ク(AIPN)に お けるMTの 役割 を

説明 した。 前者は 一般 ユーザーに開放 され てお り、

後者は各国特許庁の審査官な どが利 用 している。

 特 許情報の 世界的活用については、 口本 、韓 国、

中国、欧州 、米国の5庁 に よる取 り組みがな され て

お り、その中で英語 と独 ・仏 ・西 ・伊 ・中 ・韓 ・日

の各 言語 との間でのMTが 利 用 され ている。

 招 待 講 演2は 、China Patent Information

Centerの Director of lnformation Processing

Dept., Mr. Wan Dan氏 に よ る"CPIC's MT

Development Current Status and Future

Directions"で あ る、, CPICで は 中英 ・英中のMTシ

ステムを開発済みであ りSIPO(State Intellectual

Property Office of the P.R.C.)か らサー ビス中であ

る。また、日中 ・韓中のMTシ ステムは開発中であ

る。本講演で英語 をtr通 言語 とする特許情報の流通

システムを提案 している。この方法にはMTシ ステ
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ム の数 を減 らせ る とい う利点 がある。 しか し

日韓 ・韓 日の ように英語を介 さないほ うが高精度 の

翻 訳が でき る場合 もあるので慎 重な検討 が必要 で

ある。

 昼食 をは さんで招待講演3が 行 われ た。 韓国の

Siriussoft Corporation の  Director, Global

Division, Ms. Minah Kim氏 に よ る"Current

Status of Korea's Machine Translation for Patent

Domain Users"で あ る。 Siriussoft社 は 韓国特許庁

(KIPO:Korean Industrial Property Office)の 機 械

翻 訳システムを開発 している会社 であ る。英韓 ・韓

英お よび 目韓 ・韓 日のシステムを開発済みであ り、

KIPOは 英 韓 ・韓英のサー ビスを 一般 に提供 してお

り、口韓 に関 しては内部 で利用 している。本 システ

ムの特 徴は約30万 文 とい う多 量の 文パ ター ンを用

いてい る点であ る。特許文書は定型表現が多 く文パ

ターンの利 川は有効 であ る。

 招待 講演3の 後、一般講演 が2っ のセ ッシ ョンに

分かれ て行われ た。セ ッシ ョン1は 、特許情報の さ

まざまな処理や 利用に関する ものであ り、セ ッシ ョ

ン2は 、特許文の機械 翻訳に関す るものである。セ

ッション1で は、(1)特 許 記述 言語PML(2)特 許 請

求範囲の読解支援(3)特 許 の質の 自動評価(4)知 財

訴訟分析(5)パ テ ン トマ ップの 自動生成 、に関す る

発表があった。セ ッシ ョン2で は、(6)Terminology

を 援 用 した統 計的機械 翻 訳(7)規 則 方式 翻訳 と統

計翻 訳 の融合(8)多 言 語 特 許検 索(9)連 語 辞書 の

MTへ の利 用(10)翻 訳 者か らのMTへ の提案、 に

関する発表があった。基調講演、招待講演、 一般講

演 ともに熱の こもった発 表で、議論 も盛 り上が り、

本 分野への関心の高 さを感 じるものであった。

 会 後は懇 親会が行 われ 、海外 か らの6名 の参加者

とともに、本会議での議論の続 きな ど話 に花が咲 い

た。本 シンポ ジウムは、AAMTIJapio特 許 翻訳研究

会がMT Summit時 に 開催 している"Workshop on

Patent Translation「'を 補 完す るものであ り、隔年で

開催す るf定 であ る。本 シンポ ジウムの論 文集 は

Japioの 以 ドのペー ジか ら読む ことができる。

日本語版

http:〃www.japio.or.jp/kenkyu/kenkyuO3-02.html

英 語版

http://www.japio.orjp/english/kenkyu/

kenkyuO3-02.html



一
       第10回日中自然言語処理共同研究促進会議に参加して

山梨英和大学

江原 暉将

 2010年11月50(金)か ら7日(日)に かけて中国

蘇州 市にある蘇州大学 で第10同 日中 自然言語処理

共 同研究促進会議(The 10th China-Japan Natural

Language  Processing  Joint  Promotion

Conference)が 開 かれ た。 日本側 の参加者 は、井佐

原均AAMT会 長 、 NICTの 林 弘監事は じめ19名 、

中国側の参加者 は、蘇州 大学の銚建民教授 、中国科

学院の劉洋教授 、マイク ロソフ トアジア研 究所 の黄

昌寧教授、精華大学 の孫茂松教授 など29名 であっ

た。

 会 議は3件 の基調講演 、19件 の一般講演 で構成

された。初 日は、蘇州大学の張学光教授 、孫楽教授

お よび井佐原会長の挨拶の あと、黄 昌寧教授 の基調

講 演 '℃ombinatory Categorial Grammar and

Beyond"と 孫 茂 松 教 授 に よ る 基 調 講 演"The

Progress of NLP Research at Tsinghua

University"が あ った。前者 は黄教授が長 年研究 し

て きたCombinatory Categorial Grammarに 関す

るもので あ り、後者 は精華大学でのNLP研 究 を概

括す るもので あった。その後 、昼食 をは さんで8件

の 一般 発 表 が あ った。 そ の 中で 筆者 も"Machine

translation for patent documents combining

rule based   translation   and   statistical

post-editing"と 題 して、 NTCIR-8で の 特許 文機械

翻訳 につい て発表 した。 またNTCIR-9で も特許翻

訳 に関 して 日英 、英 日、中英の3つ のタスクが予定

されて いるこ とを紹介 した。

 二 日 目は 、 劉 洋 教 授 に よ る基 調 講 演"Joint

Tokenization, Parsing, and Translation"と デ モ

"Multilingual Machine Translation System"力 弍行

われ た 。 これ は 、TokenizationやParsingと

Translationを 結 合 して扱 う手法の提 案である。 デ

モ では 中国内の諸 言語 と中国語 の間の機械 翻訳 が

示 され た。基 調講演 のあ と、 一一般講演 が11件 行 わ

れ た。

 三 日目はexcursionで あ った。蘇 州は世界遺産の

庭 園も多 くあ り、当 日は、虎丘公園 と寒山寺を訪れ

た。虎丘公園の高台 にそび える虎丘塔 は、南京か ら

蘇 州 を 目指 した旅 人の 目標 となった塔 との こ とで

ある。寒 山寺は、張継 の有名 な漢詩 「楓橋夜泊」(写

真右側 の詩)の 舞 台 とな った寺 で、 これ以外 に も多

くの漢詩 が回廊 を飾 っている。写真左側の詩 は、同

じ張継の 「宿楓橋」(楓橋に宿る)である、畏友木村

展幸氏が訓読 と翻訳をつけてくれたので原 文と合

わせて紹介したい。

七年不到楓橋寺

客枕依然半夜鐘

風月未須輕感慨

巴山此去尚千重

七年到 らず楓橋の寺

客枕依然、半夜の鐘

風月未だ軽々しく感慨するを須ゐず

巴山、此を去る尚ほ千重

七年(ななとせ)ぶ りの楓橋の

旅の枕を歌(そばだ)てて

昔の響き懐かしむ

風の伝 うる寺の鐘

往きし月 日のまぼろしか

身は遠国(をんごく)の客(かく)にして

巴山は遙か幾千里

  lb
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 この 会議 は10回 を数 え、そ の大きな成果の ・つ

であ る 「日中 ・中 日丘ξ語処理技術の開 発研究」も終

盤 を迎 えてい る。今後 、自然 言語処理技術の実川化

において 日中間の連携 を深め る必 要があ る。世界経

済の中で東アジアの地位 が高 ま りつつあ る今 日、中

国語、口本語 、韓国語 の重要性 がます ます 大きくな

ってい る。その 中で本会議 が果 たす役割 も ・層増 し

て きてい る。 次同は2011年10月 に 日本の松江で

開催 され る予定であ る。
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一

 Pa㎞t T㎞ 曲tねn:Why Q  ty Matteis「 特許翻訳:品 質はなぜ重要カヨ

 Organized by the World Intellectual Property Organization(WIPO)

      株式会社知財翻訳研究所

品質管理 ・教育センター 竹内 仁恵

 2010年12月10日 に 東京 渋谷 の国連 大学

に て 開 催 され たWIPO立 催 の シ ン ポ ジ ウ

ム"Patent Translation:Why Quality Matters"「 特

許翻訳:な ぜ品質は重 要なのか」について レポー ト

す る。'[i日は 約300名 収 容の国際会議場が6～7

割 埋 まった状況でシ ンポ ジウムが スター トした。統

テ ーマである 「翻訳品質の重要性 」について、5

名(WIPOは2名)の ス ピー カーがそれぞれの立

場か ら内容の濃い講演を行い、また参加者か らも鋭

い質問がな され 、あっ とい う間の4時 間であった。

なお講演は全て 日本語で行われ た。以 ドに順 を追 っ

て各 スピー カーの講演内容の概 要を述 べ、翻訳品質

の向Lに ついての示唆な どを まとめてみる。

 最 初は、米 国パテ ン トエー ジェン トで あるJames

Judge氏 に よる"Terms of Art in Translation as a

Means ofAssuring Patent Quality"「 翻 訳におけ る

特許の質を確保する手段 としての 専門用語」と題 す

る講演であ った。大阪で10年 以L米 国特許出願 に

携わ るJudge氏 は 、特許明細Hの 日英翻訳におい

て 「生 きてい る」すなわち"i者 がわかる、さらに

,亨えば 「審査官 がIEし く技術 を理解で きる」用語を

使川す る必 要性 を分か り易 い例 を あげて説明 され

た、,特許の価値 は、最 も近似 した先行技術文献が審

査官 の調査 によって 引例 と して挙が って くるこ と

と密接 な関係 があ り、その よ うな調査を 可能 にす る

のが"terms of art"で あ るとの説明は、そ うした 「専

門川語」の実際の調べ方の川頁を追った説明 とともに

大変参考になる ものであった、特許の資産価値 を高

め るために 「専門用語」を適 切に用 いた翻 訳が望 ま

れ るのは 言うまで もな く、使 い易 さの点で多少難点

は あ る も の の 、USPTOのClassification

Definitionsを 活 用 して審 査官 が実際に使用す るci

葉 の定義 を知 る とい う作業 は試 して み る価値 が 充

分 ある ように思われ た。

 続 いて、欧州及び ドイ ツ弁理 士であ るFriedman

Horn氏 に よる"The Importance of Translation

Quality"「 特 許 出願 手続 きにお け る翻 訳の質 の確

保 」 と題 す る講演が行われた。Horn氏 も 日欧 の特

許出願 と翻訳に関 して長い経験をお持 ちで、実例 を

挙げての特許翻訳全体に関わ る問題の解説は、現場

で 日々悩む 参加 者 に対 す る示唆 に富んだ もので あ

った。 強い特 許のためには、 「一つ一つの言葉」 で

はな く 「それ らを繋いで作った文=意 味」を翻 訳す

ることが重要であ る、す なわち求め られ るのは 「実

際の または意図 された技術的な意味」を考慮 した翻

訳、悪意 に誤解 され ることで出願人 に不利益 になる

ことがない翻訳であ るとい うものであ る。特許翻 訳

の常識 と して まこ としやか に語 られ る こ とが多 い

い くつ もの定説 を鮮 やかに覆 し、翻訳品質の 向 ヒと

は どの よ うな方向性 で考 えるべきなのか、多 くの ヒ

ン トが得 られる講演であった。

 休 憩 後、シンポ ジウムの主催者で あるWIPOの

PCT翻 訳 部を代表 してJames Philips氏 とSally

Young氏 が 講演を行 った。WIPOのPCT翻 訳 部

門の活 動の全体的な紹介の後、この 日の議題 である

「なぜ 品質は重要なのか」についてWIPOな らで

はの 立場 が説明 され た。具体的 には、PCT翻 訳 部

門による翻 訳は、出願 明細書 自体の翻訳ではな く要

約 の 翻 訳 に 代 表 さ れ る"translation for

information"で あ る とい う点 である。ア ジア言語課

4



のYoung氏 から、英訳 された要約はさらに仏語に

翻訳されるので 「明解」であることが何より重要で

あり、さらにそれ以降様々な段階で行われる調査の

際に信頼できる英訳でなければならないこと、その

ため、ひとっの発明に複数の出願がある場合はター

ミノロジーに.一貫1生を持たせ ることが重要である

ことなどの説明があった。現在8つ の言語で行われ

るPCT出 願における要約の英訳品質の確保が、P

CT加 盟国の出願人全体にとっていかに必要かつ

有益であるかについて、参加者は理解を深めること

が出来たと思われる。さらにこうした 目的を念頭に

おいた、品質の管理 ・確保のための現状でのWIP

Oの 取 り組みが紹介され、将来的には 「翻訳ガイ ド

ライン」をウェブ ヒにて無料で公開したいとの説明

や、サポー トツールは使用 しているが、機械翻訳は

現在も今後 も使用す る予定はないなどの説明もあ

った。最後に2011年 の日英翻訳サー ビスの入札

に期待する具体的な内容が明らかにされ、参加者か

らも現実的な質問が出るなど、活発な質疑応答が行

われた。

 最後に、(株)リ コー知的財産センター、日本知

的財産協会(JIPA)特 許第1委 員会委員長、荘

林啓氏による 「特許制度ハーモナイゼーションに対

するユーザの期待と翻訳が果たす役割について」と

題 した出願人サイ ドを代表する講演が行われた。荘

林氏か らは、グローバル化に伴い、国内の特許出願

のうち良いものだけを海外に出願するのではなく

最初か ら例 えば 日米同時に出願す るのが現在の傾

向であること、その結果、国際的状況としては同 じ

発明について複数の出願が重複 して存在すること

になり、手続きやコス トの面で川願人の負担が増 し

てきた経緯が説明された。さらにそ うした状況に対

して、審査結果の相互利用を始めとする 「特許制度

の国際調和」が今後ますます求められていくこと、

将来的には、各国の審査で異なる引例が出された り

特許権の行使について裁判所の判断が国ごとに異

なった りすることが解消される期待が高まってい

る との説 明 もあった。そ うした傾 向に伴 い、出願人

に とって翻訳品質は 「権利 の品質」を左右す る重大

な問題 であ り、現 在求め られるのは 「稼 げる権利 」

ではな く 「つぶれ ない権利」であ ること、それを実

現 できる翻 訳こそが必要である との結論であった。

時間が押 して いたた めにやや駆 け足 での説明 とな

って しまったのが残念 ではあったが、翻訳のエン ド

ユ ーザー とも1†え る出願 人サ イ ドを代 表 して の荘

林氏 の講演 は、翻訳品質の影響を1自:接的に受ける ・【ノニ

場 での高 い品質 を期待す る 切実 な思 いが伝 わ る講

演で あった。

 以 ⊥二の よ うに、特 許翻 訳の品質確保 の 重要性 につ

いて、米国及 び欧州のパテ ン トエー ジェン ト、WI

PO、 出 願 人 とい う異なる ・レ1場か ら講演 がな され

た。 「特許翻訳:な ぜ 品質は 重要なの か」 とい う議

題 に対す る答 えは決 して1つ ではないが、敢 えてま

とめてみ る と、 「強 い翻 訳」が 「強い権利」 を特 許

権者 に約束す るか ら と言えるのではないだろ うか。

「強 い翻 訳」とは適 切なl!1:門川 語を ・貫性 を持 って

使用 し、意 図 され た内容をIE確 に訳出するこ とで実

現 され 、それ が出願 か ら許of後 に至 るまであ らゆる

段階 での調査 、交渉、権利行使 において 「強 さ」を

発揮す ると詫 うこ とになるのだろ ケ,
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一 一
         AMTA 2010報 告 一 企 業ユーザー の視点 か ら

Dublin City University

    ・k見 み ど り

2010年 秋 、 米 国 コ ロ ラ ド州 デ ン バ ー の ダ ウ ン タ ウ

ン のlli心 に あ るWestin Hotel Tabor Centerで 開 催

さ れ たThe Ninth Conference of the Association

for Machine Translation in the Americas(AMTA

2010)に 参 加 し ま し た 。 プ レ コ ン フ ァ レ ン ス ・ワ

ー ク シ ョ ップ(10月31日)
、 メ イ ン コ ン フ ァ レ ン

ス(11月1～3日)、 ポ ス トコ ン フ ァ レ ン ス ・ワ ー

ク シ ョ ップ(11月4日)と 全 日程5日 間 の 充 実 し

た 内 容 の コ ン フ ァ レ ン ス で し た 。 コ ロ ラ ド州 の 州 都

で あ る デ ン バ ー は 、19世 紀 中 旬 の ゴ ー ル ドラ ッ シ

ュ を き っ か け に 生 ま れ た 町 で す 。海 抜1,609メ ー ト

ル(お よ そ1マ イ ル)で あ る た め 「マ イ ル ・ハ イ ・

シ テ ィ」 と も 呼 ば れ 、年 間300日 が 晴 天 だ と い うデ

ン バ ー 。 コ ン フ ァ レ ン ス 期 間 中 は 夏 日 が 続 き 、気 持

ち よ く 過 ご す こ と が で き ま し た 。

AMTAの 新 しい試み

今回のAMTAの 新 しい動 きと して、翻訳者 との連

携 をfjt視 した点がLげ られます。米国 には 、1三に ブ

リー ランスの翻 訳者 で構成 され1万 人以 ヒのメ ン

バ ー を 擁 す る ATA (American Translators

Association)と い う組織 があ り、毎年秋に米 国の

いずれ かの都 市で コンフ ァ レンスが行 われ てい ま

すが、今1・1初めてAMTAとATAの 相 互協力によ り、

同都 市におい て連 続す る 日程 での開催 が実現 し、

AMTAの 参 加者はATAの セ ッシ ョンへ 、 ATAの 参

加者はAMTAの セ ッシ ョンへの参加 を呼びかけ ら

れ ま した,,わ た し自身 は残念 なが ら時 間の関係 で

ATAの セ ッションには参加で きません で したが、

AMTAでATAの メ ンバーの方 と ・緒のセ ッション

に参加 して意見交換 をす る機 会な どが あ り、貴 重な

経 験 とな りま した。 機械翻 訳 と人間翻 訳に携わ る

人々 ど うしの理解を深め、協 力関係 を構築 しよ うと

い う試 みは、博 」:課程の研究テーマ として機械翻 訳

出 力の人手 に よるポス トエデ ィテ ィン グを選ん だ

わた しには特に興味深い動向で した。

この流れのひ とつ と して、メイ ンコンファ レンス初

日の基調講演は、1つ はATAの プ レジデ ン トであ

るNicholas Hartmann氏 、 も う1つ はフ リー ラン

ス翻 訳者で あ りまた翻 訳関連 書 の著者お よび ロー

カ リゼ ー シ ョンと翻 訳の コンサル タ ン トで もあ る

Jost Zetzsche氏 に よ っ て 行 わ れ ま し た 。

Hartmann氏 の 講演 には 、多 くの翻 訳対象 文書が機

械 翻 訳では処理 不能 であ る ことを例 を示 しなが ら

紹介す るな ど、む しろ機械翻訳 と人 間翻 訳の問の溝

を示唆す るよ うな内容 も含まれてい ま したが、結論

と しては、プロの翻訳者が機械翻訳 の利用 に際 して

その品質基準を示 した り、ポス トエデ ィティングに

役立つ ツールの開発に貢献す るな ど、両者の 協力で

きる余地があ ることを強調 してい ま した。Zetzsche

氏 は さらに、翻訳者 と機械翻訳開発者が互い の仕事

を理解 し合い協力 し合 うことで、機械翻訳+ポ ス ト

エデ ィテ ィン グとい う作業 手順 を有 効な翻 訳手法

と して確 立し認 知させ ることがで きる とい う展望を

語 りました。

コンファレンスの全体像

3日 間 の メイ ンコンファ レンスは、前年 カナ ダのオ

タ ワで 開 催 され たMT Summit XIIと 同 様 、

Research, Government Users, Commercial Users

と3つ の カテ ゴ リー に分類 され、別 々の会場で常 に

3つ のセ ッシ ョンが同時進行 す る とい う構成 で し

た。わた しはIT企 業 と大学の共同研究で ロー カ リ
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ゼー シ ョン現場 の ワー クフ ロー に着 目 した研 究 を

行 っていた都合 上、霊三に企業ユーザー(Commercial

Users)の セ ッシ ョンに参加す るこ とにな りま した

が、 ここに全体の傾向 を簡 単に紹介 します。

Researchカ テ ゴ リー では、学術界お よび産 業界 か

ら、最新 の機械翻訳研 究結果 が発表 され ま した。内

容 は、統計べ 一 スの翻訳 シ ステ ム研 究が 半数 以一r_

で 、他 には規則ベー スや用例ベー スの翻訳 システ ム

と組 み合わせ たハイ ブ リッ ドシステ ムに 関す る研

究、品質評価 、品質予測 などに関す る研究 な どがあ

りま した。また言 語を特定 した研 究では、アラビア

語に関す る研 究が 目立ってい ました。口頭発表 のほ

かに、ポス ターセ ッシ ョンが2日 にわた って行 われ

ま した。

Government Userカ テ ゴ リーで は、 主に米国 の政

府機 関を クライア ン トとす る翻訳組織 や情報 セ キ

ュ リテ ィ会社、米国政府の支援 を受 けた非営利 団体

な どか ら、機械翻訳 システ ムを活用す るに当た って

の ワー クフローの開発、改 善、機械翻訳 システ ムの

性能評価、翻訳者が機械翻訳 システ ムを利用 した場

合の翻訳結果の評価、対 訳コーパ スの構築 と利用 な

どに関す る発表が あ りま した。

Commercial Userカ テ ゴ リー では、翻訳 ・ローカ

リゼー シ ョンベ ンダー、多言語へ の ドキュメン ト翻

訳 を必要 とす るグローバル企業 、情報 管理 サー ビス

会社、コンテ ンツ ・文書作成 支援 ソフ ト会社 な どに

よる、機械翻訳 システムの導 入や カスタマ イズに関

す る各社のア プローチ 、収 益性 、品質、問題点(原

文 の品質 、ポス トエデ ィテ ィングコス トな ど)、 人

手翻訳 と機械翻 訳の統合 、機械 翻訳品質向.r_の試 み

な どが主 な トピックで した。

Commercial Userカ テ ゴ リーの中で印象に残った

発表 を以 下にい くつか挙げさせ ていただきます:

One technology, many solutions MT at Adobe

Flournoy, R.&Rueppel, J.(Adobe)

Adobe社 か ら、過 去2年 間にお よぶ、機械 翻訳十ポ

ス トエデ ィテ ィン グとい うワー クフロー の確 立へ

の取 り組み につい て発 表が あ りま した,コ ス ト削減

を 目指 して まず は限 られ た 言語 の少数の 製品マ ニ

ュアルの翻訳 に導入、成果が ヒがったため、対象製

品数 、言語数 ともに拡 大 しているそ うです,,今 後は、

マニ ュアルだ けで なく、サポー ト文F,や 顧客 との コ

ミュニケー シ ョンへの適用 も検 討中との ことで、現

場 での機 械翻 訳の幅 広い活 川状況 と可能性 が伺 え

る内容で した。

Using Machine Translation for the Localization

of Electronic Support Content Evaluating

End-User Satisfaction

Stewart, O., Lubensky, D., Macdonald, S.,

Marcotte, J.(IBM)

IBM社 の カスタマ ーサポー ト文uf lの 機 械翻訳結果

について、ユーザー がそ の 文書を読んだことで問題

を解決で きたか(コ ールセ ンター に電 話す る必 要が

なくなったか)を ベー スに評価す る とい う試み につ

いて発表 され ま した。従来の人Tに よる評価 は、翻

訳出力 を読 んでそ の品質 を直接 評価 して もらうと

い う手法が 主流で したが 、ここでは 歩 進 んで、そ

の文書の 目的を どれ だ け達成で きたか を),1に機 械

翻訳 結果の 有用性 を判断す るとい うプ ラクテ ィカ

ル なアプ ローチが提案 され ま した。

Where can MT be most successful and what are

the best MT engines for various languages?

Lu, J.(CA Technologies)

CA Technologies社 か らは 、 英 語 か ら 多 言 語 へ の 翻

訳 に 際 し て 同 社 が と っ た ア プ ロ ー チ が 紹 介 さ れ ま

し た 。 グ ロ ー バ ル 企 業 が 機 械 翻 訳 シ ス テ ム を 導 入 す

る 場 合 の ひ と つ の ア プ ロ ー チ は 、 本 社 が 汗 頭 を 取

り 、す べ て の タ ー ゲ ッ ト言 語 に 共 通 の 機 械 翻 訳 シ ス
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テ ムを導入す る ことでカ スタマイ ズや 教育 の 手間

を省 くとい うものですが、同社 では反対 に、機 械翻

訳 シ ステム の選 択か ら運用 まですべ てを各 国の ロ

ー カ リゼー シ ョンチームに任せ
、各国チー ムがそれ

ぞれ の,㌃語 に最 適 なシステ ムを最適 な方法 で運用

す る ことで最 大限 に コス トを削減す る とい うアプ

ローチが とられてい ます。その結果 、生産性が 大き

く向Lし コス トも大幅に削減 されただけでな く、各

国 の翻訳者 自身が 自ら機 械翻 訳推進 のイ ニシアチ

ブを とった ことで機械 翻訳 に対 して肯定的 な意識

を持つ ことがで き、仕事 のや りが い向 ヒにも貢献 し

た と報告 され ま した。機械翻訳の 多くの導入例で翻

訳者 が不満 を感 じる結 果 になって いる現実 を考 え

ると、CA Technologies社 の アプロー チは、翻訳者

と機械 翻訳 シ ステ ム との 間に良い 関係 が築 かれて

いる例 と して学ぶ ところがあ りま した。

ポス トエディティングへの関心度

前年のMT Summit XIIに 引 き続 き、ポス トエデ ィ

テ ィングへの注 目度 も高い コンファレンスで した。

企 業が機械翻訳 システムを利用す るにあた り、品質

確保 のた めに人 予に よる後編 集 を行 うケー スは数

多くあ ります、 「機械翻 訳は完壁 でないか ら使 えな

い」 か ら、「完壁で はな い機械翻 訳を ど う補 って有

効利川す るか」とい う視点 にシフ トした ことが今 日

の機械 翻訳 の幅広 い利 用 につ なが った こ とを思 え

ば、ポス トエデ ィテ ィングへの関心度の高 さは 自然

な流れ とも言えるで しょ う。わた し自身が企業にお

ける機械 翻 訳+ポ ス トエデ ィテ ィン グワー クフ ロ

ー をテーマに研 究 していた ことか ら
、ポ ス トエデ ィ

テ ィング関連のセ ッシ ョンに多 く参加 しま した。ポ

ス トエデ ィテ ィン グに 言及 した トピックの多 くは、

'li然の ことなが らC
ommercial Userの カテ ゴリー

に属 してい ました。 例を挙げます と、

Practical uses of MT at Global Language

Translations and Consulting

Strock, D.(GLTAK)

機 械 翻 訳+ポ ス トエ デ ィテ ィングは新 しい 市場 で

あ り、人手翻 訳に代 わるもの として考えるべ きでは

ない。高品質の翻訳は人手で、早くて安 い翻 訳は機

械 翻訳+ポ ス トエデ ィテ ィングで提供 し、両者の違

い を明確 にすべ きであ る。 また ポス トエデ ィタに

は、言語スキル よ りも分野 ごとの専門知識が求め ら

れ る、 とい う考 えが示 され ま した。

Evaluating vendors for MT and post editing at

Avaya

Scott, B.(Avaya)&Beaton, A.(SDL)

機 械 翻訳+ポ ス トエデ ィテ ィングが望 ま しい ソリ

ュー シ ョン とされ るのは どの よ うな状況か(時 間 と

コス トの制約が ある、短命 の文書であ るな ど)ま た

どの よ うな コンテ ンツに適 してい るか(技 術 文書や

製品マニ ュアル など、機械翻訳 である程度 の品質が

期待で きるタイプの文書)が 論 じられ た後 、Avaya

社 で の導入例が紹介 され ま した、

Effective MT within a Translation Workflow

Panopticon

Andra, S.(Ontram)&Shiitz, J.(BioLoom Group)

ポ ス トエ デ ィ テ ィ ン グ の さ ま ざ ま な シ ナ リ オ 、フ ィ

ー ドバ ッ ク 情 報 と し て の ポ ス トエ デ ィ タ に よ る 機

械 翻 訳 結 果 の 評 価 、望 ま し い ポ ス トエ デ ィ タ の プ ロ

フ ァ イ ル な ど に つ い て 論 じ ら れ ま した 。

さらにCommercial Userカ テ ゴ リー では、 口頭発

表のほかに も 「Perspectives on Post-Editing」 と

題 したパネルデ ィスカ ッシ ョンも行われ、各企業 か

ら、機械翻訳+ポ ス トエデ ィテ ィングワー クフロー

導入の背景、目的、導入に よる生産性向 ヒ率 、問題

点な どが発表 され、機械翻訳導入 を新た な ビジネス

チ ャンス と して活用す るに は何 をす べ きか とい う

8



観 点でデ ィスカ ッシ ョンが行われ ました。

ポス トエ デ ィテ ィン グはプ レコン ファレンス ・チ ュ

ー トリアルで も大き く取 り ヒげ られ
、午前 と午後 に

渡って次 の2つ のセ ッシ ョンが行われ ま した。

Introduction to Post-Editing:Who?What?How?

And Where to Next?

O'Brien, S.(DCU)

こ の チュー トリアルでは、ポス トエデ ィテ ィング研

究歴 の長 い0'Brien氏 に よ り、ポ ス トエデ ィテ ィン

グ とは何 か?と い った基 本的情 報で あ りなが ら定

義 として確 立 され ていない問題 に始 まり、各種ポ ス

トエデ ィティングガイ ドライン、これ までの さまざ

まな組織 に よるポ ス トエ デ ィテ ィング効 率化 への

取 り組み 、統計翻訳技術 を利用 したポ ス トエデ ィテ

ィングの 自動化 、翻訳者の視 点か ら見たポス トデ ィ

ティング とい う仕 事について、また関連す る学術研

究 の成果 な どが紹介 され ま した。チュー トリアル参

加者 は、今 後ポス トエデ ィテ ィングに携わ るrl∫能性

のある翻訳者 か ら、ポ ス トエデ ィテ ィン グを長 く手

がける翻訳ベ ンダーの方々まで多岐 に渡 り、質問や

忌憧 な い意 見 交換 が活 発に行 われたセ ッシ ョン と

な りま した。

MT Postediting Showcase

Gerber, L.(MITRE/NVTC)&Macklovitch, E.

(Onscope Group, Inc.)

ポ ス トエ デ ィテ ィン グ ・シ ョー ケー スでは、会場 に

設置 され た5つ のブー スで、経験 腹當なポ ス トエデ

ィタがそれ ぞれの組織 で 普段使 川 している環境 ・ツ

ールでのポ ス トエデ ィテ ィン グデモを行いま した。

参加者 は 自由に見学 した り質問 した りで き、実践的

な知識や 技能を共有す る機 会 とな りま した。

わ た し 自 身 も 、 ポ ス ト コ ン フ ァ レ ン ス ・ワ ー ク シ ョ

ッ プ 「Bringing Machine Translation to the User」

で、原 文の特徴(文 法σ)正 しさ、文章の複 雑 さ、単

語 の曖昧 さな ど)に 基づ いた スコアと、ホ ス トエデ

ィテ ィングの労 力(機 械 翻訳結果 とホ ス トエデ ィテ

ィン グ結果 び)間のテ キス トの 変更 最お よびポ ス ト

エデ ィテ ィングにか かった時 間)を 比較 した調査の

発表 を行い 、原 文の特徴に基づ くスコアは、ボス ト

エ デ ィテ ィン グの 時間 よ りもテ キ ス ト変 史岐との

相関関係 のほうが高い傾向があることを示 しました。

まとめ

総合的には、前年 のMT Summit XIIで も感 じられ

た ことですが、ポス トエデ ィテ ィングへ の注 目度 も

含 め、機械翻 訳について、研究 ・開発者だけでな く、

利 用者、ドキュメン ト製作 者の視点 か らも多く論 じ

られた コンファ レンスで した。 また個人的には、5

日間 と長い コンファレンスの 中で、さまざまな分野

の 人々 と知 り合い意 見 を交換で きる 貴重な体験 と

もな りま した。

メイ ンコンファレンス2日 目の基調講演で、翻訳 支

援 ソフ トウェア開発 ・販売 会社であ り翻 訳ベ ンダー

で もあ るSDLのCEO、 Mark Lancaster氏 は 、今

後数年間の うちに最 大50%の 翻 訳が機械翻 訳を利

用 した ものにな るだ ろ うと や測 しま した。機械翻訳

システム利用 は ビジ ネスの現場 で現実的 なオプ シ

ョンと して定着 した感が あ ります が、品質 を確保 し

た ヒでの コス ト削減や翻 訳時 間の短縮 など、まだま

だ課題が多 く残 されてい ます、,今後 もこのよ うなコ

ンファ レンスを通 じて、機械翻 訳システムの開発 ・

研究者 と現場での利川者 の間で情 報交換が行われ、

強 固な協 力関係が築 かれ るこ とを期待 します,,

な お 、こ の 報 告 で 紹 介 した 内 容 をiiめ 、AMTA 2010

で の 発 表 論 文 ・ 資 料 は す べ て

http:〃www.mt-archive info/AMTA-2010-TOC.ht

mか ら ダ ウ ン ロー ドで き ま す 。
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一

           LISA Open Standards Summit参 加報告

                         秋 桜 舎代表 山本 ゆ うじ

                      AAMT機 械 翻訳課題調査 委員 会

共有化 ・標準化 ワー キング グルー プ リー ダー 〈http:〃www.aamt.info/japanese/utx/〉

会 議の概要

 2011年2月28日 か ら3月1日 の2H間 、 ボ ス

トンで開催 されたLISA Open Standards Summit

にAAMTの ワー キング グルー プ3か ら参加 しま し

た。この記 事では、会議の内容 と成果について報告

し、関連す る事項についてお知 らせ します。

 こ の 会 議 をi{催 し たLISA (Localization

Industry Standards Association)は 、 翻訳 メモ リ

ー の交換形式TMX
、 用 語集 の交換 形式TBXな ど

を、策定 していた団体です。HSAは 支 払い不能 に

陥 って しまい、残念 なが ら現在 は活動 を停 止 してい

ます。おそ らく、標 準化活 動は、今後、別の団体 に

よって 引き継がれてい くもの と思われ ます。

 この会議 に参加 した 目的は、UTXとAAMTを 知

っても らうことです。参加者 の所属 は、グローバル

企業の翻訳 部門 、翻訳支援 ツール開発企 業、機械翻

訳 開発企業 、翻訳者 コミュニテ ィー 、研究機関な ど

で した。参加 者の方は、技術的 な知識 を豊富にお持

ちであることが印象的で した。以 前か ら名前は存 じ

ヒげて いた 著名な方 も何人かい ら してお り、直接お

話 しす ることがで きま した。ア メ リカを拠点 とす る

組織や企業が大 半で したが、 ロシア、イス ラエル、

アイル ラン ドな ど、複数の国に またが ることが多い

よ うで した。ただ、欧米以外 か らの参加 は少な く、

日本か らの参加 は私1人 で した。これ は、翻訳の標

準への関わ りに関す る縮 図で もある と感 じました。

 今 回の会議に関 して、私の 立場 は、AAMTでUTX

策 定 をす る翻訳 ソフ ト ユーザー 、 とい うもので し

た。ただ し、これに加 えて、私は現役の翻訳者で も

あ り、 またSDLの 公 認講師 と して翻訳支援 ツール

を利用す る・`五場 もあ ります。

 会 議の形態は、い くつかの全体への基調講演や 報

告に加 えて、少人数の グル ープに分かれ て、特定 の

テーマについて密接な意見交換をす る、とい うもの

で した。この よ うな少人数 での意見 交換 も重 要です

が、参加 メンバーにUTXの 概 要 を知 って もらうた

めに、主催 者に相 談 して、最終 日に全員 が集 まった

ときに時間 を頂いて、UTXに つ いての プ レゼ ンテ

ー シ ョンを行い ま した
。特に、AAMTとUTXに っ

いて と、日本 の翻訳 ソフ トの活用 の現状 といった背

景 も紹介 しま した。 また、LISAが 策 定 したTBX、

TMXな どの標 準規格 とUTXと の相対的 な関係 に

ついて も説明 しま した。UTXは 、 高機能 な用語形

式であ るTBXを 置 き換 えるものではあ りませ ん。

最低限の知識 さえあれば、だれ にで も使 いやす く作

りやすい ことを紹介 しま した。

ユーザー辞書形式1用 語集UTX

 私 は 、AAMT機 械 翻訳課題調査 委員 会、共有化 ・

標準化 ワー キン グ グルー プの リー ダー と して、翻

訳 ソフ トの ユーザー 辞書お よび用 語集の オープ ン

な標 準規格 であ るUTXの 策 定 に関わ って きま し

た。UTXに つ いては、2010年 末 のJTF(日 本 翻訳

連盟)翻 訳祭 と、2011年 は じめのJTF翻 訳 環境研

究会で もご紹介 しています(JTFか らDVDが 発 売

さ れ て い ま す の で ご 覧 に な れ ま す

<http:〃goo.gl/xuRce>)。 最 新版 のUTX l.llの 仕 様

書は、2011年6月 に公開 され る予定です。 この仕

様 書 を 含 め 、 UTX の 詳 細 は 、

〈http:〃www.aamt.info/japanese/utx/〉 か らご覧 ください。

 な お、 この仕様 は、以前 「UTX-Simple」 と呼 ば

れてい ましたが、2011年4月 以 降、単に 「UTX」

と呼ぶ ことにな りま した。UTX-Simple 1.10の 次

バージ ョンは、UTX 1 .11と な ります。 UTX-Simple

は 、XML版 のUTXと 対 比 して、テ キ ス ト版 の
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UTX-Simpleと い う位 置付 けで した。しか し、XML

形 式 の用語集 はすでに複数あ り、またテ キス ト版の

形式が必要に して十分で、む しろ実用的かつ存在意

義が大きい ことが分かったためです。

 UTXの サ ンプルは、本 ジャーナルに も抜粋が掲

載 され て い ます 。 よ り詳 細 なサ ンプ ル は以 下 の

URL か ら ご 覧 い た だ け ま す

くhttp:〃goo.gl/AeXgG>。 これ は、 UTX関 連 の用語

集 です。

 UTXは 、 翻訳 ソフ トのユーザー辞書 と して使わ

れますが、翻 訳の用語集 に基づいて作成 され るか、

用語集 その もの として機能 します。UTXワ ー キン

グ グルー プでは、 この用語集 を少 しず つ育てなが

ら、この用語集に基づいて、UTX関 連 の仕様書や

資料 を、英語か ら日本語、 日本語か ら英語に翻訳 し

てい ます。UTXは タブ区切 り形式な ので 、 Excel

で簡 単に編集 でき、またGoogleド キ ュ メン トの表

計算な どで リアルタイムに共有 ・編集す ることがで

きます。複数の翻訳者が同時に同 じ用語集にア クセ

ス して、翻訳 で使 う用語 を参照 ・追加す ることがで

きます。

会議 での収穫

 今 回 の会議 では、世界 中の翻訳業界の さまざまな

方 と直接 お会い して、非常 に活発で有意義な意見交

換 をす ることがで きま した。特 に 「コンテナー」 と

呼ばれ る、翻訳 に必要 な情報 をまとめてや り取 りす

る形式 の標 準規格 について の議論 が活発 に行 われ

ま した。これ については、開発力 を持つ 、翻 訳支援

環境 の十分 に整 った大企業 では有意 義 と思 われ ま

す。ただ し、 日本 の場合は 、後述の 目本 語表記 の問

題や、体 系的 な翻 訳支援環境 につい ての理解 不足 な

ど、それ以前に解決すべ き問題が 多いの では と感 じ

ま した。

 UTXチ ー ム として大きな収穫 のひ とつは、ブ リ

ガム ヤ ング大学のAlan K. Melby教 授 によ り、

UTXな どの変換 ツール が開発 され ていた ことを知

っ た こ と で す 。 こ れ は 、Translation,

Training/education,     and      Testing

〈http:〃www.ttt.org/tbxg/〉 の サ イ トで公 開 され て

い ま す 。TBX・Glossary(★,tbx)、UTX-Simple

(*.utx)、 GlossML(★.gm1)、 OLIF(★.olf)の 各

用語形式を相互に変換す るツールです,,

 実 は この ツールは しば らく前に発 表され ていた

のですが、なん らかの手違いで、Alanさ ん ご本人

とお会いす るまで私 も知 りませんで した。会議の合

間を縫 って、 「この ツール に問題 がないか確認 して

ほ しい」 と言われ たので、UTXデ ー タで動作を確

認 しま した。 最初は うま くいかなかったのですが、

「チームに連 絡 してす ぐに修il:す る」と言われ ま し

た。結局、問題 点はす ぐに分か り、会議 中に動作の

確認ができ ました。 こちらは 「あとで、メールでや

り取 り して修 」三して もいいのでは」と思 っていたの

ですが、解決 を先延 ば しにせず 、その場で問題 を解

決 して しまうAlanさ ん の行動 力とエ ネルギーには

舌を巻き ました。これ ほ ど実 行力のある方たちが集

まっていれば、物事 の進展 も迅速 だろ うな、と感 じ

ま した。

日本語の品質評価 と標準化

 会 議 のi三題 は、ファイル形式 の標 準化 では あ りま

すが、そのフ ァイル の内容 であ る翻訳の品質 、また

日本語の品質について も、考え させ られ ました。こ

れは、同 じ用語を繰 り返 し使 うUTXと は密接に関

係 してい ます。以 前か ら、日本 語へ の翻訳の品質に

は、注意が払 われ ていない ことがあ ると、しば しば

感 じてい ま した。会議 の休 憩中に、アメ リカの某パ

ソコン ・周辺機器 メー カー の方 とお 話 しした ことが

印象的で した。私 もふ だんか らよ く使 うメー カーで

すが、かね てか ら日本 語マ ニュアルの翻 訳品質には

疑 問が あ りま した。日本語 だ とはっき りしない点が

あるの で、英 語版 のマニュアル を読む必要があるほ

どです。その方に疑問 をぶつ けてみ ると、そ の製 品

群 につ いては 「翻訳の品質管理 はや っていない」と

明言 され たのです。品質が問題 なのは、海外 企業の

日本 語翻訳 だけではあ りませ ん。あ る高名な 目本人

翻 訳者 の方の訳文を拝 見す る と、基本的な表記の統

一す らされ ていませ んで した
。今に始 まった問題 で
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はあ りませ んが、フ ァイル形式の標準化 に加 えて、

その中身 である、翻訳 の品質、日本話の 品質 につい

て、客観 的評価 と標準化が必要 ではないか と感 じま

した。

 英 語は 、1`CIILの整 理 とい う面では、口本語のは る

か 先を行ってい ます、、翻訳資産の共有 と再利用が進

んでい るの も、この点がほぼ解 決 されているか らで

す。 ・例 として、翻 訳曽:門誌Multilingualで は 以

ドの ような表記規則 を定めています。

 <http:〃www.multilingual.com/editorialStylesh

eet.php>

 なお 、次 号のMultiLinguaノ で は、 UTXの 仕 様

が公開 され るf定 です,,

 訳 文や原 文の表 記がば らついてい ると、チ ェック

の コス トが増大 し、また翻訳メモ リーの 一致率が ド

が ることに より、翻訳 コス トが 目に見えて増大 しま

す。対訳川語集の 表記に 一貫性がない と、翻訳者や

チ ェッカーが表記に迷 うことは もちろんです が、読

者 も混乱 します。

 現 在は 、翻訳顧客が、 自社で スタイル ガイ ドを

策定せ ずに、他社企 業の スタイル ガイ ドを 「流用」

す るように、翻訳会社に要求す ることもある よ うで

す。この よ うな 事態が明 るみに出 ると、最悪 の場 合

は、流用 され た企業か ら、翻訳顧 客企業に、賠償 金

の支払 いが要求 され るこ とが あるかも しれ ませ ん。

そのよ うな ことにな らないために も、標 準ス タイル

ガイ ドは緊急の課題 といえます。

 私 は、2011年 の4月 か ら、JTFス タイル ガイ

ド委員会 の委 員 と してll本 語の翻 訳表 記の標準 化

をお 手伝 い してい ます、,スタイル ガイ ド(表 記)

の標 準化 は、翻訳業務を合理的に見直 し、不要なコ

ス トと労 力を減 らす のに役 立ちます。 また 、TMX

で の翻訳 メモ リー 、そ してUTXで の用 語集 の共有

お よび再利用 に も大きく貢献 します。

海外 と日本の翻訳 ソフ ト

 今 回の会議では、川 語につい ての討議 にも参加 し

ま したが、翻訳に関す る課題 の数が多す ぎて、時間

が足 りませんで した、,翻訳 ソフ トについて も、もっ

と深 く意見交換 したい ところで した。海 外での(翻

訳 メモ リーではな く)翻 訳 ソフ トとその利用状況 に

ついては、私 自身 もまだ知 らない点があ ります。会

議のあ とで、アメ リカで市販 され ている翻 訳 ソフ ト

の状況 も確認 してお こ うと、BestBuyと い うパ ソコ

ン ショップ を覗 いてみ ま した。 翻訳 ソフ トに限 ら

ず 、パ ッケー ジ ソフ トは棚 にほ とん どあ りませ ん

で した。ある程度 予想 は してい ま したが、パ ッケー

ジ ソフ トの数の少 な さには改めて驚 きま した。店

員 によると、ソフ トは、最近 はほ とん どオンライン

で売 られてい る、とのこ とで した。この状況 は、パ

ソコン シ ョップや家電 量販JOE;などで、箱入 りのパ

ッケー ジ ソフ トが棚 にず らりと並べ られ て販 売 さ

れてい る 口本 と比較 して 、興味深 く感 じま した。

 ボ ス トンか ら帰国 したあ とで、AAMTの ワーキ

ン グ グ ル ー プ で 、 海 外 の 有 名 な 翻 訳 ソ フ ト

SYSTRANを 購 入 して、試 してみ ま した。以前か ら、

日本の翻訳 ソフ トは 、日本語 の特性 に関するチュー

ニ ングとい う面 に加 えて 、使いやす さの面で も、海

外の翻訳 ソフ トよ りは上では ないか、と予測 してい

ま した。SYSTRANは ま だ徹底 的に試 したわけでは

あ りませんが、そ の予測 はある程度 裏付 け られ ま し

た。

 業務用翻 訳 ソフ トには、各言語 固有 の特性 を理解

した上での調整 と、各言語 固有 のオプシ ョンが必 要

です,,SYSTRANの オ プシ ョンは非 常にシンプル で

設定項 口が ほ とん どあ りませんが 、(完 全 と言 えな

い まで も)日 本の翻訳 ソフ トでは、比較的 、オプシ

ョンが充実 しています。要す るに、日本の翻訳 ソフ

トは、相対的に実用性が高 い、とい うことです。 日

本の翻 訳 ソフ トは正 しく使 えば ト分 に業務 に使 え

る ものなのに、実際 に使われて いな いの は実 に惜 し

い ことだ と、改 めて実感 したわけです。現状で不足

しているのは、技術で はな く、翻訳 ソフ トを使い こ

なす翻訳者 の技 能 と、それ を広 める講習 なのだ、と

い うこ とも醇確 認 しま した。

 海 外 の翻訳 ソフ トにつ いては 口本で知 られ てい

ない 一方で、日本の翻訳 ソフ トも海外でほ とん どま
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った く知 られ ていませ ん。今後 、n本 の翻訳 ソフ ト

とその 活用法 を海外 に も しっか り紹 介 した上で 、

UTXに つ いて紹介で きれば さらにイ]意義で あるは

ずです。

まず は用 語集 としてのUTX

 UTXの 義 的な存在意義は、翻訳 ソフ トの 互換

辞書 であるこ とです。これ は、翻訳環境で用語集 と

して使 われ るこ とと密接 に関連 しています。用語 を

集 中管理す る とい う慣行 が根付 いて いない組 織で

は、翻訳 ソフ ト導人の準備は不 長分です。この場 合、

いきな り翻 訳 ソフ トを導 入す るので はな く、まず

UTXを 用 語集 として使 うのが適切で しょ う。 UTX

の仕 様 は、シンプルで あ りなが ら、用語集の最善慣

行(ベ ス ト プラ クテ ィス)が 多数盛 り込まれ てい

ます。UTX仕 様 に沿って用 語集 を作るだけで、翻

訳 の品質 を向 ヒす る道 が開けます、,その用語集に よ

る用語管理 に基づ いて、次のステ ップと して 、翻訳

の さらなる効率化 と自動化を進 めることがは じめて

可能にな ります。

 翻 訳 ソフ トとは ど うい うものか。これは翻訳 ソフ

トを実際 に使わ なけれ ば理解す るこ とは不 可能で

す。翻訳 ソフ トに長年 関心 を持 って いる方で も、実

際には試 していない方がまだ多数います。企 業 ・組

織の翻訳部門では、ぜひ 、ユーザー辞 書を作 り込ん

だ上で、体験版な どで 、実際 に翻 訳 ソフ トを試す こ

とをお勧 め します。ただ、誤った方法でむ しろ効率

が下が るとい う失敗例 も多いので、どの企 業 ・組織

に もお勧 めでき るわけで もあ りません。川語集が使

え るオー ブ ン ソー スの翻 訳 ソフ トがあるとよいので

すが、今はまだないよ うです。

翻 訳 者 の 意 見 を 取 り入 れ る

 翻 訳 支援環境 の開発者 と翻 訳者の間 に大 きな ギ

ャップがあ るのは、日本で常 々感 じていたこ とで し

た。互いの意 図や 考えがまるで食 い違 っているので

す。LISAの 会議 で、そのギャ ップは英 語圏 に もあ

る とい うこ とを感 じま した(翻 訳者 の立場 σ)人が少

なかったこ ともあ ります)。 まず、開発者は、「プ ロ

でない翻訳利川者」 と 「プ ロの翻 訳者 」の需 要の方

向性 の違 いを認識 し、区別す る必 要が あ ります、,そ

の上で、開 発者 は もっ と翻訳者の意見 に広 く耳 を傾

け、翻訳の現場 と需要につ いて知 る ことで、適 切な

翻訳 支援環境 を開 発できるはず です,,環 境 が整って

くる と、その環境 を ど う活用す るか も変わってき ま

す。 ツ∫で、翻訳者は、先人観 を捨 て、食わず嫌 い

をせず に、機 会があれ ば、さまざまfr:)il!;を 試 して

み ることで、翻訳環境 を向1二できます、,

 現在 の技術 で、翻訳 の品質 と効率を大き く改 簿す

ることは ト分 に可能です。問題 は、そ もそ も実務翻

訳の体系的な研究 と講習が不 足 している ことです、,

ア イル ラン ドな どでは、実践 的な翻訳学 の研究 が進

んでいます、,LISAの 会 議 でもその関連 の方 とお会

い しま したが、実に うらや ま しい と思い ました、、翻

訳そ の もの の理 論的研 究 は 日本 の大学で もされて

い るよ うですが、実務翻訳 とはほ とんど関係 あ りま

せん。また、実務翻訳 につ いては、企 業での翻訳技

能講習は あるものの、内容 がば らついていて偏 りが

あ ります。オー プンな議論 が行 われ ているとい うよ

り、各社が個別 に手探 りしているのが実情 では ない

で しょ うか、,翻訳の重要性 が高い 日本で、翻訳 者の

地位が低 く、翻 訳の研 究が され ていないのは皮 肉で

す。

 ll本 の 大学で、実務翻訳科を設けて、組織的 に行

うの がよいか も しれ ませ ん。特に外国語大学 で体系

的 に取 り組ん でもよいのではないで しょ うか,、その

よ うな基盤が しっか りできていれ ば、標 準化 の恩恵

を最 大限 に得 られ るはず です.

 今 後は、AAMTが 主 宰 し、2011年91Jア モ イで

開催 され るMT Summitで 、富 十:通研 究所 の大倉委

員 がUTXに つ いて発表す るr定 でず 、また、地震

で延 期 され ま した が 、来 年 、 東京 で 開催 され る

TAUSの 国 際会議 には、私が参加す るf定 です、,

UTXは 、 オープンな仕様であ り、 どなたに もこ活川

いただけます。実際の翻訳業務 で、広 くご活用いただ

ければ 幸いです.
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UTX用 語集作成 クイ ック ガイ ドー4ス テ ップでかんたん!

1.表 計算 シー トを新規作成す る

・Googleド キ ュ メ ン ト、 Microsoft Excelな ど 表 計 算 ツ ー ル が 編 集 し

や す い で し ょ う。Un icode対 応 の テ キ ス ト エ デ ィ タ ー(Windows標

準 の メ モ 帳 、 秀 丸 、E皿Editorな ど)も 使 用 で き ま す 。 文 書 を 保 存

す る と き は 、UTF-8テ キ ス ト形 式 で 。

2.基 本的な用語集情報を入力する

一#UTX 1 .11;<source language>/<target language>;

<date created; <creator>; <license>; #src

tgtsrc:pos      (term status)

・原 語
、 訳 語 、 原 語 の 品 詞 を入 力 し ま す 。 各 列 は タ ブ で 区 切 り ま す 。

用 語 ス テ ー タ ス は 省 略 可 能 で す 。

3.用 語 を追加 す る

・最 良 の 訳語 を1っ だ け選 び ま す
。 自信 が なけ れ ば 用語 ス テ ー タ ス と

してprovisional(暫 定)を 指 定 しま す 。 適 切 だ と確 信 した ら

approved(承 認)に します 。

・ 「シス テ ム 」 、 「パ ソ コ ン」 の よ うな 一般 的 な言 葉 は追 加 し ない

で くだ さい 。 用語 集 と して意 味 が あ る の は 、特 定 分 野 の 「専 門 用

語 」 で す 。

4.再 利用 と共有

・訳 譜 の知 識 を再 利 用
、 あ るい は共 有 す る こと がで きます 。

UTXの 詳 細 はhtt //ww. aamt. info/'a anese/utx/ま で
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一
平成21年 度音声翻訳実証実験の概要

 (独)情 報通信研究機構

安田 圭志、隅田 英 ・郎

 平成21年 度,日 本国内において,大 規模な音声

翻訳実証実験が実施 された[1].本 実証実験は,自

動音声翻訳技術の翻訳精度の飛躍的向 ヒ及び訪 日

観光分野における同技術を活用 したサー ビスの早

期実用化を図ることを目的 し,総 務省が 「地域の観

光振興に貢献する自動音声翻訳技術の実証実験」

(総事業予算額9.85億 円)を民間法人等に委託 して

実施されたものである.

 本稿ではこの実証実験について取 りLげ,概 要に

ついて述べる.

       実 証 実験 実施地 区

 実 証実験は,日,英,中,韓 の4力 国語 を対象 と

し,表1に 示す通 り全 国5地 方で(北 海道,関 東,

中部,関 西,九 州)観 光施設な ど約370箇 所 に約

1700台 の 端末 を設置 して実施 された.

の構成 を示す.貯 声翻 訳サーバは,音 声認識,機 械

翻訳,音 声合成川のサーバ群か ら構成 され る.ス マ

ー トフォンや ノー トPCな どの音声翻 訳端 末か ら人

力 され たr=a声 は, 16kHzサ ン プ リングのADPCM

形 式 で音声翻訳サーバ に送 られ る.

  機 械 翻訳 部につい ては、BTECコ ー パ ス[2]を 川

いて学習 された統計的機械翻訳 をベー スに し、実証

実験 実施 前に各地域 ごとに収集 した地域 固有の 表

現や 固有名詞 を川 いて適応 化 を行 った翻訳 エ ンジ

ンを用いてい る.

 翻 訳結果は,テ キス トお よび合成 音声の形で 臨1ボ

翻訳端末 に送信 され る.サ ーバ側では,利 川 ログと

して,入 力 音声,H1`i認 識 結果,翻 訳結果,目 時,

端 末ID,,イ 語指 定等の情報 を蓄積す る.

 ア プ リケー シ ョンサーバ は,地 方毎に設 計された

ナ ビゲー シ ョンや観 光案 内アプ リケー シ ョン等の

サー ビスを行 うた めのサー バである.

       システム概要

図1に 本実証実験でも用いられたシステム

醗諺
慈
  譲

鞘

各地方プロジェク ト

痔声翻訳サーバー

更 蹴

ミ紗

音声翻訳
モデル

     獅

 ミヒ 購 ト  
V雛 簸、

  緊 難綴        利 用 ログ

アプ リケー ション

サーバー

r

N[CT

モデル改良

図1 実証実験のシステム構成

15



表1 実証実験実施地方の詳細

実験
 地方

北海道

関東

中部

関西

九州

詳細実験地

札幌,富 良野,

  知 床

河口湖,山 中湖,

 石和,甲 府

金沢,能 登,高 山,

 伊 勢,鳥 羽

大阪,奈 良,広 島

阿蘇,博 多,

天 草,長 崎

事業者

    ドーコン[ ,

NECソ フトウェア北海道[シ ステム構築]

  NICT 立 声 訳 中核 術

JTB-GMT[全 体統括]

 NEC[シ ステム構築]

NICT 立 声 訳 中核 術

JTB中 部[全 体統括実験運用]
  駅探[シ ステム構築]
 NICT 虫士 訳中 亥 術

ATR-Trek[全 体統括 実験運用,システム構築]

    NICT 立 宮 ≡ 中 亥 '1ロ

    熊 本ソフトウェア[全 体統括]

九州産交,JTB九 州,産 学官ながさき[実 験運用]

    NICT 立 富 ≡ 中 亥 術

実験期間

12/28^-2/22

1/25-2/21

1/5^-2/22

12/14-2/28

12/20-2/28

端末設置

92

29

120

106

zs

端末数

403

345

310

343

313

アクセス数とアンケー ト結果

 実 証 実験期間 中,5地 方全 て含 める と,音 声翻訳

シ ステ ムに対 して約20万 件 のアクセスが記録 され

た.

 各 地 方プ ロジ ェク トでは,一 部の利 用者 に対 し

て,音 声翻訳性能に関するアンケー ト調査を実施 し

た.発 話 した内容が,「 半分程度以 上伝 わったあ る

いは理解で きた」割合は,日 本語側 で5割,外 国語

側 で7割 程度 であ り,今 後更な るシ ステム性 能改善

の必 要性が明 らか とな った.

利用ログを用いたシステム改善

蹄声翻訳 シ ステ ムがフ ィール ドで使 われ るよ うに

なると,従 来型の 陛声翻訳の要素技術の研 究開発に

加 え,利 用 ログを川いたシ ステム改善 も重要な取 り

組み となってくる.

本 実証実験期間 中にお いて も,利 用 ロ グを用いる

こ とに よる,riJ'f翻 訳性 能 の改善効果 を調査 した

[2].こ こでは,人 アに よる書 き起 し,対 訳作成等

を行い整備 した数r文 サイズの利用 ログを,音 声翻

訳 シ ステ ムの学習や適応 化 に用 い る ことに よ り音

声システ ムの性 能が 向 ヒす る ことが確 認 され てい

る[1].

          むすび

本稿では,平 成21年 度に実施された音声翻訳実証

実験 について扱った,実 証実験やシステムの概要

と,ア ンケー ト結果,得 られた利用ログを利用した

システム改善について述べた.

  本実証実験で収集 した利用ログについては,研

究利用への同意が得られている.人 手による書き起

し,対 訳作成等の利用ログの整備が非常に時間やコ

ス トがかかるとい う問題 もあるため,NICTで

は,現 在,実 証実験で得られたデータを用い,人 手

による整備を要 しない利用ログの利用方法に関す

る研究[3]を行っている.

         参考文献

[1]河 井恒他,H21年 度全国音声翻訳実証実験の概

 要,日 本痔響学会2010年 秋季研究発表会,pages
 99-102.

[2]Genichiro Kikui et al.2006. Comparative

 study on corpora for speech translation. In

 IEEE Transactions on Audio, Speech and

 Language Processing, volume 14(5), pages

 1674-1682.

[3]安 田 老志 他,音 声 翻 訳 シ ス テ ム 実 利 用 デ ー タ を

 用 い た 統 計 的 機 械 翻 訳 の モ デ ル 適 応,言 語 処 理 学

 会 第17回 年 次 大 会.
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一
             翻訳SaaS「Eiplaza●/MT」のご紹介

東芝 ソリュー シ ョン株式会社

1.情 報活用SaaS Eiplaza⑧

 当社は、業務 に必要な文 吾やテキス ト情 報を、効

率良 く管理 ・活用でき るSaaS*1)「Eiplaza⑪ 」(イ

ーアイプ ラザ)の サー ビスを開始 しま した
。

 企 業は、社 会的責任 を果た し、企業価値 を向上 さ

せ るため、ガバナ ンス、リスク、コンプライアンス

対応が必須 とな ってい ます。そのため、業務 プ ロセ

スの 明確 化 と成果物 の記録 な どが 求め られ て いま

す。この要 求に対 しては、業務 で使われ る情報 を効

率 よく蓄積 ・管理 し、全社で 共有す るこ とができる

情報活用 システムが有効です。しか し、全社 レベル

での システ ムー一括導 入は大 きな初 期投資 とな るた

め、初期 コス トを抑 え、段階的 に導入 した い とい う

要望があがっています、,

 当社は、様 々な情報活用 のための機能 を ソリュー

シ ョンと して提供 してお りますが、今 回はSaaSの

形 態で提供開始 しま した。 これ によ り、お客様 は、

ハー ドウェア資産な どの初期 コス トを抑 え、必要な

規模で段階的 に導入が 可能 とな ります。

Eiplaza°
∠甲■■ ■■■■ ■■■■■■■ ■■一■ ■ ■ ■■聡.
 桑薦SaaS

 Ep6za● ノ           Eip■aza●/  1

観程 ・業務研 管理 、、契約書管理 、

Eidaza●/

技術情鞭管理

「業法管理U特 許包袋管臥 祠 合せ管理」など様々なサーゼ スを今後提供予感曇

尋,顯』      1鯉 ・99TH   ・蜘 慨・・呼 脚 槻 ,'・剛 鰐脳難 ・麟

囮 曜図図 面
綴醤 繍憲繍臨諜騰轟麟麟繍欝

当社が長年培ってきた日本語処理技術、XML技 術などを

   活かした情報活用機能をSaaSで 提供

輪綴用期   げ 甜・rltd・ 7x7・  灘

噸 廊・が り 藤 匡亟亜1

 「Eiplaza°°」は、'll社が 長年培 って きた 日本語処

理 ・自然言語処理技術 、文字 ・画像 認識技術 、XML

技 術 な どのコア技術 を基に して、企 業の情報活川で

必須 となるファイル サーバ、文註保管 ・検索、コ ミ

ュニテ ィ機能や 、よ り高度な翻訳やテキ ス ト分類、

テキス ト分析機能 な ど、お客様の 多様な 要求に ワン

ス トップで応 え られ る情 報活 用機 能 を ライ ンア ッ

プ しています。この 豊富 なラインア ップか ら、業務

の流れ の中で必 要な ものを 自由に選択 し、組み合わ

せ て ご利用 いただけます。これ によ り、コンプライ

アンスに対応 した文r.:の 生成 ・管理 ・活用な どが容

易に実現 でき ます。

 ま た、Eiplaza「尉は ヒ記 の情 報活川SaaSの 他 、規

程 ・業務マニ ュアル管理(文 書間σ)参照関係 をn動

抽 出 し、連鎖的な閲覧や漏れ のない変 更を支援)、

契約 書管理 業務(内 部統制 に対応 、契約び)更新時期

を 自動で通 知)等 の個別業務を 「業務SaaS」 と し

て提供 してい ます。

 本 稿 で は 、 「Eiplaza㌔ の 内 、 翻 訳SaaS

「Eiplaza⑭1MT」 に ついて紹介 します。

2.翻 訳SaaS 「Eiplaza㈹1MT」 の サー ビス

 Eiplaza`"'/MTは 、英 日1日 英、中M1中 翻訳を提

供す る翻訳SaaSで 、 The翻 訳サーバ と同 ・の翻訳

エ ンジンを使用 してい ます、,また、表1に あ る全種

類の専門用語辞書や翻訳 メモ リ、特許 文,皐芋・製薬 業

界文 書向 けの翻訳 知識 を選択 して使 川す るこ とが

で きる上、ユー ザ辞 井を適川で きます、,翻訳す る文

書にあわせた知識 を使川で きるため、精度の高い翻

訳結果が得 られ ます,,

 翻 訳 要求 はブラ ウザ画 面か ら行える(図2) ほ

か 、Microsoft'"Internet Explorer" 1 Word !

Excel!PowerPointRの 画[`liに組 み込んだ翻訳

図1:Eiplaza"の 概 念 図
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表1:Eiplaza°/MTで 使 用 できる専門用語辞書(分 野により使用できる翻 訳方向が異なります)

インターネット

住所

固有名詞(標 準)

固有名詞(専 門)
ビジネス

ビジネスレター

金融・法律

自然・社会科学

自然科学

機械
自動車用語
航空
情報  通信
電気  電子
医学
医学
製薬  薬学

薬学(第 一・第二)

薬学(規 制用語)

医学(基 礎・臨床)

バイオ・生物

化学

運輸・物流

学術用語

軍事・防衛

建築・土木

原子力

産業技術

生産・品質

数学・物理

繊維・衣料

JIS用 語

日外/医 学(関 連)

日外/医 学(基 本)

日外/科 学技術(基 礎科学)

日外/科 学技術(工 学系)

日外/科 学技術(理 ・医学系)

特許

トラベ ル

エ ンター テイメント

オ ー クション

キ ャンパスライフ

グル メ

シヨツピング

スポ ーツ

チャット

カル チ ャー

用ツールバーを用いて行えます。従って翻訳す る文

章をブラウザ画面にコピーすることなく、Webペ

ージやWordの 文書等をレイアウトを保ったまま翻

訳できます*2)。

 また、ユーザ辞書の構築支援のため、翻訳した文

章中に出現 した未知語をその未知語が出現 した文

と対に したレポー トを毎月一回ご提供いたします。

3.翻 訳SaaS fEiplaza●/MT」 の 効果

 Eiplaza●/MTに よ り以下の効果が得 られ ます。

1)機 械 翻訳の特長である、均一な翻訳結果を短期

  間 で得 られ る上、ユ ーザ辞 書 を使用 で きるた

  め、企業内で定 められた表現で訳語を統一可能

  で あ る。

2)イ ン ターネ ッ トに接続 で きれ ば作 業場所 に関

  わ らず、同一 の翻訳環境 で翻訳で きる。クライ

  ア ン トマ シンとサーバ 間はSSLで 暗 号化 され

  て い るためセキュ リテ ィも確保 できる。

3)ブ ラ ウザ に組 み込 まれ た ツー ルバ ーで翻訳 で

  き るた め、Webア プ リケー シ ョンな どの画面

  に 手 を加 えず に翻 訳でき、同一アプ リケーシ ョ

  ンを 日中英の3ヶ 国語で使用することができる*2)。

4)SaaSな の で翻訳 ソフ トや翻 訳 ソフ ト用の機器

  の 運用 コス ト、初期導入 コス トが軽減 できる。

4.今 後のEiplaza⑧

 Eiplaza●/MTで は 、2011年 に は中国語 の特許や

中国か らの旅行客 向けの辞書強化 を行 う他、翻訳精

度 ・機 能強化を計画 しています。 さらに、今後提供

予定のEiplaza⑭ の サー ビス 「日本語文書診断(理

解 しに くい表現 をチェ ック)」 「文書分類 ・分析(大

量のテキス ト情報 か ら、自動 的に分類 カテ ゴリを作

01隔 ・o◎ 凶 ◎P鵜 ★ 欄 ②8も ■ ・日  亀

、◎鰻1、.馴 瞑・ 紫フ・ .    _一.  .  _.__.マ  ...H

量 露 磁 薫9急?鑑Y
麟鯨灘卜麟                ∫ 
轍麟・◎轍糊獅輪,0繭 嶋麟騰 麟
麟融蟹

 {                  杭

         1

         }
       __._よ「『凹 薗団凹

図2:Eiplaza°/MTの 画 面

trn

成 し分類)」 と翻訳を組み合わせることにより、翻

訳前に原文をチェックし翻訳精度 を向上すること

や、多言語の文書を横断的に分類することなどがで

きます。このように、当社は今後も情報価値を高め

るサービスの提供を続けてまいります。

Eiplazaホ ー ムペー ジ:

        http:〃eiplaza.toshiba・sol.co.jp

*1) SaaS(Software as a Service):ソ フ トウ

   ェ ア の必 要 な機 能 を必 要 な分だ けサー ビス

   と して利用す る形態

*2) 翻 訳 で きない部分、レイア ウ トが保 たれ な

   い 部 分 、翻訳 後動 作 しないアプ リケーシ ョン

   も あ ります。

・Eiplaza 、 The翻 訳 サーバ 、 KnowledgeMeister、

 KnowledgeMeister Succeed、 TX1は 東 芝 ソリュ

 ー シ ョン株式会社の登録商標 また は商標です。

・Microsoft
、 Internet Explorer、 PowerPointは

 Micorsoft Corporationの 米 国お よびその他 の国

 の 商標 または登録商標です。

餓

脚
嬬
鷺
撒鯉
、帥

Ψ
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一 一
               海外オフィス文書をワンタッチで自動翻訳!

「オ フィス翻訳 ピカイチ」2011年6月17日(金)新 発売

株式会社 クロスランゲー ジ

 グ ロー バル化 で海外 企 業 との仕 事や 人間 関係 の

規模範囲が著 しく世界へ広が る現代、オフ ィス文書

の翻訳は需要が高 くな って きてい ます。また、海外

の取 引先や友 人 とのや り取 りで必 要な コ ミュニ ケ

ーシ ョンツールであ るEメ ールの翻訳 も同様です。

このたびは、このよ うなニー ズに応 え、オフィス文

書、Eメ ール をワンタ ッチで 自動翻訳す る、低価格

の コンシ ューマー向け 口英 ・英 日翻訳 ソフ トを発売

します。

クロス ランゲー ジが開発 ・提 供す る翻訳 システ ム

は、 日本 を代表す る大手企業、政府機関、学術研究

機 関をは じめ、 日本国内No.1の ポー タルサ イ トに

も採用 され、 日本で利用率No.1の 翻 訳 システ ムで

す。同価格 帯製 品では最 大級 となる303.0万 語 の翻

訳辞書を搭載 してい ます。

【本製品の主な特徴】

■オ フィス文書 を翻訳

Word/ExceUPowerPointに 翻 訳機能 を追加す る、ア ド

イ ン機能 を装備 してい ます。オフ ィス ソフ トで開い

た文書 を、各 ソフ トに追加 され るア ドインボタンを

押すだ けで、レイア ウ トを保 って英語→ 日本語、日

本語→英語の翻訳 を実行 します、,

〈文字装飾 も反映す る優れた レイア ウ ト保持能力 〉

オ フィス翻訳機能 は、単に原 文を レイア ウ トどお り

に翻 訳す るだ けで はな く、 文中の文字装飾(斜 体や

下線 な ど)や 文字 色 の 単語 単位 での 再現 が 可能 で

す。また、PowerPoint翻 訳 で は、翻 訳時の 日本 語 と

英語 の 文の長 さを判定 して フォン トサ イ ズを 自動

調整。テキス トをテ キス ト枠に しっか りと収め、修

正の手間 を省 きます。

■ メ ー ル を 翻 訳

Oudook Exp億ss, Windowsメ ー ル～Windows Liveメ ー ル 対応

Windows XPの 標 準 メ ー ル ソ フ ト 「Outlook Exprcss

6」 と 、Vista標 準 の 「Windowsメ ー ル 」、 ま た

「Windows Liveメ ー ル"2009'1」 に 翻 訳 機 能 を 追 加

し ま す 。 受 信 した メ ー ル 、 作 成 し た メ ー ル を 、 メ ー

ル ウ ィ ン ドウ を 開 い た 状 態 で そ の ま ま 翻 訳 し ま す 。

原 文/訳 文 を 左 右 に 振 り 分 け て 読 み や す く 表 示 す る

機 能 も サ ポ ー ト して い ま す 、、

■ ワンポイ ン ト翻訳機能

さまざまなアプ リケー シ ョン内で、文章や 単語 を範

囲指定 して、設 定 したホ ッ トキー(Ctr1+Tな どキー

の割 り付 け)を 押す と、翻訳結果 を ウィン ドウに 表

示 します,,

■ クラス最大級の総 見出 し語数303万 、ll臼

同 価格帯(標 準価 格5,0001'J前 後)の 翻訳 ソフ トと

しては クラス最 大級 とな る303万 語(英 日118.0万

語/口 英185.0万 語)の 辞 井を搭載。

 【動作 環境 】

対応OS

必要メモリ

必 要 ハ ー ド

デイスク容量

メール翻訳

オ フイスア ド

イン対応 ソフ

トウェア

 Windows 7 (32bit/64bit)/

Windows Vista  SYZ(32bi1)/

Windows XP SP3(32bit)

※ 各 日 本 語 版oS

※ イ ン ス トー ル に は 管 理 者 権 限 が 必

要 で す 。

Windows 7/Vista:512MB以 上

Windows XP:256MB以1二(推 奨

512MB以L)

500M13以h

 Outlook Express 6.0/Windows Live

メー ル2009/Windowsメ ー ル/

※Windows Liveメ ー ル で は 、受 信 し

た メー ル の 翻 訳 を 参 照 す るだ け の 機 能

に 限 定 され ます 、、翻 訳 結 果 の 保 存 、印

刷 、メー ル 送 信/転 送 は 実 行 で き ませ

ノv。(Outlook lixpress、 Windows メー

ル で は 可)

 MS‐Word [ixcel PowerPoint

2000/200L/LOO3/2007/2010

※64bit版Omce2010は 未 気f応
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■
製旧携

"
 ..`

リアル タイムに多言 語情 報の発信 を 可能 にす る、 ウェブサイ ト自動翻 訳サー ビス

「Myサ イ ト翻訳 」

株式会社 高電社

■ 「Myサ イ ト翻訳」 とは

 株 式会社 高電 社(本 社:大 阪 市阿倍野 区、代表取締

役 岩城 陽r・)は 、既 存の 日本 語サイ トに翻訳ボ タン

を貼付す るだ けで、 リアル タイムに ウェブサイ トの 自

動翻訳が実現で きるASP型 サ ー ビス「Myサ イ ト翻 訳」

を開発 ・提供 してい ます。

 ,,,iサー ビスは、お客様側 に特別な作業を要せず、最

短5営 業 日で既存の 日本語サイ トと同様 の レイア ウ ト

で 多言語サイ トが実現 可能 とな り、既 に数r1'の 企 業、

自治体、観光サイ ト、教育機 関な どで ご利川いただい

てお ります。対応 、ζ語は、英語、中国語(簡 体字 ・繁

体字)、 韓国語、欧州5、1'語(フ ランス語、イ タ リア

語、 ドイ ツ語、ポル トガル語、スペイ ン語)で す。

■東北地方太平洋沖地震 に対す る支援

 このたびの東北地 方太 平洋沖地震にお きま して多 く

自治体

の尊い命が 奪われ、未曾有の被害が 発生 いた しま した

こ とは誠 に痛 ま しく遺憾の思 いで ございます。

犠牲者並び にご家族 、関係者 の皆様 に謹 んでご冥福 を

お祈 り申 し.Lげ ます とともに、被 災者 の皆様へ 心よ り

お 見舞 い申 し上 げます。 当社 の技術 ・サー ビスを活 か

し、被 災された皆様や 日本の復興 のため何 かお役 に立

て るこ とが ないか と検討 いた しま した結果 、特 に被害

の大 きい東北地方4県(青 森 県 ・岩 予県 ・宮城 県 ・福

島県)の 白治体 、観光協会へ 、当社 の ウェブサ イ ト自

動翻訳サー ビス 「Myサ イ ト翻訳」 を2012年3月 末

口まで無償 でご提供 させ て頂 くこ とといた しま した。

この取 り組みは 、各方面 よ り多 くの反響 をいただき、

2011年4∫ 」末時点 で新規 を含 む5か 所の 自治体 ・観

光 協会 よ りお 申 し込み を頂戴 してお ります。
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■最新情報をリアルタイムに翻訳

 被災地には多数の在 口外国人及び訪 口観光客の方が

おられ、日本人の方同様に リアルタイムに正確な情報

を求めておられ ます。

 「Myサ イ ト翻訳」は、サイ ト訪問者 自身が翻訳開

始のリンクボタンを押 トし、また、その後のサイ ト内

遷移の度に翻訳処理を行 う為、最新情報を リアルタイ

ムに翻訳することが可能です。 これは緊急時の情報基

盤 として非常に適していると言えます。

 また、PCと 併せてモバイルサイ トにも対応 してい

るため、常にお 手元で[Eし い情報を確認する ことがで

きます。 ライ フライ ンが滞 る状況 ドでのモバイルの役

目は大き く、実際、震 災発生後モバイルサイ トでの 自

動翻 訳の導入を ご検討 され てい る自治体 も多 く、多数

のお 問合せ を頂戴いた しました。

 参 考情 報 としまして、'i}list災以 降、全 自治体 の翻 訳回

数 の合 計がこれ までよ り2倍 以1:tti'力11し、被 災地 の自

治体等 では、通常 の20倍 以Lと なった ところ もござ

います。

自治体翻訳回数推移

12月 1月 2月 3月

"外 国 語 による情報提供"と い う役割 を当社の機械翻訳

技術にて担 わせ ていただ きた く、 ご活用いただ けれ ば

幸い です。

 「Myサ イ ト翻訳」は、お 客様 独 自の専門用語や 固有

名詞を ご登録いただ く「オンラインユーザー辞書機 能」

を備 えてお り、 この機能 によ り、 史に高精度 な翻訳結

果が得 られ ます。 また この機能は 、1$S.語・文章単位 だ

けでな く、HTMLソ ー スでの 登録 が"r能 なため画像や

Flash等 の 箇所 を事前に作成 しておいた外国語版の1由1

像 やFlash等 に差 し替えて表示する ことが出来、よ り

完成度 の高い多、㌃語サイ トが実現 します、、

 当 社では、 この 「オンラインユーザー辞 菩機能 」の

精度 ・利便性 の追及 をは じめ、多 、㌃語化 され た ウェブ

サイ トが、海外検 索サイ トに ヒッ トしやす くなる、

SEO(検 索エ ンジン最適化:サ ーチ ・エ ンジン ・オブ

テ ィマイゼー ション)対 策の組 み合わせな どに より、

更な る機械翻 訳の 可能性や 多、㌃語サ イ トの意義を検

証 ・提案 し続 けてお ります、,

■翻訳エンジンの改良と当社の今後の取 り組み

 当社の翻訳エンジンは、数1一年に渡る研鐙 と改良が

重ね られ、これまで翻訳方法の1三流 とされていた文法

中心のルールベース翻訳に加え、現在は、文例翻訳や統

計的手法を取 り入れたハイブリッド翻訳へ と進化して

います

 機械翻訳の利用川途も幅広くなってきており、特に

昨年頃から、経済成長を続 ける中国市場を視野とした

ECサ イ トに機械翻訳が利川されるケースが増えて参
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りま した。

 人 力翻訳 に対す る機械翻訳の優位性 は、大量のデー

タを リアル タイム に安価で翻訳で きること、が挙げ ら

れす なわ ち、 商品点数が多 く、11.つ 情 報が刻々 と史新

され るECサ イ トの多 言語化 には、機械翻 訳は大変適

している とriえ ます。

 ECサ イ トへ のサー ビス提供 を機 に、新たな機能 も

開発いた しま した。例 えば、中 日翻訳においては、新

機能 「タイ トル翻訳」の開発に よ り、 タイ トル と本文

の訳 し分 けが 可能 とな り、飛躍的 な翻訳精度の 向上が

認 められて います。

 具 体例 を申 しLげ ると、商品 タイ トル 『金拍 央克』

を通常モー ドで翻訳す る と、『金 はジ ャケ ッ トを掛け

る』 とな りますが、 これ をタイ トル翻訳モー ドにて翻

訳す る と、『金 ボタンジャケ ッ ト』とい うよ うに、本 来

の正 しい表現へ と変 わ ります。 また、 タイ トル と本 文

が混在す る場合 は、「自動識別 モー ド」を選ぶ こ とによ

り、自動で訳 し分 けを行 います。

原文

吋尚中腰休困直筒中褥 飾拉髄褥子

春装2010新 款/貼 皮装飾磨辺被摺
牛仔短褥

2010新 款 秋装 双居荷叶辺 女装

K袖 村杉 格子立領金拍村杉

通常モードで翻訳

流行するレギュラー丈のレジャーな

ストレー トスタイルのクロップトパンツ

ファスナーのズボンに扮する

春服の2010新 作/皮 を貼ってエッジ

ングのしわ のデニムのショート・パン

ツを飾 る

2010新 作 秋ファッション2層 のフリ

ル レディースファッション 長袖 のワイ

シャツ チェックのスタンドカラーの金

はワイシャツを掛 ける

タイトル翻訳モードで翻訳

流行レギュラー丈カジュアルストレー

トスタイルハーフパンツ 装飾ファス

ナーズボン

春服2010新 作/皮 装飾エッジングし

わデニムショートパンツ

2010新 作 秋ファッション2層 フリル

レディースファッション 長袖 ワイシャ

ツ チェックスタンドカラー金ボタンワ

イシャツ

 こ の よ うに、当社は常に 「お客様が買いた くな るサ

イ ト」を視点 に既存技術の改良 に努 め、 クライア ン ト

の,.の 目的が達成 できるよ うサポー トしてお ります。

 高電社 は今年、創 立33年 目を迎 えま した。 「C7語の

壁 を超 え、tl七界 中の人 々の心 と心 をつな ぐ」を理念 に、

これか らも常 に進化 し続 ける翻訳エ ンジン とサー ビス

の開発 ・提供 を 目指 し、真摯 に取 り組 んで参 ります。
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一 一
      言語グリッドを用いたスマート翻 皿 献 惑磁 烈 一

  京 都 大学社会情 報学 専攻1,(独)情 報通信研究機構2

稲 葉利江子1,村 ヒ陽'F2,田 仲 正 弘2,林 冬1i-',イ1}1停i,z

1. は じめに

 京 都 人学社 会情 報学 専攻で は多 、亨語 に よる異文

化 コラボ レー シ ョンを 目標 に、(独)情 報通信研 究

機構(NICT)に よ り技術 開発 され て きたイ ンター

ネ ッ ト上の多 占語 サー ビス基盤 「占語 グ リッ ド」を

運営 してきてお り、現在 、18ヶ 国138組 織 が参加

し言語 資源 の共有 ・利 用を行 ってい ます。

「言語グ リッ ド」は辞書や機械 翻訳な ど多種多様な

言語 資源 をWebサ ー ビスの形態で蓄積 し共有す る

ことができるため、自由に組 み合わせ て使 うことが

でき、各々の コ ミュニテ ィが作 った 誌語資源 を追加

し、国際交流や多 文化共生活動のための 、㌃語サー ビ

ス も容易に作 り出す ことができ ます。

 ま た、京都大学 とNICTは 、言語 グ リッ ドの連邦

制運 営モデルを構 築 し、複数の 言語 グ リッ ドを接続

可能 とす るβ語 グ リッ ド連携 基盤 を開発 しま した。

タ イ 国 立 電 子 ・コ ン ピ ュ ー タ 技 術 研 究 所

(NECTEC)に お い て、言語 グ リッ ドの運 営が開

始 された ことに よ り、2011年1月 か ら、「語 グ リッ

ドの連邦制運営 も開始 しま した。これ によ り、京都

大学が運営す る言語 グ リッ ドとNECTECが 運 営す

る言語 グ リッ ドの双方のユーザは、それぞれがtf:有

され てい る多 言語サ ー ビスを相 月二に利 用す る こ と

がで きるよ うにな ります。 これ によ り、利用 できる

ア ジア 言語 も拡が り、国 内の 多文化 共生活動や 国際

交流活動の幅 も広が ってい ます。

 今 回は 、これ までの 「言語 グ リッ ド」にお ける研

究結果 を基盤 として、不特定 多数 のユーザ を対 象に

し、特 定の コミュニティ内で利用す る ことを想 定 し

た スマー ト翻訳について紹介 します。その後、スマ

ー ト翻訳 を適 用 した ご当地翻 訳 の第 弾 であ る京

大翻訳!に つ いて紹介 します。

2.コ ミュニテ ィに特化 した翻訳

 機 械 翻訳 を川い た多言語 コ ミュニケー シ ョン ツ

ールの需 要が高 くな ってい る /i
、多 くの ポー タル

サー ビスお いて も機械 翻 訳サー ビスが利川 で きる

よ うにな って きています。しか し、 一般的 なコ ミュ

ニ ケー シ ョンに利川 で きる翻 訳精 度が あるか とい

うと疑問 です。将 来的 には 、Web Lの 膨 大なテ キ

ス トデー タを解析 し、対 訳コーパ スを準備す ること

で機械 翻訳 の精度 は向Lし てい く と考え られ ます

が、現状の新聞 記事などを基 に した統 計翻訳な どで

は、多1享語 コ ミュニテ ィにお ける コミュニ ケー シ ョ

ンに適川で きるかは未知数です。

 そ の理 由と してあげ られ るのが、コ ミュニテ ィに

特化 した辞 菩の必 要性 と、多義性の問題です、、

1)コ ミュニテ ィに特化 した対訳辞,勒 ミ必 要

 コ ミュニ テ ィの中では、独 自の コ ミュニ ケー シ

ョンの 中で、 日々新 たな 言語が'1:ま れ 育 ってい ま

す。 コ ミュニテ ィ独 自の特殊な川語が誕生す る場

合や 、 ・般的 に利用 され てい る用語に コ ミュニテ

ィ独 自の意味が付 け られ 使われてい る揚 合もあ り

ます。 これ らのコ ミュニテ ィ川語は 、コ ミュニテ

ィ内でのコ ミュニケーシ ョンお よび コラボ レー シ

ョンには無 くてはな らない用 語です、、

2) 単語 の 多義性

 機 械 翻訳を連携 し利用す るこ とを 考えた場合 、

複数 のサー ビスの訳語選択が ・貫 しない ことによ

り、翻 訳途 中でr亨葉の意味 が変 わって しまうとい

 う問題 があ ります。 その解決 方法 として、翻 訳対

象 の文章や 文章を含むテ キス ト全体 か ら文脈 を検

出 し、機械 翻訳サー ビス間 で伝搬 してい くこ とに

よ り連携 を実現する とい う研究 もなされています、,

 また、利 川範囲を コ ミュニテ ィ内に限定 し、 コ
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ミュニテ ィ独 自の辞 書を作成 し、機械翻訳 と連携

す るこ とによ り、L記 の問題 点 を解決す るとい う

方法 もあ ります。 そ こで、 言語 グ リッ ドを用 いた

取組み として、特定の コ ミュニテ ィに特化 したス

マー ト翻訳の実現 を11指 しま した。

3.ス マー ト翻訳

 特 定の コミュニテ ィに特化 したスマー ト翻訳は 、

NICTが 開 発 し、オープン ソースで提供 され ている

言語 グ リッ ドToolbox(以 下, Toolbox)を カ スタ

マイ ズし、構築 しま した,、

 3.1言 語 グ リッ ドToolbox

  Toolboxは 、 オープ ン ソー スのCMSで あ る

 XOOPSを 拡 張 して、言語 グ リッ ドLの サー ビス

 を利用 ・∫能 としたToolboxフ レーム ワー クとその

 ヒに登録 され た 各種の 多 言語 コ ミュニケー シ ョ

 ン 支援 モ ジ ュール か らな ります。 これ らは全 て

 PHPで 開 発 され てい ます。 多 言語掲 示板機 能,

 翻 訳支援機能、多言語Web作 成機 能、 言語資源

 作 成機能な どの各基本機 能は、この多 言語 コ ミュ

 ニ ケー シ ョン機 能 モ ジュール として 実装 され て

 い ます.

  各 モ ジュール とToolboxフ レーム ワー クは、新

規機 能の開 発や 、既 存機 能の拡 張のた めのAPI

を提 供 しています。APIは い ずれ もPHPの 関数

として実装 され ています ので、他 の多言語 コ ミュ

ニケー シ ョン支援モ ジ ュー ルか ら利 用す るこ と

ができます。 基本機能 のAPIを 用 いる ことで、

辞書検 索イ ン タフェー スを加 えた翻訳 支援機能

な どの複 数 の機 能 を組み合 わせ た新規機 能 を開

発す る こともできます。 また、Toolboxフ レーム

ワー クのAPIは 、言語 グ リッ ドでWebサ ー ビス

として提 供 され る言語サー ビスを、通 常のPHP

の 関 数呼び出 しとして実行 す ることもでき ます。

このため、Webサ ー ビスの知識 を持 たない開発者

で も、言語サー ビスを容易に利 用す ることがで き

ます。新規機 能は、その他 の機 能 と独立 した多言

語 コ ミュニ ケー シ ョン支援 モ ジ ュー ル と して開

発がで き、Tc)olboxフ レーム ワー クとは別に配布

す ることがで きます。 この仕組 み を利用 して 、今

同、必要な機能 を抽 出 し、新 たな機能 を組み 込み、

ご当地 翻訳 の基盤 とな るスマー ト翻 訳モ ジュー

ルを開発 しま した。

3.2ス マ ー ト翻訳モ ジュール

 ス マー ト翻訳モ ジュール とは、言語 グ リッ ドを

用い て不特 定多数 のユー ザ間 での異 文化 コ ラボ

スマート翻訳
コンテンツ共有型

 多言語掲示板

API呼 び 出し

....... コ ミュニテ ィ

モン ユー ル

亙
匝 璽][Q&Aコ

言語資源管理機能

     用語集

翻訳機能

1テ キスト翻訓

Web翻 訳

励粛馳
多言語掲示板

 基本
モジュール

言語グリッドアクセス機能

サービス

呼び出し

サービス

 設定

ユーザ管理

プロフアイル

  管理
ユーザ認証

 Toolbox

フ レ ー ム ワ ー ク

Fig.1ス マ ー ト翻訳 モ ジ ユー ル
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レー シ ョンの支援 を 目的 とし、開発 したモ ジュー

ル です、、不特 定多数のユーザが訪れ 、利用で きる

こ とを想 定 しているため、コ ミュニテ ィ川のオー

プンなWebサ イ トに、Toolboxの 翻 訳機 能 と翻訳

作 業を支援す るための用例 対訳 ・辞 書の検索機能

を外付 けす るための機能 を配 置 しました。 また、

そ の コ ミュニテ ィに特 化 した翻 訳を行 うた め、

Toolboxが 従 来か ら備 える辞書連携 翻訳機能 に加

え、Toolbox上 に 登録 され た川例 を1.',さ せ た用

例ベー ス翻 訳を、その他 の翻訳サー ビスと併 用す

る機能 も利用 できるよ うに しま した、用例ベ ー ス

翻訳で は、京都大学情 報学研 究科 で研 究開発がな

されたKyotoEBMTを 利 川 してい ます。

 次 章 では、スマー ト翻訳の適用第1弾 として今

回取 り組ん だ 「京大翻訳!」 を例 に、各機能 の説

明 を します。

、象熾1駅!
 京 都 大 学では、2008年 に 文部科学省 の国際化

拠点整備 事業(グ ローバル30)に 採 択 され 、学部 ・

大学院 にお いて11の 園際 コー スが2010年10月

よ りIl虞次 スター トしています。グローバル30は 、

高等教 育の 国際協 力の強 化お よび留学 生な どに

高度 な水 準の教 育を提供す る とともに、留学生 と

切磋琢 磨す る環境 の 中で国際 的 に活躍 で きる高

度 な人材 の育成 を図るこ とを 日11勺としてい ます。

学 内では、その準備の 一環 と して、 文$tflの多 言語

化 活動 も進 め られ てい ます が、物 理的 な整備 の

他 、口本人学生 と口本語を 母語 と しない学生お よ

び教職 員の コ ミュニ ケー シ ョンな どを円滑 に行

いサ ポー トす るコ ミュニ ケー シ ョン基盤 も重要

となってきています。

  一方、情報学研究科の学生が 中心 とな り、多言

語 での情報 共有 を 口的 と した多 、}語コ ミュニテ

ィサイ トの運営がな され 、留学生 と 日本 人学 生の

コ ミュニ ケー シ ョンの 場 も提 供 され 始 めてい ま

す。ただ し、この コ ミュニテ ィサ イ トは、研 究科

提供 とされ て いるた めそのセ キ ュ リテ ィポ リシ

o ・2  州..判
フPイ駅Eき 纈集 唄 轟〒M あリu.λ「脚卿  ソ・IIP へ八マ卿
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Fig.2京 大 翻 訳

一 より
、情報学研 究科 ドメイ ンの メールア ドレス

所持 者のみ がア クセ スで きる とい う制限が設 け

られてい ます、,

 今 回は、コ ミュニテ ィサ イ トの コンセプ トとは

異な り、不特定 多数のユーザが京 大に関す る文詐

の翻訳がで きることを目的 に 『京 大翻訳1』 プ ロ

ジェク トを ・1/:ちLげま した。そ のた め、本サー ビ

スの提供 も、不特定 多数のユーザが利川で きる環

境 を想定 し、京都 大学 生活協同組 合(以 ド、京 大

生協)の 公式サイ トにて公開する こととしました、

4.1京 大 辞書

 京 都 大学 で は、国際 交流推 進機能 が 中心 とな

り、多、㌃語 文r;sを提 供 してい ます、,留学生や外国

人研究者向 けハ ン ドブ ックな どが 日本語 ・英語 ・

中国語(繁 体字 ・簡イ本字)・ 韓 国語にて提供 され

は じめてい ます、,さらに、京都 大学 での グローバ

ル30プ ロジェク トであ るK.U.PROFII.E(Kyoto

University Programs for Future international

Leaders)が 、京都大学規程類 、入学 手続 き、学 内

支援 、教務 関連 な どの 文t,の 英 語化 を進 め てお

り、日英文 詐を学 内限定で公開 してい 芸す、、 一方

で、京 大生 協 も留学}:_向 け の ハン ドブ ックを英

語、中国語、韓国語で公 開 し、留学生の生活 支援

を行ってい ます,、

 我 々は、まず 、これ らの 多言語 文詐か ら京都人
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学 に特化 した京大辞 酵の作成を行い ま した,,辞 酵

の「結吾は 、アジアか らの留学生が多い ことを 考慮

し、 日本語、中国語(繁 体字 ・簡体字)、 韓国 語、

英語 を基本 と しま した。次に、京大関係の不特定

多数のユ ーザ の利川 を想 定 した以 ドの シナ リオ

に基づ き、泉 大辞 詐の増強 を図 りま した、,

1)学 内 案内 文詐の翻訳

 教 務か ら様 々なプ ロジ ェク トが 主催 す る特 別

講 演やイベ ン トな どの情 報が 日常的 に送付 され

てきますが、ほとん どが 日本語のみの通知 となっ

ています、,li本語 が 不得 手な留学生はその案内の

内容 を理解す ることがで きません。そ こで、それ

らの通知 文詐を翻訳 し、内容が理解で きることを

il的 とす ることを想定 しま した。この場 合、日時 、

講演 タイ トル、内容、場所な どの情報が),1本 とな

ります、そこで、}{要 な学内の建物 、講義室な ど

の辞 書作成 を進め ま した。また、建物や講義室な

どは、略 して利川 され ることも多いため、それ ら

の略 語 も網 羅す るよ うな配慮 が必 要 とな りま し

た,,

2)講 義 関連な どの学ノk問での情報交換

 学 生に とっては、講義情報は重要 とな ります。

そのため、講義関連の翻訳が 可能 とす ることを想

定 しま しt,;;:hで は 、学部生に提供 され ている

全学 共通科 口及び各部局(研 究科 等)が 提供す る

科 目等、全学での 括 管理 がな され てい ませ ん。

そ こで 、教 育推 進 部が 管 理す る全 学tl_通 科 目

5000程 度 を対象に、 日英 での科 目を提供 いただ

き利用 しました、,科口名に関 しては、中国語 ・韓

国語 にす るこ とで科 目名 のニ ュア ンスが異な る

"r能 性 を考慮 し、中国語 ・韓 国語 で も英語 表記が

な され る ように しました。また、人名 の翻 訳が機

械 翻訳では困難であるこ とは自明のため、京 大教

員名簿(日 本語 ・英語)を 作成 し、登録 しま した。

3)外 国 人訪間者向 け案内の翻訳

 大学 とい う機 関柄 、外 国人 の訪問者 も多い く、

大学お よび研究室等 のホー ムペー ジにおいて も、

 ア クセ ス案 内な どが提供 され ています。そ こで,

 各 所 か ら大学へ の案 内に も対応 で き るこ とを想

 定 しま した,、京都 は、そのf:地 柄 ・般的 な機械翻

 訳 だけでは、地名 の翻訳が 困難 な場合 がおお いで

 す 。例 えば、某 ポー タルサ イ トが提供す る翻訳 サ

 イ トでは、京都大学 が面す る東大路通(ひ が しお

 お じどお り)は 、"Toukyoudaigaku michi tsuu"

 と訳 されて しまいます。この ため、京都 大学周辺

 の 地名お よび、校舎 などの辞 井の作成 をお こない

 ま した。

 この よ うに作成 した辞書は、 日英15000語 以h

で あ り、韓国語 ・中国語に関 して も5000語 程 度(科

目名 ・人名び)英語表記 を含 めると約15000語)の

京大辞 詐を作成 しま した。これ らの京 大辞書 と機械

翻訳 を連携 した翻訳結果例 をTable 1に 示 します。

辞 君内に 登録 され、利用 され た川 語を ド線 で示 しま

す。某 ポー タルサイ トで提供 され ている翻訳結果 と

比較 し、辞 酵連携す ることで翻訳精度 が向上 してい

ることがわか ります。

 4.2 京 大 翻訳!の 機能

京大翻訳!の 各機 能について,説 明 します。

1)テ キ ス ト翻訳機能

 フ ォー ムに入 力 した テキ ス トを、指定の言語 に

翻訳する機能 です。オプ シ ョン機能 として、「折 り

返 し翻訳」、「原語表示」、 「引用 符付 きフレー ズの

翻 訳回避 」の3つ を用意 しま した。

 「折 り返 し翻訳」 は、翻訳結果 を再度翻訳元 言語

に翻 訳 し直 し表示 する機能 です。

 「原 語表示」は、辞書か ら抽 出 され利 用 され た用

語が括弧O付 きで表示 され る機能 です。連 携 し

ている辞,建に よ り、 どの用語が 京大辞書か ら利用

され ているかを確認す るこ とができ ます。

 「引用符 付き フレー ズの翻訳回避」 は、ダブル ク

ォー テー シ ョン(半 角")で 囲 んだ箇所は翻訳 され

ず に表示 され る機能です。f列えば英 日翻訳 でURL

や メール ア ドレスが文 章中に含 まれ ている場合 で

も、翻 訳 され て しま う場 合があ ります。そ こで、"
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Table1.京 大辞書連携 による京 大翻訳!の 翻訳結果例

(a);;:へ の 道 案 内

京大翻訳!

某翻訳

サイ ト

京都駅北 出 口のバ ス乗 り場 か ら市バス#206に 乗 車 して くだ さい。

京大正 門前 でバ スを ド申:して、東 条 通 を東へ進 んでいただ くと、左 手にil.門 が 見えてき.表す、、

Please get on city bus#206 from a bus stop in Kyoto Station North exit.

When I get off a bus in Kvodai Seimon-mae, and you advance Higashi-lshLio St. towards the cast, a front

gate is being seen as a left hand.
City bus stop from Kyoto Station Kitade mouth please take the#206.

Get off the bus at the front gate ofKyoto University, and east you go through[tizyou Azuma, you will find

the main gate on your left.

(b)講 義 に関す る説明

京大翻訳1

某翻訳

サイ ト

京 大で開講 してい る 「T・5代 の ヒューマ ンライ フ(A群)」 は,台 湾 大学 との遠隔講義です、、

Human Life in ICT Era which has started by Kyoto University is remote lecture with Taiwan University.

At Kyoto University has offered°IT era Human Life(A group)"is the Distance Education and National

Taiwan University.

From: 旧 本語    .壷     A-A+ar :

ブ ックセンタールネ は、百 万遍を下が ったところにあり

ます。

京大 生協のホ ームページは、これです。
'http:"www

.s-coop net':

  T。 一 英語   vl   ^-A+‡:

 Book Center Renals(ブ ックセ ン タ ー ル ネ)is at the

 place where I went down Hyakumanben(百 万 遍)

 Ahome page of Kyoto University Co-op(生 協)Is

 this

 http:'.'www s-coop. net'

図 原語表示

団 引用符付きフレーズの 翻 訳回避

田 折り週 一・翻訳

翻 ≡尺臼寺闇 21s臼c

Pov'ered bvしdドlilUdq∈}叱 】Fi[1,J jr";t'r I・トく、Il獅い と9「11

Fig.3 テキス ト翻訳機能

で囲むことによ り翻訳が回避できるよ うにしました。

これ らの機能 はオプシ ョンであ るため 、利川 目的

に よ りユー ザが選 択 で き る機 能 にな って い ます

 (Fig.3)0

2) 用 例 対訳 ・辞書の検索機能

  京 大辞 酵作成 と同様 に、n英 文 醇な どか ら川例

対 訳の抽 出 も行 いま した。教務 な どの文 章が中心 と

な りますが キー ワー ドを入 力す るこ とで、対訳の検

索 が 可能 にな ります ので、文書作成 時に利 川が可能

です。検 索には、部分 一致、完 全 一致 の他 、文書の

類似度 を計算 し検索 を行 う手法 も導入 しました。

 ・方、辞書検索機 能 も、京大辞書か らの検索が可

能 となっています。施設名や科 目名h'1"'PII'.式に どの よ

うに訳 され るのか調べ たい場合 な どに便利 な機 能

といえ ます、,

3)川 例 ベー ス翻訳 を用 いた最 良翻訳選択機能

 本 サ ー ビスでは、京都 大学情 報学研 究科(知 能

情 報学 専攻 黒 橋禎夫教授)が 科学技術振 興調 整

費 の 支 援 を 受 け て 開 発 し たKyotoEBMT

 (Example・based Machine Translation)を 導 人

し、利 川 してい ます。KyotoEBMTはii英 ・日中

の よ うに構 造が大 きく異 なる,㌃語間の翻訳を 【il確

に行 うために深い構造解析 を行ってお り、 さらに

用例対訳を川いて機械翻訳 の精度 を向Lさ せ る こ

とがで きるため 、if.な 対 訳 文が蓄積 され るに従

い機械 翻訳が学習 しit に な ってい きます、、京 大

関 連 文 井か ら抽 出 した2000文 を 学 習 さ せ

KyotoEBMTを 動 作 させ ています.通 常時では、
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From: 日本語    v     A-Aぐ : :

2月 以 降 は でき るた け 、生 協 で 買 って くだ さい 。

To: 英語     v      斥A+if :

As muchas possible, please buy me after

February in CO-OP{生 協)

To. 英語 V 距A・:

レ

P]原 語表示

[.]引用符付きフL_yの 醐訳回趨

団 享ト .h ill,P・

し1旨 YP
。卜1結畢 痢 藷.一 醐≡R日寺間  6 3e⊂

(a)機 械翻訳+京 大辞書連携結果

Fig.4 KyotoEBMTを 用 い た 翻訳

煙 畢「匿髭P蜷 畢執弄:            醐訳時閤 らS?C

 (b)最 良選択により選ばれた

    KyotoEBMT結 果

J-Serverに よ り翻 訳結 果 が 表 示 され ます が 、

KyotoEBMTの 翻 訳結果の方が精度が高い と計算

結 果より判断 した場 合には、KyotoEBMTの 翻 訳

結果 も表示 され るような設計になってい ます。

例 えば、「2月 以降はで きるだけ、f.協 で買 って く

だ さい、,」とい う大学 事務か ら教員や研究員への連

絡がな され ることが あ ります,,こ れを通常の機 械

翻 訳 と辞 書連 携 で は,"As much as possible,

please buy me after February in CO・OP"と い う

翻 訳 結 果 と な りま す 。 「生 協 」 が 辞 苦 に よ り

「CO-OP」 と翻訳 され てい ます が,訳 文の意味が

異な ります、,この時,KyotoEBMTが 同 時 に翻訳

を行 い,機 械翻 訳 と辞書連携 の結果 よ りも最良 と

判断 した場合に,『 別の翻訳結果を表示す る』とい

う文字 が画面Lに 表示 され ク リッカブルにな りま

す、,クリックする と、EBMTの 翻 訳結果"As much

as possible  please buy your items after

February from the co・op."が 表示 され ます。最良

と判断 され た箇所が緑背 景 とな ります(Fig.4)。

これ は、京 大の 日英 文書か ら抽 出 し、登録 されて

いる 「できるだけ、大学の生協(COOP)で 買 っ

てくだ さい。」・"As much as possible, please buy

your items from the University Co-op."と い う用

例 対訳が学習 された ことに よる結果です。

5.お わ りに

 、㌃語 グ リッ ドを用いて、特定の コ ミュニテ ィに特

化 し、不特定 多数のユーザ に提供 を 目的 と した スマ

一 ト翻訳について説明 し
、第1弾 である京 人翻 訳!

に ついて紹介 しま した。今 回は、京大 を ドメイン と

しま したが、スマ ー ト翻 訳を用 いる ことで、他 大学

を含め、各 自治体 において も 「ご当地翻 訳」の展 開

が 可能 だ と考えて います。京 大翻訳!を 足が か り

に、京都 翻訳、 ○○大翻訳 な どと広が ってい くこ と

を期待 してい ます。

公 開 サ イ ト:

以 一ド関 連 の 公 開 サ イ トに な っ て い ま す 。

・言 語 グ リ ッ ド

http:〃1angrid.nict.go.jp/

 プ ロ ジ ェ ク ト全 体 の ポ ー タ ル サ イ トに な っ て い

ま す 。様 々 な 活 動 や ニ ュ ー ス の 情 報 を 得 る こ と が で

き ま す 。

・言 語 グ リ ッ ドTc)olbox

http:〃langrid.nict.go.jpllangrid-toolbox-wiki!

Toolboxに 関 して の サ ポ ー トサ イ トで す 。 ソ ー ス コ

ー ドの ダ ウ ン ロ ー ドお よ び イ ン ス トー ル 手 順 等 の

情 報 を 提 供 し て い ま す 。 ユ ー ザ 組 織 専 用 のToolbox

を 提 供 す る ホ ス テ ィ ン グ サ ー ビ ス もNICTが 提 供

して い ま す 、,

・京 大 翻 訳!

http:〃WWW.S-coop.net!smarttrans.html

謝 辞:

 ス マ ー ト翻 訳 お よ び 京 大 翻 訳!は 、多 く の 皆 さ ま

に 支 え ら れ て 進 め て お り ま す 。こ こ に 感 謝 の 意 を 表
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 京都大学情報学研究科 黒橋禎夫先生,中 澤敏明

氏には、KyotoEBMTを 提供いただ くとともに、

Smart翻 訳への導入において、多 くの技術協力をい

ただきま した。

 京都大学生活協同組合の中森一朗氏は じめ関係

者の皆 さまには、京大翻訳!の 運用に関して、多大

な協力をいただいてお ります。

 本研究の一部は、京都大学グローバルCOEプ ロ

グラム 「知識循環社会のための情報学教育研究拠
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゜![1A

機械翻訳+ポ ス トエディッ トの実証研究(そ の2)

          英 日翻訳での実験結果

立教大学大学院 異文化コミュニケーション研究科 博士後期課程

                        Ill田 優

 前1・[のAAMTジ ャーナ ル(No.48)で は、機械翻訳のポ

ス トエデ ィッ ト(以 ドMT+PE)を 翻 訳 支援 ツール と して

活川 した場合 の、翻訳 品質 と作 業効 率に関す る先行研

究を概観 した。 これ らの文献 で検 証対象 とされ ていた

欧州1㌃語 の組合せ では、翻 訳の分野や 目的を限定すれ

ば、MT+PEは 実務 レベルの品質/効 率にほぼ達 してい

ることが実証データか ら分かった。

 Bowker&Ehgoetz(2007)が 示 したよ うに、ユーザ

ーが求 める品質相応 の納期 とコス トを評価 条件に加 え

ることに より、MT+PEに よ って生み出 された プロダク

ト(訳 出物)が 商品(実 務)と しての価値 を持 つ よ う

になる,,す なわ ち、MT+PEは 、例 えば、出版翻訳には

向かない としても、 日常業務 に支障 ない ビジネ ス翻訳

としては1一分 耐え うる品質 とス ピー ドを兼ね備 えてい

る とい うことである。また、O'Brien(2006b)の 実 験に

よ り、MT+PEの 作 業が時間だ けでな く、実際の作業者

の認 知負荷の レベルにお いて、翻訳 メモ リ(TM)85%マ

ッチの分節 を処理す る負荷 とほぼ同等相 当だ とい うこ

とも示 された。

 ・方で、MT+PEの ポ ジテ ィブな検 証結果はいずれ も

西欧 、亨語 の組 合せ でのみ実証 され ているよ うに見受 け

られ 、、言語間 の 「距離」の ある組合せ 、す なわち英語

と日本語 のよ うに統語や語彙の非似 なるペ アで も同様

の結 果が得 られ るか どうか は不 明である。 とい うこと

で、今1・1のレポー トでは、英語→ 日本語でのMT+PEの

検 証 を行 う。筆者 が行 った ・連 の実験 の うち、断 片的

にではあ るが、MT+PEの 作 業負荷、効率性、品質に関

す る結果を本紙 面で報告 したい 岬 、,

実 験の 目的と評価方法

 本 実験の1{な 目的は、英 日翻訳のMT+PE作 業 にお け

るMT訳 の受容 レベル を検証す ることである。'Fた く言

えば、MT+PEは 実務 に耐え うるのか、効率 はhが る

のか、品質は ど うなのか、 とい った点 を検証す るのが

目的だ。以 ドの3つ の観点か ら検証を行った。

 まず、翻訳者 に とってMT+PEと い う作業は、普通 に

翻訳 をす るよりも楽なのか 、とい う点 である(ALPAC,

1966を 参 照)。被験者に作業後のアンケー トを実施 し、

MT+PEの 体 感作 業負荷 を数値化 しても らった。普通 に

翻訳す る場合 の体感L数 を100(基 準)と して、MT+PE

は ど うだ ったか、例 えば、MT+PEに よ って通常 よりも

2割 程度 の工数軽減 を感 じたならば80と 記入(100マ イ

ナス20)す る、逆に2割 くらい増 えた と感 じた場合は12

0(100ブ ラ ス20)と い う具合に回答 して もらった。

 主観的デー タなので信頼性 に乏 しく、またAPLAC報

告 書(ibid.)で も指摘 された よ うに、翻訳者 は概 してMT

+PEの 作 業を過大評価 し過 ぎるとい う危険性が ある も

のの、そ の ・方で、結局の ところ、翻訳 者 自身 がMT+

PEを ど う感 じているのか、それが実務では…番重要な

要素 だとも誌えるだろ う。

 2つ 目の評価点は、修正量であ る。修正 量(テ キス

ト類似度)と は、PEを 行 う前のそのままのMT訳 と、P

E後 の最終 訳出物 とが、どの程度似てい るか とい うこ と

である。MT訳 の品質が 高けれ ば、 PE量(す な わち修

正量)が 少な くなるだろう、とい う考えに基づいている。

 修 正量の測定には、MTの 自動評価法のひ とつ である

GTM(General Text Matcher)を 用 いた。 BLEUやWE

Rな ど広 く使われてい るツール に比べ て、比較的マイナ

ー なGTMを 選 択 した理由は
、GTMで は センテンス単位

での評価が可能だ とい う点 と、 またTatsumi(2009)の

PEの 処 理時 間 と自動 評価点 との相 関性 を調 査 した 先

行研究において、GTMの 点 数が最 も高い相 関を示 して

いた ことによる。

 3つ 目の評価 ポイ ン トは品質 だ。効率UPや 作業負荷

の軽減が達成 され て も、最 終品質が下がっては仕方 な

い。MT+PEの 実践導人 を検討す る翻訳 会社等 に とって

は、最 も関心 ある事柄 であろ う。 とい うことで、品質

面 も限定的ではあるが評価対象 とした。
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実験デザイ ン

 実 験では、2種 類の原 文(英 語)を 用意 した。それ ぞ

れ約40ワ ー ド、内容 は工業機械 のマ ニュアル 文書 の抜

粋 を使用 した。被験者 には、両方のテ キス トをポス ト

エデ ィ ッ トしても らった。用意 した2つ のテ キス トは、

内容 こそ似 ているが、構 文の複雑性 な どが異な って い

る。ひ とつのテキス トは、いわ ゆる制限言語(cLニcont

rolled language)で 書 かれた原文で、 ASD-STE 100(I

shikawa,2005)に 準 拠 している(以 降 、こち らのテ キ

ス トを 「cLテ キス ト」 と呼ぶ)。 これ に対 して、も う

ひ とつの原文 は、通常 のライティングに よる英文テ キ

ス トである(こ ち らを 「Non-CLテ キ ス ト」 と呼ぶ)。

これ ら2つ のテ キス トを、それぞれ機械翻訳 にか けてか

ら、PEを 行った。

 2種 類 のテキス トを比較す る実験デ ザイ ンは0'Brie

n(2006a)と 似 てい るが、ここでは厳密 に制 限言語 を用

いたMT+PEの 作 業効率 を評価す るのが 目的 ではな く、

実務翻訳で言 うところの 「ロー カ リ分 野」の対象 とな

るマニ ュアル ・テ キス トと、そ うでない原 文 との違い

をみるために用意 したに過 ぎない。つま り、CLテ キス

トは 「マニュアル文書」、Non-CLテ キス トは 「マニ ュ

アルではない文書」 といった状 況を想定 した。

 それ ぞれ のテキス トが40ワ ー ドと少ない点について

は、実験 自体がパイ ロ ッ ト・レベル であ り、本 結果 に

基づいて追試等 を別途行 っている点は否 めないが、近

年の翻 訳実務 においてTMS(翻 訳 マネー ジメン トシス

テ ム)等 の導入 によ り、プロジェク トが分割化 され、

翻訳者 に一度 に割 り当て られ る ワー ドカ ウン トが数十

か ら数百 とい うとい う状況 も珍 しくない現状が あ り、

この よ うな点 を考慮すれ ば、用意 したテキス トの ワー

ドカウン トは、翻訳現場 の現状 を反映 してい るともい

えよ う。

 被 験者 は大学院で通翻訳を学ぶ学生(セ ミプロ)8名

に依頼 した。翻訳 スキルや 分野の背景知識では 、プ ロ

の レベル に達 していない点は、本 実験 の限界点 と して

挙 げてお く。 しか しなが ら先行研 究で も、翻訳学科 の

修士課程 の大学院生 を 「プ ロ」 と看倣 すケース も多 々

ある(Lorscher,1996等 参 照)。 いずれに して も、本実験

結果の解釈 には、筆者 がプ ロに対 して行 った別実験 の

結果 とも照合 しなが ら補足的に考察す るよ うに心が けた。

 実 験作業 には、Google Translator Toolkit(以 下GT

T)を 使 って作業を した(Garcia,2010参 照)。 上記2種 類

のテ キス トを同サイ トにア ップ ロー ドし、GTTの イ ン

ター フェース上でPE作 業を行 った。 これ によ り、実験

で使用 したMTエ ンジンは同社のSMT(統 計 的機械翻

訳)と い うことになる。最 近のMTの 動向 を考慮 した。

 GTTは 割 合 と使 い易い ツールでは あるが、実験 参加

者に ツール に慣れ ても らうために、実験 前に練k1#Jテ

キス トを用意 して、1時 間程度の トレーニ ング時間を設

けた。

 作 業は、教室環境 で全員 一一斉に行った,,最 初にNOn-C

Lテ キス ト、続いてCLテ キス トの順でPEを 行い、作業後

にアンケー トに回答 して もらった。

仮説(予 測 される結 果)

 検 証ポイン トとな る体感 一r数、修正 量、品質の各項

目につ いて予測 される結 果を以下に述べてお く。

 仮 説1:先 行 研究 の実験 では、MT+PEに よ り、実務

に耐え うる効 率や 品質が得 られ るこ とが観察 された も

のの、英 語→ 日本語での使用 に関 しては、筆者 白身は

まだ懐疑的で ある。翻訳者が、 普通の翻訳よ りもMT+

PEの 作 業の方 が容易だ と感 じるか どうか、 it直 分 から

ない。 とい うことで、英 日のPEで は、通常の翻訳 と比

較 した場合の作業負荷の軽減 はご く僅か だろ うと予測

する。具体的 な数字 と しては、Krings(2001)が 時 間的

に20%程 度 の短縮 を達成で きた とい う結果 を受 けて、

英 日でも10--20パ ー セ ン ト程度 の負荷軽減であれ ば現

実的な数宇だ ろ うと仮定する。

 仮 説2;Non-CLとCLテ キ ス トの比較では、おそ らく

CLテ キス トのPE作 業の ほ うが楽に感 じられ るだろ う,,

0'Brien(2006a)の 結 果で も、 CLテ キ ス トの方がr数

的には軽減 されていた。 とい うことで、cLテ キス トの

MT+PEの 主 観評 価点の方がNon-CI.テ キ ス トよりも低

くなる(す なわ ち、作業が楽になる)とr測 され る、,

 仮 説3:上 記 の仮説2の 結果に準 じて、実際の修[E駄

にも違いが見 られ ると思われる。CLテ キ ス トのPE作 業

の方が楽 に感 じるので あれ ば、実際の修il:tも 減 って

い ると予想 され る。 とい うことで仮説3は 、CLテ キ ス

トのMT+PEの 修 正量は、 Non-CLテ キ ス トよりも減少

す るとしてお く。

 仮 説4:翻 訳者 は、出力 され たMTの 品質にかかわ ら

ず、各 自の最終訳 出物 に対 しては 淀 の責任 を負 うは

ずである。CLとNon・CLのMT訳 の 品質に差が あった と

して も、PE後 の両テ キス トの最終品質に差が あるとは
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考え られ ない。 む しろその差は、E記 で予想 した よ う

に、体感L数 や修IE量 の 差 として現れ るはずであ る。

仮説4は 、CLお よびNon・CI.テ キ ス トの最 終訳出物の品

質の差はない、 とす る。

表1:体 感工数低減結果

    Non-CI、  CLテ キ ス  Non-CI.と

翻 訳 者 テ キ ス ト   ト   CLの 差

結果

 そ れ では実験結 果を、上記の仮説順に見てい くこと

に しよう,,ま ず初めは、被験者 の主観 的一1二数負荷の評

価点 である.

A

B

C

D

E

F

G

H

iio

80

100

85

90

50

90

90

80

80

70

85

80

30

70

90

一30

0

-30

0

-10

-zo

-20

0

k観 的L数 負荷の軽減

 通 常の翻訳(100)を 基 準 と したNon-CLテ キ ス トのM

T+PE作 業の評価 は、'「均86.9で あ った(表1を 参照)。

単純 比較 では、i}ti.tl通の 翻訳に比べ約13%程 度 の感 覚的

負荷 の低減 が もた らされ た と言 える。 ただ し標 準偏差

(17,5)を 考慮す ると、必ず しも優位 な差だ とは言い切れ

ない。それ でも、8名 中6名 の被験者がMT+PEは 普通の

翻 訳よ りも楽 だ と評価 してお り、多少な りとも1二数軽

減 を感 じてい るよ うだ。残 りの2名(翻 訳者AとC)は 、普

通 の翻訳 と変 わ らない(Cの ポイ ン トは100)、 または普

通 よ りも大変であった(Aは110)と 回答 してい る。Non-

CLテ キ ス トの 方の結果なので、筆者 自身 はも う少 し悪

い結果を覚悟 していたが、MT+PEと い う作 業その もの

が邪魔になって しま うほどではないよ うで ある、,

 次 にCLテ キ ス トの結 果を記す。平均点 は73.1と 、No

n-CLテ キ ス トよ りも ドがっている。 Non-CLと の 差は1

3.8ポ イ ン トで、統計的に も有意差があ る(t=2.986)。 被

験者全 員が 、av-n通の翻訳 よ りも作 業が楽 になった と回

答 してい るこ とも含 めて 考察す る と、CLテ キス トの方

はNon-CLの 場 合 よ りも事実 と して作業が楽 になって

お り、 普通の翻訳 との比較 でも明 らかにL数 軽減 を体

感 している と言える。

 ま とめ ると、MT+PEで の 作業は、 CLテ キ ス トのよ

うに、原 文の構 文構造 をシンプル に してお けば、通常

の翻訳作業 よ りも10-25%程 度 の作 業負荷低減が 実感

できるよ うである,、よって仮説1は 証明 された といえよ

う。 またNon・CLとCLテ キ ス トの比較 でも、作業負荷

の差を体感 出来たので、仮 説2も 同様 に支持 され たこ と

になる。

 平均   86.88

標 準偏 差  17.51

73.13

18.70

一13 .75

 t

有 意 差;5%(t=2.365)

一2 .yss

修 正量(テ キス トの類似度)

 で は、実際の修正 を見 る。繰 り返 しにな るが、修 正

量(テ キス ト類似度)と は、PE前 のMT訳 と、 PE後 の

最終訳 との差分 をGTMを 使 って測量 したものだ。1.0

が最 高点で、それに近ければ近い ほ ど類似度 が高い、

すなわち修tE が 少 ない といえる。

 Non-CLとCLテ キ ス トの平均点数 は、0.217 vs.0.4

83で あ った。CLテ キス トの点数が、 Non-CLの 約2倍 で

あった。 これ らの点数 と、先の工数負荷 の結果 とを合

わせ て解 釈す る と、Non-CLとCLテ キ ス トとの体感 工

数 の差は、GTMで0.266点(0.483-0.217)の 差 が もた ら

したとも換言で きる。GTMス コア と工数負荷軽減 との

間に相関関係 がある とまでは断 言 しな いが 、L数 負 荷

の差 と同様 に、GTMス コアに も有意差 を観 察できた。

表2;GTMス コ ア(PE修 正 量)

    Non-CI、  CLテ キ ス  Non-CLと

翻 訳 者 テ キ ス ト   ト   CLの 差

A

B

C

D

E

F

G

H

0.290

0.197

0.182

0.269

0.27i

U.179

0.gay

O.156

0.515

0.493

0.508

0.492

0.594

0.500

anni

O.317

一〇
.225

-o
.2ss

-0
.326

-o
.z2s

-0
.323

-0 .3'll

-0
.252

-0
.161

 平 均   0,217

標 準 偏 差  0.052

0.483

0.079

一〇.266

 t

有 意 差=5%(t=2.365)

一12
.450
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 で は 、ここでGTM点 数 自体の意味について考えてみ

たい と思 う。補足デー タも交 えなが ら、GTMス コ アに

っいて解釈 を加 えてみ る。

 まず、GTMの 詳 細アル ゴ リズムは無視 して、便宜的

に、CLテ キス トの0.483と い う点数 を、その ままのMT

訳 の完成度 が訳48%で あ った と読み替 えてみ ると、翻

訳者はPE作 業 中に100%に 足 りない52%分 の テ キス ト

を修正 した ことにな る。 同様 にNon-CLの ケ ースでは、

1,000-0.217=0.783、 つ ま り約78%分 の 書き直 した と

考 えることがで きる。Kring(2001)の 実 験で は、修正

量の換 算方 法が異なるものの、大雑把 に言 えば、PEで

の修正量が60%で 、 そ の作 業時間は普通の翻訳 に比べ

て20%減 少 した と報告 され ている。これ を基にす ると、

本実験 のCLテ キス トのPEで は、52%が 修 正 され、体感

工数が10--20%軽 減 した とい うのは 妥当な数字 と言 え

るか もしれ ない。他 方、Non-CI.の 場 合 も、78%の 修 正

量で普通の翻訳 と比較 した場合 の工数低減に有意差が

なか った とい うのも、それ はそれ で信Z性 のあ る結果

で あった。

 また、筆者 は この実験 とは別に、翻訳 メモ リ(TM)に

関 す る検証 を行 い、そこでTMの マ ッチ率 とGTMス コ

ア(TMで 表 示 され るFuzzyマ ッチ訳 と最終的な訳文 と

のテ キス ト差)、 それ に各マ ッチ率の処理時間等 を測

定 した。一般 的に、TMを 使 った翻訳の場合は70%マ ッ

チ以下になる と、TM.}二 に既存のFuzzyマ ッチ訳 を表示

させ るメ リッ トがない と言われてい るが、その理 由 と

して、Fuzzyマ ッチを見比べ なが ら作 業す るよ りも、最

初 か ら翻訳 し直 したほ うが速いか ら、 とい うものであ

ろ う。 しか し、筆者 の実験 では、50-60%マ ッチ くら

いまでは、Noマ ッチよ りも翻訳速度的に有意差があっ

た。逆に言 うと、TM50-60%マ ッチまでは、 Fuzzyマ

ッチ訳 をベ ースに作業 を した ほ うが効率性 は ヒがる と

い うことなのだ。

 この50-60%マ ッチ付近 を、効 率性 の分 岐点 と考え

て、そ のFuzzyマ ッチ と最終 訳出物 との類似度 をGTM

で調 べ ると0.460で あ った。この数字 と本実験結果を比

較 してみ る と面 白い。CLテ キス トはGTMO.483で あ り、

若 干ではあ るがTMのFuzzyマ ッチ の分 岐点0.460を 上

回っていた。つま りCLテ キ ス トのMT+PE作 業 は、 TM

の50-60%Fuzzyマ ッチ よ りも少 し高いマ ッチ率の作

業 と同等だ った と考 えるこ とができ、速度 的に も普通

の翻訳 よ りも速か った と想像 できるのである。 これに

対 してNon-CLテ キ ス トの 方は、 GTMO.217で あ り、こ

れ は上記の分岐 点 よりも低いために、作 業負荷的に も

翻訳速度的 に も普通に翻訳 した時 よりもメ リッ トがほ

とん どなかった と解釈 できるのだ.

品 質

 品 質については、 「it=fft性(accuracy)」 のみ を対象 と

し、筆者 自身 が評価 を行 った。 結果は、作 業1:数 お よ

び修正量の少 なか ったCLテ キス トの方には、特にfl・ン:

ったエラーは見つか らなか ったが、Non-CLテ キス トに

は、1箇 所致命的な誤訳が 見つか った、,驚くことに、8

名 中半分 の4名 が 同 じミスを していた,、原 文の ワー ド数

が40と 少 ないにもかかわ らず、5割 の確率 で同 じミスが

発生 したのは、やや驚 きの結 果であった。以 ドに詳述

す る。

原 文:

Gain access to blade.

After removing old blade, new blade may be fitte

dby proceeding in reverse order, using gloves to

avoid injuries by teeth of blade.

MT訳:

ゲ イ ンのアクセ スはブ レー ド、、

古い 刃を削除 した後 、新 しいブ レー ドを装着逆の順序

で進 めて、ブ レー ドの歯でけがを避 けるために 丁袋を

使用する ことがあ ります。

最終訳 (被験者Bの 例):

刃 を取 り替え ます、,

古 い 刃を取 り除 いた後、刃 先でけが を しない よ うに 手

袋 を使用 しなが ら、新 しい 刃を装着時 とは逆の 手順で

装着 して くだ さい,、

 原 文(英 語)は 、new blade may be fitted by pro

ceeding in reverse order、 つ ま り 「取外時 とは逆の順

序 で新 しい刃を装 着 します」 とい う意味であ る。 しか

し、MT訳 が 「装着逆 の順序 で進 めて」となってい るた

め、これに引きず られ るよ うにPE後 の訳が 「装着時 と

は逆 の手順 で装着 して くだ さい」 となって しまってい

る。 「装 着時 と逆の順 序で装着す る」の は理論的 に不

可能 であ り、取扱 説り膚 の翻訳 と しては致命的 な誤訳

だ。 なぜ この よ うなエ ラーが 半数の被験 者で発生 した

のだろ うか。

 MT+PE作 業 のよ うに、提示 され た訳 を修il:す る よ う
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な作業の場合 、提示訳(こ の場合はMT訳)に エラーが

含 まれて いる と、翻訳者(作 業者)は そ のエ ラー に気

づかない ことが多々あ る。翻訳 メモ リの作業で も、TM

内に ミスが あれば 、それが新規訳 に残 って しま う、い

わゆ る 「エ ラーの伝播(error propagation)」 とい う現

象が起 きる、,L記 の誤訳 も、伝播の ・種 と考え られ る

だ ろ う。

 Bowker(2005)やRibas(2007)で は 、 TM作 業でのエ

ラー伝播を検 証 してお り、100%マ ッチで残 って しま う

のな らともか く、マ ッチ率 が低 い場合 で もエ ラー が伝

播す る点を指摘 してい る。本実験 をTMの マ ッチ率で考

えた場合 、50--60%マ ッチ相 当の作業であった と先述

したが 、結 果的 にエ ラーは修 正 され ていないなかった

ことにな る、,

 Guerberof(2008)は 、 MTとMTの 内在エ ラー修 」E率

を比較 した実験 を行い、TM作 業の方がMT+PEよ り も

エ ラー伝播 率が高い ことを示 した。その理 由 として、T

Mの 場合は、人間の翻訳者 による訳 文がベー ス となっ

ているため、訳文が 「自然 な訳」 であ り、翻 訳者 は細

かな ミスに気付 きづ らい点を挙げてい る。 また、Fiede

rer&0'Brien(2009)は 、品質の3要 素の うち、翻訳

者は、styleの 要素 をaccuracyやclarityよ りも重要視 し

て しま う傾 向を挙げてい る。つ ま り、本実験 でPE作 業

を した翻訳者は、品質のstyleの 部 分、すなわち訳文が

マニ ュアル と してIEし い文体 になっているか とい う側

面に気 を取 られたために、accuracyの 要 素を見過 ごし

て しまった と考えることができるのだ。

 更 に、今回使用 したMTエ ンジンがSMTで あ った と

い うことか らも、従 来のル ールベー ス訳 と比較 して 「自

然な訳」で あった、 とい う可能性 も見過 ごせ ない。今

後、SMTを 用 いたPEを 行 う場合には、考慮 しなけれ ば

な らない品質的なデ メ リッ トがは っき りとした形 で露

n
r.され た結 果 となった。

品質 と作業負荷評価の関係

 最 後に、観察 レベルでの分析で しかないのだが、品

質に関す る興味深い結果が見 られたので記載 してお く。

エ ラーに気付いた翻訳者 とそ うでない翻訳者 との違い

を、彼 らの作業負荷評価 の結果か ら考察 してみた。

 ミスを した4名 の翻訳者(A、B、 C、 D)の うち、 A

とBは 、MT+PE作 業 の評価 を、普通の翻 訳 と変わ らな

いか、む しろ大変だ った としていた。彼 らのNon-CLの

点 数は、それ ぞれ110と100で あ った。 これ に対 して翻

訳者BとDは 、MT+PE作 業 を過大評価 しす ぎて いる感

が あった。彼 らの点数 は80と85だ った。翻訳者Fが50

とい う評価 を しているのを例外 とすれば、残 りの翻訳

者(ミ スを しなか った翻訳者)は90と い う妥当な評価

を していた。

 つ ま り、エ ラー を した翻訳者 のMT+PEに 対す る評価

は両極端 であ り、作業が楽ではなかった とい うよ うに

悲観的 な見方を している者 か、または非常 に楽 であっ

たと楽観 的な評価 を した者だ とい うことが分 かる。MT

+PEに 対 す る11-_Tfi T意 識 が強 くて も、得意気す ぎた態度

でも、品質的 には悪 くなる可能性 があ るので、 よ り冷

静 な評価 が必 要である とい うことが示 された よ うで あ

る。今後、MT+PEの 実践へ導入 を考えている翻 訳会社

等 に とって、翻 訳者(ポ ス トエデ ィター)の 選定の際

に考慮 したい結果 であろ う。

まとめ

 以.ヒ、実験デ ザイン として不完全な部分は残 るもの

の、限定的な状況 におけ る英 日翻 訳のMT+PEの 受 容性

につ いての実験結 果を述べてきた。 被験者のサ ンプル

数、テ キス トの ワー ド数 、原 文テキス トの分野等に 関

しては、今後の研 究での精緻化を 目指 したい。

 とい うことで、最後に現時点にお ける英 日のMT+PE

の結 果を もう 度 まとめてお く。CLテ キス トの結果で

見た よ うに、 ・般 的なマニュアルの よ うな シンプル な

文体で書かれ た文章のMT+PEで あれば、翻訳者(作 業

者)は 、普通の翻訳 と比較 して10-20%の 作 業負荷軽

減 を体感 できるよ うで ある。その根拠 と して、PEで の

実際のテキス ト修1E量 が、翻訳メモ リでの50-60%Fu

zzyマ ッチ を若f二上回る レベル(GTMO.460以h)に 達

してい ることが確 認できた。 しか し ・方で、SMTエ ン

ジンを使 うとMT訳 が 「自然」になるために、それに翻

訳者が とらわれて しまい、accuracy等 の 基本的な誤訳

に気づきづ らくな る可能性 が増す よ うだ。MT+PEの 実

践への応用には、以r_の よ うな点 を考慮 して検 討 して

いきたい。 また研究 面でも、よ り確 実なデータを提供

していけるよ うに努めたい ものである。

【註 】

 (注1)本 稿 は 、2011年3月 発 行 予 定 の 『異 文化 コ ミュニ ケ ー

シ ョン論 集 』 (立教 大学 大 学 院 異 文 化 コ ミュニ ケ ー シ ョン研
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究科)に 掲載 ゴ・定の筆者の論文(英 語)に 加筆および修il.を行

い日本語で書き改めたものである。
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MTSummitXIII

MT Summit XIIIに お け る 「特 許 翻 訳 特 別 セ ッ シ ョ ン 」 お よ び

  The 4th workshop on patent translationの 開 催 に つ い て

                            AAMT/Japio特 許翻訳研究会

                              江原 暉将、横山 晶一

 AAMT/Japio特 許翻訳研究会では 、本年9∫]に 中

国のアモイで開催 され るMT Summit Xmに 合 わせ

てThe 4th workshop on patent translation(第4回 特許

翻 訳 ワー ク シ ョ ップ)を 主 催 す る。 さ らにMT

Summit XII[の 本 大会の中で 「特許翻訳に関する特

別セ ッション」を提案 し採択 された。特許翻訳 ワー

クショップはMT Summitに あ わせて開催 してきて

お り、今回が第4回 になる。

 特 許の分野では機械 翻訳 の実利川 が進 んでいる。

知財に関す る1三要な 五庁(日 本、韓国、中国、欧州 、

米国)の 間で機械翻訳を用いた特許 文菩の国際的流

通が図 られている。このプ ロジェク トで は、 一般に

公開 され て いる特許 文書の翻訳 と審査情 報な ど部

内のみ で利川す る文書の翻訳 の双方 に機 械翻 訳を

利川す るものである[1]。

  ・方 、iil:界 知 的 所 有 権 機 関(WIPO:World

Intellectual Property Organization)で も機 械 翻 訳 を

PATENTSCOPE[2]と い う検索 システムの 中で実用

してお り、こちらは統計方式機 械翻訳であ るMoses

をベ ー スに したシステ ムである[3]。

 研 究面ではNTC[R-9の 中 で 日英 ・英 日お よび中

英の特許翻訳タ スクが行 われ てお り、多 くの研 究者

の注 口を集めている[4]。

 このよ うな背 景のFで 、本 特別 セ ッシ ョン とワー

クショップは開かれ る。沢山の興味ある発表がな さ

れ る と期待 され るので是非 ご参加 いただ きた い。こ

の原稿 を執筆 してい る段 階では プ ログラムは未定

であるが、碍崔者 としては以 一ドのよ うな招待講演 を

企画中である、,

・KIPO (Korean lndustrial Property Office)に よ る五

 庁 プ ロジェ ク トの概 要 と韓 国での 特許機械 翻訳

 利 用の現状(KIPOは 五 庁プ ロジェク トσ)中で機

 械 翻訳 部分の幹事庁であ る)

・WIPOに よるPATENTSCOPEで の機械翻訳利用状況

・CPIC(China Patent Information Center)に よ る中

 国 での特許機械 翻訳利用の現状

・JPO(Japan Patent Office)に よ る 口本で の特許機

 械 翻訳利 用の現状

・研 究者側か らの基調講演(Microsoft Research Asia

 び)辻井潤 氏 を 予定)

 詳 細はMT Summit XIIIの ホ ームベージ[5]を 参 照

していただ きたいが、ワー クシ ョップの セな 日程 は

以 ドの とお りであ る。

 ワー クショップ 日程

 発 表申 し込み締 め切 り 2011年7月22口

 採 否の通知     2011年8月12日

 カ メラレデ ィ締 め切 り 2011年8月26日

 ワー クショップ 当日 2011年9月230

特別 セ ッションの 日程 は現時点では未定であ る。

参 考 文 献 ・サ イ ト

[1]岡 崎 輝 雄:特 許 庁 に お け る機 械 翻 訳 の 活 用 状 況

 と そ の 将 来 像 、第1同 特 許 情 報 シ ン ポ ジ ウ ム 発 表

 資 料

 http://www.japio.or.jp/kenkyu/files/kenkyuO3/AAMT

 _Japio_sympo(20101210)-02.pdf

[2]http://www.wipo.int/patentscope/translate

[3]http://www.wipo.int/patentscope/en/news/pctdb/

 2011/news OOOl.html

[4]http:/btcicnii.ac.jp/PatentMT/

[5]http://mt.xmu.edu.cn/mtsummit/
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一

        AAMT機械翻訳文テストセット第2版作成報告

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググループ1

1.は じめに

 昨今、日中間の貿易や人的交流が盛んになるにつれ、日本語 と中国語の問の機械翻訳への期待が高まっている、

アジア太平洋機械翻訳協会の機械翻訳課題調査委員会(以 下、AAMT調 査委員会)で は、今後益々重要性が増す

ことが予想 される日中機械翻訳システムの翻訳品質を評価する手法の確 立を目的として活動を推進 してきた。具

体的な活動内容は、 日本語および中国語の文法的特徴(評 価項 目)を 翻訳システムが正しく処理することができ

るかどうかをチェソクするための例文と設問のセット(AAMT機 械翻訳文テス トセ ット)の 開発である、,評価方

法にYes1Noで の回答が可能な設問形式を取 り入れることにより、客観性が高く、かつ、人間によるil観評価に近

い評価を低コス トで実現することを狙ったものである。

 2009年 度に行った 「AAMT機 械翻訳文テス トセ ット第1版 」の公開に引き続き、2010年 度は、設問による評

価の信頼性 と客観性をより高めるために、評価項目の追加 と設問内容の見直しを行い 「AAMT機 械翻訳文テス ト

セ ット第2版 」を作成 した。本稿では、AAMT機 械翻訳文テス トセ ット第2版 の概要 と、これを川いて代表的な

日中システムを対象に評価を行った結果について紹介する。

2.AAMT機 械 翻訳文 テス トセ ッ トの強化内容

 AAMT機 械 翻 訳文テス トセ ッ ト(以 ド、テ ス トセ ッ ト)は 、 日本語原 文、中国語訳 文(参 照訳)、 設問の組か

ら構成 され る。 以下では、第2版 に向けて行 った評価項 目の追加 と設問内容の見直 しについて説明す る,

2.1設 問 項 目の追加

 テ ス トセ ッ ト第1版 は以前 に作成 された 日本 語 と英語 の間の評価用例 文をベー スに作成 したため、中国 語の1、

要な文法現象であ るに もかかわ らずテ ス トセ ッ トでカバー され ない項 目が存 在 していた。 た とえば、英語の"not"

とい う単語に対 して中国語では2つ の単語(「 不」 と 「没」)が 対応す るが、これ らを翻訳 システムが区別 して訳

出す ることが できるか どうかについての評価 がテ ス トセ ッ ト第1版 では できなかった。テ ス トセ ッ ト第2版 に 向

けては、 中国 語文法の専門家に よる評価項 目の見直 しを実施 し、不足 していた項 目について例 文と設問 を追加 し

た。テ ス トセ ッ ト第2版 で新 たに追加 した文法項 目は39、 合計251文 で あ る。文法項 目名 と件数 の詳細 を表1に

示す。

表1 第2版 で追加 した文法項 目と文数

文法項 日

「の 」 と 「白勺」

「Vた 」 と 「的 」

「も の 」 と 「的 」

方位垣

疑問詞

文数

20

3

3

6

8

文法項 目

「～ている」が無標 になる場合

「過」(～ た ことが ある)

自他動詞

～で

のだ文

畠誉

17

2

4

12

3
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否定文(否 定副詞び)位置)

「不 」 と 「君と」

「在」 文

「有」 文

形容詞述語文

文
・L

-

二
.一口兼

:重 目的語 をとる動詞

で き る ・可 能(「 会 ・能 ・可 以 」)

許 可(可 以)

願望

前置詞

比較文

「Vた ば か り 」 と 「r理 」

「～ て い る 」 と 「f」 「着 」

rr」(変 化)

5

5

5

14

16

10

4

13

4

4

7

6

2

8

3

「把 」字 文

補語

使役文

受身文

被を用いない受身文

可能

自発

尊敬

敬語

よ うだ ・そ うだ

「う 。よ う」 と 「口巴」

「～ ば ～ ほ ど」 と 「越 ～ 越 ～ 」

一口
二ニ
ロ介

決まり文句
二
噌.口

5

9

11

6

2

2

1

4

4

6

9

1

2

5

251

  ・方 で、テ ス トセ ッ ト第1版 の中に、 目本 語 と中国語の翻訳 の評価 では意 味のない設 問が散見 され たので、 こ

れ らの例 文 と設 問の削除 を行 った。テ ス トセ ッ ト第1版 と見直 し後の第2版 の評価 例文数 を図2に 示す。

表2 テ ス トセ ッ ト中の評価 文数

テ ス トセ ッ ト

第1版

第2版

評価文数

325

576

2.2 設 問 内容の見直 し

 設 問へ の1・1答はYesま た はNoの どち らかであ り、誰が評価 して も同 じ回答が導かれ るべき ものである。 とこ

ろが、テ ス トセ ッ ト第1版 を使 って実際に2人 の評価者 で評価 を行ってみ る と3割 以r_の 設 問 で評価結果 に食い

違 いが生 じた。 多数の食い違いが生 じた原因 として 「設 問 文が明確 でない」 ことが考 え られ た。 た とえば、第1

版 には 下記の よ うな設問が含 まれてい る。

   「慣 用 表現の訳が適切ですか?」

このよ うな設 問では、適 切か ど うかの判断 は評価者 の言語知 識に依存す るため、実際 に評価者 に よって意見が分

かれ る場 面が少 な くなかった。 そ こで、第2版 で追加す る項 目については、設問文の書 き方を 「指 定 した表記が

訳 文中に含 まれ るか(含 まれないか)否 か」を問 う内容 とした。た とえば、下記の よ うな設問 を基本 としている。

  「否定 文がil:し く訳 され ています か。 「不」が 「没」にな っていた ら、 ×(No)」

3.評 価 実験の実施

 テ ス トセ ッ ト第2版(テ ス トセ ッ ト第1版 お よび第2版 の追加 部分)を 用いて、現在Webか らア クセ スす るこ

とがで きる代表的 日中翻 訳シ ステ ムについて実際 に評価 を行 った。評価の 方法 は以 下の とお りである。

 ① 評価対象:

  6シ ステ ム(Web Lで 無 償で使え るもσ))
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   提 供 元の内訳:日 本企業3、 米国企業2、 中国企 業1

② 評価 者:

2名(日 本語検定1級 を持 つ中国語 ネイテ ィブ)

③ 評価 観点:

一 正確 さ (Adequacy):

   原 文 と訳文を見て1～5で 評価

一流暢 さ(Fluency)

   訳 文 のみを見て1～5で 評価

一設問 :

   訳 文 と設問を見てYes!No評 価

なお、設 問評価 の結 果 との比較 のために、統計に基づ く客観 評価4種(BLEU、 NIST、 WER、 PER)に つ

いて も評価 を行 った。

4.評 価実験の結果

 今回の実験結果について、以下の3つ の観点から検討を行った。

 ・設問評価の内容を見直 したことによる評価者間の評価の異なりの変換

 一設問評価 と従来のk観 評価 との関係

 一設問評価 と統計ベース評価(客 観評価)との比較

4.1 評 価 者間の評価の異 な り

 2人 の評価者に よる設問回答の結果は、4通 りの組み合 わせ(Yes-Yes, No-No, Yes-No, No-Yes)の い ずれかで

ある。2人 の評価者 による設 問回答の組み 合わせ の件数 と割 合を、テ ス トセ ッ ト第1版 、第2版 追力II項ilに分 けて、

表3、 表4に それ ぞれ示す。

表3 第1版 での設問評価内訳

評価者1

Yes

No

Yes

No

評イ面者2

Yes

No

No

Yes

件数

poi

748

37

463

割合

36.0%

38.4%

1.9%

23.8%

74.3%

25.7%

表4 第2版 追加項 目の設問評価内訳

評価者1

Yes

No

Yes

No

評価者2

Yes

No

No

Yes

件数

456

806

72

170

割合

30.3%

53.6%

4.8%

11.3%

83.9%

16.1%
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 第1版 では2人 の評価者 で全体 の25.7%の 評 価が異な っていたのに対 して、第2版 の追加項 目を対象に した評

価 では 異な りが16.1%ま で 減ってい る。 この ことか ら、第2版 に向けて行った設 問内容の見直 しは、設問評価の

客観性 を高める とい う点 に関 して大 きな効果が あったといえる。

 しか しなが ら、第2版 の追加項 目において も全体 の10%以 ヒで異な りが生 じてお り、原因 の調査 が必要 である。

た とえば、次の例では、評価者1がYes、 評価者2がNoと 異 なった回答 を してい る。

原文 私が住んでいる部屋。  (参照訳:我 住的房圓。)

設問 「住んでいる部屋」が 「住的房同」になっていますか。

  〈例1>機 械翻訳文:我 住在的房同。

      (設問回答) 評価者1⇒YES 評価者2⇒NO

  〈例2>機 械翻訳文:我 是住的房同。

      (設問回答) 評価者1→YES  評価者2→NO

 例1は 設問の1・階 としてNOと す べきであるが、評価者1は 評価 の過程 で 「在」の 一字 を見落 とした ために設

問回答 を誤 った ・∫能性 がある。例2で は、設問同答 としてYESがIEし い が、文全 体で誤 訳になっているために、

評価者が先入観 でNOと 回答 して しまった 可能性 がある。この よ うに、評価者 によって評価が 異なる原因 と して、

人間の ミスや勘違い といった ことも考慮す る必要がある。

4.2設 問 評価 と従来主観 評価 の相関

 設 問評価 と従来のll観 評価(正 確 さ(Adequacy)と 流 暢 さ(Fluency))と の 関係 を調 べるため に、相互 の相

関係数 を求めた。2人 の評価者別の第1版 と第2版 追加項 目での相関係 数を、表5お よび表6に 示す。

 表5  第1版 での主観評価相互の相関

評価者  1 評価者  2

正確さ 流暢さ 設問 正確さ 流暢さ 設問

正確さ

流暢さ

設問

   t

O.656385

0.695812

   1

0.482246 1

正確さ

流暢さ

設問

   1

0.643233          1

0.622676   0.369789 1

 表6  第2版 追加項 目での主観評価相 互の相関

評価者  1                   評価者 2

正確さ 流暢さ 設問 正確さ 流暢さ 設問

正確さ

流暢さ

設問

   1

0.700983

0.659782

  1

0.44162 1

正確さ

流暢さ

設問

   1

0.613221         1

0.655224    0.344173 1

表5、 表6を 見 ると、どちらの評価 者において も、また、第1版 と第2版 追加 分の どち らにおいて も、設問評価は
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正確 さの評価 と高 い相 関を示 してい る。 正確 さの評価 に比べて流暢 さの評価 との相関は高 くない、,設問評価 は 文

法項 目についてのチ ェ ックであ るため、流暢 さよ りも正確 さとの相 関が 高 くなるだろ うと予想 したが 、それ を 裏

付 ける結果 となった。

4.3統 計 的客観 評価 との比較

 設 問によ る評価 と一般的に使われてい る統計的客観評価 との比較 を行 うために、4っ の代 表的 自動評価 手法 と

2つ の主観評価(正 確 さ、流暢 さ)、 そ して 、設 問評価 の問の相互 の相 関係数 を求めてみた(表7～ 表10)、,表 中

の英字表 記の意味は以下の とお りである。 なお、各 自動評価の詳細については ここでは触れな い、,

BLEU

WER

PER

NIST

ADQ

FUL

Q&A

自動評価

自動評価

自動評価

自動評価

:主観評価

主観評価

設問回答

Bilingual Evaluation Understudy

Word Error Rate

Position independent WER

National Institute of Standards and Technology

正 確.さ

流 暢 さ

表7 各指標問の相関係数(第1版 評価者1)

BLEU WER PER NIST ADQ FUL e:・

BLEU

WER

PER

NIST

ADQ

FUL

Q&A

  1

-0 .9850

-0 .9687

0.9784

0.9596

0.8937

1"1.

  t

O.9874

-0 .9892

-0 .9302

-0 .9092

-0 .9814

  1

-0 .9977

-0 .9282

-0 .8750

-0 .9737

  1

0.9366

0.8875

0.9813

  1

0.8974

0.981.7

  1

0.9263 1

表8 各指標間の相関係数(第1版 評価者2)

BLEU WER PER NIST ADQ FUL Q&A

BLEU

WER

PER

NIST

ADQ

FUL

e:

  1

1':1

-0 .9687

0.9785

0.9878

0.3690

0.9993

  1

0.9875

1':'

-0 .9940

-0 .4599

-0 .9861

  1

-o .ssn

-0 .9875

-0 .3967

-0 .9701

  1

1':'

0.4080

0.9778

  1

0.4188

0.9905

  1

0.3606 1
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表9 各指標間の相関係数(第2版 追加項11 評価者1)

BLEU WER PER NIST ADQ FUL Q&A

BLEU

WER

PER

NIST

ADQ

FUL

Q&A

  1

-0 .9834

-0 .9794

0.9840

0.9186

0.9577

0.9957

  1

0.9824

-0 .9894

-0 .9649

-0 .9523

1':'

  1

-o .9987

-0 .9519

-0 .9299

-0 .9804

  1

0.9608

0.9431

0.9871

  1

0.9334

0.9391

  1

0.9561 1

表10 各指標間の相関係数(第2版 追加項目 評価者2)

BLEU WER PER NIST ADQ FUL Q&A

BLEU

WER

PER

NIST

ADQ

FUL

Q&A

  1

-0 .9835

-0 .9794

0.9840

0.9677

1'IS

O.9713

  1

0.9824

-0 .9894

-0 .9901

-0 .8437

-0 .9807

  1

1":

-0 .9847

-0 .8098

-0 .9947

  t

!'・1:

0.8234

0.9956

  1

0.8039

0.9932

  t

O.8049 1

 表7～10を 見 ると、いずれ の条件 におい ても、すべ ての指標 間で高い相 関を示 した。1E確 さ評価(ADQ)と の

相関に注 目する と、いずれ の条件 にお いて も、設問評価(Q&A)と の相 関係数 が高い値 になってお り、設問評価

の 手法がt要 な 白動 評価 に比べ て遜色 ない信頼性 を持 ってい ることが期待 できる。

5.お わ りに

 2010年 度 の活動 報告 として、テス トセ ッ ト第2版 に向けての評価項 目の追加 と設 問内容見直 しについての概 要

と、設問評価 と従来 の 主襯 評価 との相関、 また、主要な 自動評価手法 と相関 を比較 した結果 につ いて紹介 した。

 テ ス トセ ッ ト第2版 については、評価結果について分析がすべて終わ りしだい、AAMTの ホ ームペ ージ ヒで公

開す るf・定 である。

 設 問回答 による評価手法 は、特 に第2版 に向けた設問内容の 見直 しによ り、設 問 と訳文だけを見て評価 ができ

るよ うにな り、評価 者の負担軽減につなが った と考え られ る。 しか し、設問評価 を人 間が行 う限 り、評価 コス ト

の観点 では自動評価 が圧倒 的に有利であ る。そ こで、設 問評価 に人間ではな く機械 が回答 する ことがで きるよ う

に、設問の正規表現 への書き換 えを進 めている。2010年 度 中にテ ス トセ ッ ト第2に つ いて設問評価 の 自動化 を実

現 し、2011年 度 は既存 の 白動評価 手法 と組み合 わせ るこ とも検討 しなが ら、低 コス トで高信頼 の評価テ ス トセ ッ

トの改良 を進めてい く。
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一

        英日・日英機械翻訳に関するアンケート結果報告

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググルーブ2

1. は じめに

 AAMT機 械 翻 訳課題 調査委員会WG2(調 査 ・広報 ・

啓 蒙)で は、その前身であ る市場動向調査委員会の時代

か ら調査活動 の 環 として、年 ・f'1イン ター ネ ッ ト上で

一般 の機械翻 訳ユー ザを対象 としたアンケー トを行 っ

ている。AAMTのWebサ イ トに特 設ペ ージを設け、機

械翻訳 に関す るい くつか の設 問に回答 して もらうとい

う形式 である。本稿 では、2010年(2009年 度)の ア ン

ケー ト調査結果 につ いて報 告す る。

 2010年 の 調査は、定点観測 と言える従来の基本項 目

(ア ンケー ト回答者 自身 の属性情 報、機械 翻訳の必要性、

利用頻度、利用 目的 、分野な ど)に加 え、利用者辞書登

録 の利用方法 をテーマ にアンケー トを実施 した。2009

年(2008年 度)ア ンケー トでは携帯電話 における機械

翻訳の利用 をテーマ に したた め、ア ンケー ト回答方法 も

通常のPCで の回答方法 に加 え、携 帯電 話用の回答ペ ー

ジも設 ける工夫 を したが 、今回は従来通 りの方法に戻 し

ている。

 以 下に2010年 の ア ンケー ト実施概 要を示す。

  ● ア ンケー ト期 間

   》 2010年1月27「 】～2月g日

  ● ア ンケー ト進 「丑品

   》 抽 選 で10名 に機械翻訳 ソフ ト、20名 に ク

      オ カ ー ド(3,000円 分)を 進 呈。

   》 回 答者は進 呈品 として機械翻 訳 ソフ トか

      図 書 券かを指 定 可能。

  ● ア ンケー ト回答者数

   》 1,022人(う ち、機械 翻訳 を必要 と してい

      る と回答 した人は745人)

   》 な お、過 去の アンケー ト回答総数 は、2003

      年1,413、2004年1,720、2005年

      1,018、2006年1,061、2007年835人 、

2008年1,495(946)人 、2009年1,811人

(1,059人)。

※ 括 弧 内 は 機 械 翻 訳 を 必 要 とす る 人 数 。

2. 設問項 目

 主に以 ドに示す項 目について質問した。

  ● f1 ・英日機械翻訳ソフ ト・サービス全般に

    関して(日 英 ・英日機械翻訳の必要性 とその

    理由、機械翻訳び)利川形態 ・用途 ・利用頻度 ・

    対象分野、機械翻訳に対する満足度等)

  ● 利用者辞 詐の利川方法(利 川者辞,律を利川 し

    ているか否か、利川者辞井σ)登録語数、利川

    者辞 書を利川することによる作業効率向Lの

    度合い等)

  ● 回答者の基本属性について(年 齢層、性別、

    職業、英語力)

3. 機械翻訳全般に関する調査結果

 本節では、機械翻訳全般に関する調査結果として、日

英機械翻訳の必要性の有無 とその理山、機械翻訳の利用

形態 ・用途 ・利用頻度 ・対象分野、機械翻訳に対す る満

足度等についての調査結果を示す。

3,1. 日英 ・英 日機 械翻訳 の必要性 の有無 とその理 由

   に つ いての調査結果

 図3-1に(イf償 ・無償か 、また、Webヒ の サー ビス

かパ ソコン ソフ トかを問わず)日 英 ・英 日機械 翻訳が必

要か否か、また、必 要 ・不要それぞれの理由を ド記に示

す。機械翻訳 は、73%(745人)の 人が必要 と答え、27%

(277人)が 不要 と回答 してい る、,

 日英 ・英 「】機 械翻訳の必 要性 は、2008年(2007年 度)
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か ら実施 してい るア ンケー ト項 目だが、2008年 調 査で

は63%([・1答 者総数1,495人)、2009年 調査 では53%

(回答 者総数1,811人)だ った。 回答者数 が多いほ ど、

「不要」 と答 える人の割合が 高くな る傾向があ る。

■ 不 要,

 277人,

 27%
■必要

■不要

■ 必 要,

 745人,

 73%

     図3-1日 英 ・英 日機械翻訳が必要か

 日英 ・英 日機械翻 訳の必要 ・不要それ ぞれ の理 由を図

3・2と 図3-3に 示 す。いずれ も、理 由は複数選択 可能 な

回答 とした。日英 ・英 日機械翻訳が必要な理 由 としては、

英語の能 力不足をカバーす る場合 と、英語の能力はあ る

が生産性 向上に使 う(概 要把握、下訳作成な ど)場 合が

ほぼ同程度 あった。また 、白由記述の回答では、英語 以

外 の他 言語 との翻 訳の仲介 ・支援のために利 用す るとい

う回答が2、3あ った他 は、選択肢以外の回答はなかっ

た。 ・方、機械翻訳が不 要な理由 としては、そ もそ も必

要性 がない(「 英語 を話す機会がない」)と い う理 由が多

く、英語の能力があ るか ら機械 翻訳を必要 としない とい

う理 由は少 なかった。
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図3-3機 械 翻訳が不要な理由(複 数選択可)

 英語力と機械翻訳の必要性の関係を果を図3-4に 示

す。これを見ると、英語力が低い層と高い層で機械翻訳

を不要とする割合がやや高いが、大きな違いではない。

日英 ・英日機械翻訳は、利用者の英語力を問わず、おお

むね一一般に 一定の価値を認められたと考えてよいであ

ろ う。
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                 1・不到〆〆〆〆                 蘭 必要1

図3-4機 械翻訳の必要性 と回答者の英語力(TOEIC)の 関係

3.2. 日英 ・英 日機 械翻訳 ソ フ ト・サ ー ビスの 利用状

   況

 以 後 、機械翻 訳が必要 とい う人の機械 翻訳 ソフ ト・サ

ー ビスの利用状 況を示す。

 図3-5に 、利用 したこ とがある機械 翻訳 ソフ ト・サー

ビス(複 数 選択 可)、 図3-6に 最 もよく利 用す る機械 翻

訳 ソフ ト・サー ビスを示す。いずれ も、無料 の翻訳サ イ

トの利 用が圧倒 的に高 く、 「機械翻訳 と言えば翻訳サ イ

ト」とい う利用 スタイル が広 く浸透 しているこ とが窺 わ

れる。
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図3-5利 用経験のある機械翻訳ソフ ト・サー ビス(複数選択可)
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■無料の翻訳サイト

■有料の翻訳サイト

ロPCバ ンドルの翻訳ソフト

ロ市販のPC翻 訳ソフト

■使っていない

圃その他

   図3-6最 も利用する機械翻訳ソフ ト・サービス

 また、図3・7に 最 もよく利川す る機械 翻訳 ソフ ト・サ

ー ビスに対す る満 足度 を示す
。翻訳精度 と機能について

厳 しい評価 の ・方、無償の翻訳サイ トの利川者が圧倒的

に多い ことか ら価格 面での満 足度は高い。機能について

は、無償翻訳サイ トではか な り機能 が制限 され ることか

らきている と思 われ る,、総合的 に見 ると、不満か満足か

で二分す る と、60%以Lの 人が不満 と感 じてい る。

 翻訳精度

使いやすさ:

  機能:

  価格:

総 合的に:

0%    20%   40%   60%   80%   100%

■1

 2

口3

口4

 5

 s

たいへん不満足

不満足

やや不満足

やや満足

満足

たいへん満足

図3-7最 もよく利用する機械翻訳ソフ ト・サービスに対する満

           足度

 図3-8に 最 もよく利川す る翻訳 ソフ ト・サー ビスの利

用頻度 、図3-9に そ の ソフ ト・サー ビスを利川す るこ と

による作業時間短縮 の割 合、図3-10に 最 もよく利 川す

る翻訳 ソフ ト・サー ビスの川途を示す.総 合的に見てか

な り不満 がある といいつつ も、月数回以L、 つ まり定常

的に機械翻訳 ソフ ト・サー ビスを利川 してい る人が90%

近 くいる こと、また、90%以Lの 人が20%以Eの 、75%

以 上 の人が40%以hの 作 業時間短縮 の効果 を認めてい
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ることがわかる。

≫x

13% 9%

36%

■ ほぼ毎日

■週1～3回

ロ月に数回

ロ年に数回

23%
60%

●英 語→ 日本語

■両 方

旧 日本藷→英語

42%

図3-11最 も利用する機械翻訳ソフト・サービスで利用する翻

図3-8最 も利用する機械翻訳ソフ ト・サー ビスの利用頻度 訳方向
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図3-9最 も利用する機械翻訳ソフ ト・サービスによる作業時間

短縮 図3-12最 も利用する機械翻訳ソフ ト・サー ビスにおける

翻訳対象(複 数選択可)
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□仕事

図3-10最 も利用する機械翻訳ソフト・サービスの用途

図3-11か ら図3-14ま で 、最 もよく利用する 日英 ・英

日機械翻訳 ソフ ト・サー ビスについての さまざまな利用

状況の回答を示す。

300

250

200

150

100羅 蕩

50  
鵬 !灘

 0

1灘灘 羅鞭

 

 
 
(勾
繕
粋

園
馨

,齢

H
)齢
認
艇

皿

 

(勾
樋
攣
頒

、燃

騨

、襲
彪

)絆
諒
姐
翠

(勾
#
朴

鰍

.
蕃
圏

)嶺

醗 ・騨 、

  鑛 灘
・ 鑛「 灘

ら
1
讐
K

 

(勾
繕
継

媚

,
回

坐

,
難
伽
)腔
糖

・翠

恢

(勾
緑
燃
l
d
杣
ハ
n
.昌

翻

皿

.攣
訓
垣

)礫
制

鱗 灘
 鷺 螺 雛

謝撃  耀、駐 f'

雛 灘1 鷺

摯
e
申

 

(勾
繕
ミ
ー
、
e
響

刎

"
密
餐

田
)聯
寧
雌
胡

図3-13最 も利用する機械翻訳 ソフ ト・サービスにおける

翻訳分野(複 数選択可)
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図3-14最 も利用する機械翻訳 ソフ ト・サービスを利用する

        理由(複 数選択可)

4. 利 用 者辞 書の利用につ いての調査結果

 本 節 では、利用者辞書の利用についての調査結果 を示

す。

 図4・1に 、利用者辞書に語(文)を 登録 してい るか ど

うかの割合 、また、図4-2に 利 用者 辞 書に語(文)を 登

録 していない人についてその理由 を聞いた結果 を示 す。

無償翻 訳サイ トでは基本 的に利用 者辞 書登録機 能が提

供 され ていないため、無償翻訳サイ トの利用が多 い状況

では、全体 と して は利用者辞Rへ の登録 を行 っている利

用者は少な くな る。 しか しなが ら、1三に無償翻訳 サイ ト

を利用す る人が77%(「3.2日 英 ・英 日機械翻訳 ソフ ト・

サー ビスの利 用状況」参照)で あるこ とを考慮 す ると、

登録 してい る人が18%に 登 る とい うことは、利用者辞

書登録 は、そ の機能が使 える場合 には利用す る人 がかな

り多い とも言え る。

図4-1利 用者辞書に語(文)を 登録しているか

18%

 一.一方、利 川者 辞書を利 用 していない人にその理 由を聞

いた結果 を示す、,無償 翻訳サイ トの利 川者の割 合の多 さ

を考 えると 「登録機能 がない」とい う回答が圧倒的 に多

い ことが 予想 され る設問だが、「登録作 業が分か らない 上

「何を登録すれば よいのかわか らない」 「登録が 面倒」

とい う同答がかな り多い。機械翻訳 にお いて、利川 者辞

書への語(文)登 録 は、利用者側 でできる数少 ない翻訳

品質向上策の ・つだが、機能 の使 いやす さとい う点 でL

夫 すべき点があ る機 能 とい うことがわかる。

21%

1716

9%

1% 1%

32%'.

19%

 登録機能がない(機能の有無不明)

■登録操作が分からない

□何を登録すれぱよいかわからない

ロ登録する必要がない

■登録が面倒

■他の人に登録してもらう

■その他

  図4-2利 用者辞書に語(文)を登録 していない理由

 次 に、利用者辞 酵を利用 している人 はどの くらいの語

(文)数 を登録 してい るか を図4-3に 示 す。おおむね数

十～数 百程度 の語数を登録 してい るユーザー が多い、,な

お、この設問の回答は 、多い方では1万 、2万 、また数

十万 とい う回答 もあった。

   4%1%1%2%  ・～2・
                 ^-50  7%

                口 ～100            30%

 8%              ^'200

                 ^500

                圃 ～100010%

                 ^2000

              1口 ～5000

              !■ ～10000  13%

          24% i■ それ以上

  図4-3利 用者辞書に登録 している語(文)数

82%

旨国登録していない1
■登録 している

 次 に 、図4・4と 図4-5に 、利用 者辞 書の利川 と作 業効

率の向上の割 合について示す。図4-4に 示 す ように、利

用者辞書に語(文)登 録 してい る人全体で見る と、4割

程度の作業向上が認め られ るとい うのが 一般的な よ う
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で ある。また、利 用者 辞書の利用 によって 「か えって悪

くな った」とい う回答は皆無で あった。図4-5で は利用

者辞 書への登録語(文)数 別 に作業効率の変化 を示 して

い るが、語(文)数 別 に見 ると、特 に登録語数の高い と

ころでlr・i答人数が少な くなって しま うため、傾向が捉 え

にくい,,し か し、強いてい うと、登録 語数が100、200

語 近 辺 を超 えるあた りか ら作業効率の効果が大 きくな

る傾 向が 多少は あ りそ うであ る。

   0% 10%18%

37%

14%

21%

■8割 以上向上した
■6割 程度向上した
ロ4割 程度向上した
ロ2割 程度向上した
■あまりかわらない
■かえって悪くなった

図4-4利 用者辞書登録前と後での作業効率の変化

が少 ない こともあ り、は っき りした傾 向がつ かめなかっ

た。
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 ロ4割 程度 向上 した    1

 □2割 程度 向上 した

 ■あま りか わ らない

 ■か え って悪 くな った

  図4-5利 用者辞書登録語(文)数 と作業効率の変化

 次 に、図4-6に 利 用者辞書への登録 語(文)数 と翻訳

精度 に対す る満 足度 との 関係 を示す。こち らは、登録者

全体で見ても、登録 していない人 も含めた満 足度 とあま

り変わ らない、,また、登録語(文)数 と満 足度 の関係 に

ついて も、やは り特に登録語数 が多い ところで回答人数

  図4-6利 用者辞書登録語(文)数 と翻訳精度満足度

 以 上の ことか ら、利用者辞 書の利 用についての傾 向を

ま とめ ると、利 用者 辞書の利 用によってある程度の作業

効率向 ヒが認め られ ると言 ってよい。 ただ し、それが、

利用者の翻訳精度についての満足度 にまで は反映 され

ていない と言える。

5. 回 答 者 に関す る調査結 果

 本 節では、回答者 の基本属性(年 齢 、性別、職 業、英

語力)を 示す。

 図5・1に 年 齢、図5-2に 性 別 、図5-3に 職 業、図5-4

に 英 語能力(横 軸 はTOEICス コア)毎 の回答者の割 合

を示す。前回は携 帯電話向けサイ トで もアンケー トの広

報 を行 ったが、今回は行 っていない。 しか し、全体傾 向

と して回答者の属性 に大 きな変化 はなか った。
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図5-2性 別

図5-4英 語能力

6. ま とめ

機 械翻訳に関するアンケー トを実施 した,,本 年は新 し

い設問項 目を追加 し、ド記のよ うな新 しい知見を得 るこ

とがで きた。

● 翻 訳 ソフ ト・サー ビスの利用は、無償翻訳サ

イ トの利用が広 く ・般 に浸透 してい る。

● 翻 訳 ソフ ト・サー ビスにつ いては、翻訳品質
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    な ど、不満が多 々あ るものの、仕 事に、また、

    プ ライベー トに、定常的に利用す る人 も多 く、

    作 業時間の短縮 については ・定の効果を認 め

     られ てい る

  ● 利 川者辞書への語(文)の 登録については、

    作 業効率向 上の効果が認め られてい ると言っ

    て よい。ただ し、無償翻訳サイ トでは機能 自

    体 が ない ことが多い。また、使 うに して も、

    利 川 者に とってのハー ドルの高 さな どの面で

    課 題 があ ると思われ る。

  今 後、機械翻訳研究者/ベ ンダー にL記 のア ンケー

トに基づいた研究 ・開発 ・販売 を期待す る と共に、今後

も機械翻訳技術利用の現状やニー ズに係 る調査 を続 け、

機械翻訳 をよ り役 ・Lっもの としてい きたい。
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一

   機械翻訳課題調査委員会ワーキンググループ3活動報告(201017-12)

機械翻訳課題調査委員会ワーキンググループ3

2010年7月5日(月)第4回 会 合

 双 方向織別子'term state関 連

 (双 方 向識別 子は、あ る辞書を逆び)翻訳 方向に も

使 えるこ とを示す符 号)

 L⊥1本委sa、 双 方向識別子 を"term state"と して拡

張 す る こ と を 提 案 。Banned/prohibited, new,

approved(こ の状態 が 「双方 向使用 可能 」に相 当す

るか。継 続 議論 が必 要),pending, alternative

(双 方 向 では使用 で きず 、代替 と して び)み含 める

語)な どのterm stateが 考 え られ る、、禁1}:語 は

monolingual、 bilingual(訳 し方 として不 「1∫)の両

方で あ りえる。

 例:差 別 語、過剰 なカ タカナ語、あい まいな語な

ど、企 業利 用者が企業用語において、一括 して使用

を禁止す る用語。(launchの 訳 語を 「ロー ンチす る」

では なく 「発表す る」とす るな ど。モ ノ リンガルで

は、「ロー ンチす る」 とい う語を禁 止す る、 とい う

こ とになる。

2010年8月6日(金)AAMT機 械 翻

訳 課 題 調 査 委 員 会 第4回

 TBXメ ンバー との情報交換

 ・Bond元 委 員を介 して、 TBX(用 語デ ー タの

XMLベ ー スでオープンな標 準。 ISOとLISAに よ

り承認 され ている。

http:〃www.lisa.org/TBX-Basic.926.0.html)の メ ン

バー3名 か ら山本委員 にコンタク トがあ り、TBX

チー ム と山本 委員 とで用 語管理 につ いてメール で

議論 のや りとりが続 いている。 山本 委員 がTBXチ

ー ムにUTXの 特徴 と意義 をTBXチ ー ムに説明
。

TBXとWGが.i.1初 構 想 していたUTX-XMLと は 重

な りがあるため、WG3で は 、 UTX-S 1つ に絞 り、

XML版 はTBXを 採 用す ることをi,本 委員が提案。

本 日出席 の他 の委 員 も同意。→合同会議での コメン

トあ り。TBXは 川 語管理が 主眼 、 UTXは 機 械 翻訳

が 主眼。競合 しないよ うに うま く連携 を図 ることが

重要。

 ・TBXチ ー ムよ り、AMTA2010(2010/10/31-ll15)

に 投 稿す る原稿(ド ラフ ト)(10ペ ー ジ)が 山本 委員に

送 られ、内容はUTX-Sを 含 む5種 の川語 フォーマ

ッ トを相 圧に利 川する仕組み。1ペ ー ジ分ほ ど、

UTXに 関す る記述 があ り、WG3は 原 稿の コメン ト

を求め られ ている。

 ・用語 フォーマ ッ トの 中でUTXは 唯 ラ イセ ン

スの考慮が されていることが原稿で評価 されていた、

 UTXに お ける用語 ステー タス(term status)

 次 の4つ の区分に決定

 An entry can optionally have one ofthe four term

statuses:

 1.provisional

 2.approved(=approved)

 3.alternative(<alternative)

 4.banned(>banned)

 分 か り や す さ の た め 、2,3,4に つ い て は 方ll1]性 を

示 す 括 弧 内 の 表 記 を 用 い て も よ い 、、

 ソ ー トす る と ど れ が ど れ に 対 し てbanncdな の か 、

alternativeな の か が 不 明 と な る た め 、concept lDを 設

け る こ と に 決 定 。

 <concept ID>

 When there are multiple possible entries, use a

"Concept lD
."A"Concept lD"is applicable to a source

term. Ifaterm should be banned entirely in a particular

language, then that term should be defined as such in a

monolingual language dictionary, rather than in a UTX

dictionary.

 ・UTXで い う 禁IL語 リ ス ト相'llがTBXに あ る か.

 ・approvedのtermが あ れ ば 機 械 翻 訳 の 辞ll}情 報
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と し てi分 。bannedのte㎜ は 機 械 翻 訳 以 外 の 用 語

チ ェ ッ ク の 用 途 を も つ 、、こ れ を 仕 様 に も 明 記 し て お

く 必 要 が あ る。

 <Concept IDの イ・t Ri-)i法>

 Ifasource has only one term status, Concept ID is

not required. A Concept lDconsists ofunique serial

number in a dictionary up to a limit of 10digits. When

multiple dictionaries are merged, the same concept IDs

are distinguished by their dictionary IDs...

 <Dictionary ID>(optiona1)

 Adictionary lD is a unique identifier to a dictionary.

It consists offour alphanumeric characters.

 IDが 重 な っ た 場 合 はAAMTの 方 で 連 番 を 管 理 す

る か に つ い て は 継 続 審 議 。

2010年9月8日(水)AAMT機 械 翻

訳 課 題 調 査 委 員 会5回 議 事 録

 ・WG1・WG3合 同 ・プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 「機 械

翻 訳 は 使 え る の か 一Post-editingの 観 点 か ら 検 証

す る 一 」

 山 田優 氏(立 教 大 学 大 学 院 異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 研 究 科 博 士 後 期 課 程)

 要 旨:現 在 、 機 械 翻 訳 に 下 訳 を さ せ て 、 修 正(=後

編 集)を 行 う ワ ー ク フ ロ ー が 確 立 し て い る 。 本 発 表

で は 、後 編 集 と 人 間 に よ る 翻 訳 を 比 較 した こ れ ま で

の 実 証 研 究(い ず れ も 日本 語 以 外 の 実 験)を 概 観 し 、

日本 語 の 場 合 を み る た め に 、英 日機 械 翻 訳 と 人 間 翻

訳 を 比 較 す る 実 験 を 行 い 、修 正量 と被 験 者 に 対 す る

ア ン ケ ー トを も と に 、現 状 の 機 械 翻 訳 の レベ ル を 後

編 集 の 観 点 か ら分 析 した 。

 一委 員 か ら の 質 疑 応 答:エ ラ ー を 埋 め 込 ん だ 実 験 、

被 験 者 に 事 前 に 与 え る 情 報 に よ る 違 い 、Philip

Koehn(2009)の[WSLTで の 講 演"Human translation

and machine translation"の 紹 介 、 SDLのAutoSuggest

Dictionaryの 紹 介 、曽:門 用 語 の み 示 し た 場 合 の 影 響 、

タ イ プ ラ イ タ ーLで の 翻 訳 作 業 と コ ン ピ ュ ー タ ー

ヒで の 翻 訳 作 業 の 違 い な ど 。

 【1)UTXに お け るterm statusとdictionary

administrator

 前 回 、term statusに つ い て 次 の4つ の 区 分

(provisional, approved, altemative, banned)を 決 定 し た

が 、(す で に 英 語 圏 で 実 際 に 使 用 さ れ て い る)SDL

の 用 語 区 分 を 参 考 に 、bannedはforbidden(上 か ら の

押 し 付 け と い うニ ュ ア ン ス が な い)、altemativeは

non-standardに 変 更 。 altemativeは 「場 合 に よ っ て は

使 っ て も よ い 」 と誤 解 さ れ る 可 能 性 が あ る が 、

non-standardと す れ ば 、 「誤 っ て 使 わ れ た 原 語 」 で あ

る と い う こ と が 明 確 に な る。

 ま た 、TBX-Basic:Data

categories(http://www.lisa.org/fileadmin/standards/tbx _

basic/TBX _Basic_datacategories.pdflで は 、 usage status

をpreferred, admitted, not recommended, obsoleteの4

つ に 区 分 。

 日本 語 仕 様 で は 、provisiona1は 「暫 定 」、approved

は 「承 認 」、non-standardは 「非 標 準 」、 forbiddenは

「禁 止 」 と す る 。

 ・dictionary administrator

 4つ のterm statusに つ い て 決 定 を 下 すdictionary

administrator(辞 書 管 理 者)を 設 け 、 仕 様 に 盛 り込

む 。 文 案 を 練 る 。

 本 日時 点 の 最 終 案:"While a dictionary may have

multiple contributors, a dictionary administrator is

ultimately responsible for a dictionary and defines the

framework ofadictionary."

 Term statusの 説 明 をdictionary administratorに 関 連

づ け る 記 述 に 変 更 す る 。

 ・1二記 の 変 更 ・追 加 をUTXの 仕 様 書 に 反 映 す る 。

 ボ ー イ ス カ ウ ト関 連

 加 藤 委 員 と は 別 途 に 山 本 委 員 が ボ ー イ ス カ ウ ト

の 関 係 者 とMTの 使 用 に つ い て 話 を した 。加 藤 委 員

よ り、 現 状 に っ い て 報 告 。

 ボ ー イ ス カ ウ トに は ボ ー イ ス カ ウ ト固 有 の テ ク

ニ カ ル 用 語 が 豊 富 に あ る 。 ま た 、海 外 の 団 員 と の コ

ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を 支 援 す る シ ス テ ム を 活 用 す る

た め に 必 要 な 用 語(掲 示 板 で 使 う用 語)も あ る 。 ま

た 、TMも コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 有 用 。具 体 的 に は 、
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人が作った辞 書がすでにあ るので、それをUTX形

式 に して、言語 グ リッ ドの よ うなプ ラ ッ トフォー ム

に入れて、そのプ ラ ッ トフォー ムを使用 できるよ う

にする といった ことが考え られ る。

  ニ ー ズは存在す るが 、ボーイ スカ ウ トの中に

[CT推 進 に向けて積極 的に動 く人がいない。組織的

な問題。 加藤 委員が働 きかけを継続 中。

 ・山本 委員 、スマー トフォン用の 自動翻訳 ソフ ト

を試 用 してみた。目中翻訳で従来の もの と比較 して

あ る程度 実用的な精度が得 られ るとの感 想。

2010年10月13日(水)AAMT機 械

翻 訳 課 題 調 査 委 員 会6回 議 事 録

 [1]UTX-Simpleに お け るdictionary lD

 ・dictionary l D

 次 の よ う に ま と め た 。

 (Optional)Adictionary-D is a unique identifier

for a dictionary. It may be required to distinguish

dictionaries when multiple dictionaries are

merged. Iftwo dictionaries happen to be share

entries with the same concept ID, related entries

could be grouped into one group of entries.

Unique dictionary IDs can help avoid such a

situation. A dictionary ID is not mandatory. It can

be added when multiple dictionaries are merged

with IDs to distinguish a dictionary.

 -Example:

Dictionary A

Dictionary B

Entries

outlet

instantiate

Concept lD

76531

76531

 With dictionary IDs, entries which happen to

have the same concept ID can be distinguished

even when the originating dictionaries are merged.

Dictionary A

Dictionary B

Entries

outlet

mstanUate

Concept

 iD

76531

76531

Dictionary

[D

AD64

Sd32

[2]Microsoft Terminology Collection

 Microsoftのlocalizationの 川 語 がTBX化 さ れ た 、、

 http://www.microsoft.com/language/en-US/terminolo

gy.aspx

2010年11月17日(水)AAMT機 械

翻 訳 課 題 調 査 委 員 会7回 議 事 録

 【1】UTX・S仕 様 書(英 語)検 討

 原 稿 の 前 回 か ら の 主 な 変 更 は 構 成(目 次):

 ・Lの ド位 項 目 と し てBackgroundとGoalを 既 イf:

の 英 語 版UTXウ ェ ブ ペ ー ジ か ら追bll,,

 ・6.Headerの 下 位 項 目 をDictionary informationと

Column Definitionsと し 、 具 体 的 なColumn

Definitionsは7, Bodyに 記 述 す る 形 を と っ た 、,

 今 回 の1こ な ポ イ ン ト

 ・男楽【 +L-1111 (7.4.4fbrbidden)

 禁 止 語 は 翻 訳 シ ス テ ム 全 体 で は な く 、特 定 の 辞 詐

の み に 有 効 とす る 。

 7.4 の"[f a fc)rbidden term is included in

_.non-standard"を 以 下 に 差 し替 え 。"lt is possible that

aterm is forbidden in one dictionary, but if the same

term exists in another dictionary, it may not be

forbidden.[n other words, whcn using a set of

dictionaries in a translation tool, the forbidden status

may differ."

 ・川 語 ス テ ー タ ス と 逆 翻 訳 方 向 の 関 係

 承 認 さ れ た 語 以 外 は 逆 方 向 に す る と 川 語 ス テ ー

タ ス が 異 な っ て く る 。→ 逆 方 向 で 川 語 ス テ ー タ ス に

よ り 用 語 管 理 を す る と き は 別 の 辞 詐 を 新 た に 作 成

して も ら う こ と に す る 。 た だ し 、 承 認 さ れ た 語 の み

は 、 そ の ま ま 逆 翻 訳 方 向 で も 使 え る 、,

2010年12月15日(水)AAMT機 械

翻 訳 課 題 調 査 委 員 会8回 議 事 録

 【11JTF翻 訳祭報告(山本委員)

 700名 ほどの参加があり、盛況、,

 ・山本委員担当の分科会 「'14均時速650語 の翻訳

支援技術一機械翻訳を活か して効率と高品質をpl,j

・'/:する秘密」

 山本委員担'i～分科会で時間の1/3はUTFの 紹介
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を 行 っ た 。 こ の 分 科 会 の 申 し込 み 者 は 多 か っ た 。 本

口 の 委 員 会 でIL1本 委 員 が'li日 発 表 に 使 用 した ス ラ

イ ドを 紹 介2011/1中 旬 、JTF翻 訳 環 境 研 究 会 で 、 こ

の 分 科 会 と 同 じ テ ー マ で 、さ ら に 具 体 的 か つ 詳 細 な

発 表 を 山 本 委 員 が 行 う 予 定 。

 ・山 本 委 員 が 聴 衆 と して 参 加 した 分 科 会

 一「統 計 的 機 械 翻 訳 の 理 論 と 実 装 」河 野 弘 毅 氏(ア

イ タ ス シ ニ ア ロ ー カ リゼ ー シ ョ ン ス ペ シ ャ リ ス

ト)

 一 「ポ ス トエ デ ィ ッ ト入 門zo o」 斎 藤 玲(-it;(日 本

オ ラ ク ル 、WPTG-Worldwide Product Translation

Group-Japan, Senior Language Specialist)

 【2]論 文 発 表

 1)2011/3/7-8LISA Open Standards Summit 2011

(Washington D.C.)

 http://www.lisa.ore/LISA-Open-Standards-Summit-2

011」628.0.hhnl→ 山 本委員が参加 予定

 2)2011/3/7-11,亨 語 処理学 会年次大会(NLP2011)

(豊橋 技術科学大学)→ 大倉委員が参加 予定

 発 表内容

 1)は 翻 訳祭 での山本 委員担 当の分科会 のUTF関

連 部分を英訳 した もの

 2)は 、 タイ トル 「シンプルで相互運 用性 が高 くオ

ープ ンで 専門分野にフォー カス した用 語集形式

UTX-Simpleに よる実際的な翻 訳支援 」

 発 表概 要(案)を 作成(12/28締 め 切 り)

 13】Tradosデ モ(山 本 委員)

 以 前バー ジョンのUTXの 仕 様(英 語 ・日本 語)を

翻訳 メモ リ(TMX)と して使用 して、 SDL Trados

Studio l:でUTXのvi.ioの 英 語仕様 を翻 訳す る様

ヂをデモ。SDL Trados Studioと 連 携す る統 計機械翻

訳サー ビス としてSDL Trados Studioで は 現在 、SDL

自動 翻訳 、Google翻 訳 、 Language Weaverの3種 を

提供(な お 、これ らを使用す ると、秘密保持契約 に

ついての確認画面が表示 され る。実際の翻訳業務で

は、秘密保持 に違反す る・∫能性 もあ る)。 なお 、山

本委員はSDL Tradosの 公 認講師。

 SDL Trados Studioに 付 属す る、 MultiTe㎜ とい う

独 立 した用語管理ツールがあ る。用語の取 り込み に

は別 ツールのMultiTerm Convertを 使 用す る。事前

設 定にはXMLの 知 識 が前提 で、使用 方法 も煩雑。

その点、UTXは シ ンプルで使 いやす い。 この点を

今後、UTXの 利 点 として強 調で きる。

 (議 事録 要約 はここまで)

 な お 、 次 の ペ ー ジ に 、UTXペ ー ジ

〈http:〃www.aamt.info/japanese/utx/〉 で ダ ウ ン ロ ー ド

で き る 、UTX辞 書 の サ ン プ ル を 掲 載 す る 。

 さ ら に 、統 計 機 械 翻 訳 と ル ー ル ベ ー ス 機 械 翻 訳 で

のUTXの 効 果 の 比 較 を 紹 介 す る 。
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UTX形 式辞書サンプル1/法 令用語日英標準対訳辞書「(英日として使用可能)、抜粋

#UTX 1.11;en-US/ja-JP;2011-05-13TO1:37Z+09:00;copyright:Japan(2009);license:CC-BY-ND 3.0;

bidirectional

#description:This is a legal dictionary. You may use this dictionary only when you agreedthat you and you

alone are fully responsible for the results of its use. AAMT and its members do not guarantee the contents of

this dictionary including, but not Iimited to its accuracy./こ の デ ー タ は 法 律 辞 書 で す 。こ の デ ー タ は 使 用 者 が 使 用

結 果 に 対 して 全 責 任 を 持 つ 場 合 に の み お 使 い 頂 け ま す 。デ ー タ の 著 作 者 、AAMTお よ びAAMTの メン バ ー は 正 確 性 を

含 め 、辞 書 の 内 容 に つ い て 一 切 の 保 証 は い た し ま せ ん 。

#src

acase of violation

abandon

abandon

abandonment

abandonment

abatement

ability

ability to participate in

oral areument

ability to pay

abolish

abolition

abrideed co

absence from work

absence from work

benefit

absentee

absorption‐type

mercer

absorption‐type split

abstract

abstract

abuse of right

academic research

accelerate

acceleration

acceleration

accent

accent

accent

acceptance

acceptance

acceptance

tgt

違反事件

遺 する
廃棄する

遺棄
廃棄
減殺

能力

弁論能力

支払能力

廃止する

廃止

抄本
休業

休業給付

不在者

吸収合併

吸収分割

要約

要約書

権利の濫用

学術研究

促進する

期限の利益を

喪失する

促進

受け入れる
受理する

譲り受ける
受入れ

受理
承諾

src:pos

noun

verb

verb

noun

noun

noun

noun

noun

noun

verb

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

verb

verb

noun

verb

verb

verb

noun

noun

noun

yomi

いはんじけん

いきする

はいきする
いき
はいき

げんさい

のうりょく

べんうんのう

りょく

しはらいのう

りょく

はいしする

はいし

しょうほん

きゅうぎょう

きゆうぎょう

きゅうふ

ふざいしや
きゅうしゅう

がっぺ い

きゆうしゆうぶ

んかつ

ようやく

ようやくしよ

けんりのらん
よう
がくじゆつけん

きゅう

そくしんする

きげんのりえ
きをそうしつす

る

そくしん

うけいれる
じゅりする

ゆずりうける
うけいれ
じゆり

しょうだく

nuance

一般的な能

力

名詞形(期 限
の利益の喪

失)
速度を上げる

場合

原則

comment

【注】(出
典)出 入
国管理及
び難民認

定法31条

example

(Japanese

)

認可事業

者がその
事業を廃
止しようと

するとき
は、

example

(English)

When the

approved

services

operator

intends to

abolish the

services,
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UTX形 式辞書サンプル2ノ医学用語集(北 里大学 医療情報学研究室)、抜粋

#UTX 1.11;en-US/ja-JP;2011-05-13TO1:37:00Z+09:00 copyright:Medical Informatics, School of Allied Health

Sciences, Kitazato University(2009);license:CC‐BY 3.0

#description:This is a medical dictionary. You may use this dictionary only when you agreedthat you andyou

alone are fully responsible for the results of its use. The author of the original data, AAMT and its members do not

guarantee the contents of this dictionary including, but not limited to its accuracy. Some part of speech

properties are indicated as n。un, even when they are not./こ の デ ー タ は 医 学 辞 書 で す 。この デ ー タ は 使 用 者 が 使 用

結 果 に 対 して 全 責 任 を持 つ 場 合 に の み お 使 い 頂 け ま す 。デ ー タ の 著 作 者 、AAMTお よ びAAMTの メン バ ー は 正 確 性 を 含

め 、辞 書 の 内 容 に つ い て 一 切 の 保 証 は い た しま せ ん 。品 詞 が 名 詞 で な い 場 合 も 名 詞 扱 い に な っ て い る こ と が あ りま す 。

#src

1/2Tvector

1/2FF

1311-hippurate

17a-

hvdroxvcorticosteroid

4-hydroxybutylis

aciduria

50%lethal dose

5‐aminolevulinic acid

Aband

Abehavior pattern

Afiber

Amode

echocardioeraoh

Astandard light

awave

abasia

tgt

1/2Tベ クトル

1/2拡 張 分画

1311一 ヒプル 酸 塩

17α ヒドロキシコルチ

コステロイド

4一ヒドロキシブチル酸

  症

50%致 死 量

δアミノレブリン酸

A帯

A型 行動様式

A線 維

Aモ ード心エコー法

A標 準光源

a波

失歩

abdominal 腹部

src:pos

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

C

ominal

inomvcosis

ominal aortic

urvsm

ominal

ottement

ominal bandage

ominal bloating

ominal breathing

ominal bruit

ominal

:uinference

ominal cramp

ominal dropsy

ominal face

ominal Hodgkin's

:ase

ominal muscle

ex

ominal

acentesis

ominal pressure

tgt

腹部放射菌症

腹部大動脈瘤

腹部浮球感

腹帯

腹部膨満

腹式呼吸

腹部血管雑音

腹囲

腹部けいれん

腹水

腹膜炎顔貌

腹部型ホジキン病

腹筋反射

腹腔穿刺

腹腔内圧

src:pos

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

noun

UTX形 式 辞 書 サ ン プ ル3/C。mputati。nal Linguistics Term List(by Francis B。nd)、 抜 粋

#UTX-S O.91;en-US∠ja-JP;2008-05-21;copyright:Franric R∩nH(2008);license:CC-by 3.0

#src

1-to-1 mapping

AAP

RAVE

ABF

ADV

ARP

ATN parser

ATNG

AVM

Across‐the‐Board

exception

Act disallowed

Action Aider

Adjacent Feature

Principle

tgt

1対1の 写像

照応的一致原理

アフリカ系アメリカ人

日常 謳

平均分岐数

司
一一=
ロ
リ冒田

項具現化原理

ATNプ ログラム

拡張遷移ネットワーク

文法

属性値行列

一律の例外

行為は却下可能

行為補助部

隣接素性原理

src:pos

noun

Pair Grammar

invent Realization

ciole

wLogic

vented

isition Network

,mata Theory

can algebra

ミ

:rasure

tgt

アークペア文法

項具現化原理

アロー論理

拡張遷移網

オートマトン理論

束縛継承原理

プール代数

制約に基づく語彙主
義

文脈自由文法

クロスリンガル情報

検索

CP削 除

等位構造制約

文脈依存文法

src:pos

noun
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UTXと 統 計 機 械 翻 訳(Google Translator Toolkit<http:11translate.90091e・com!toolkit>)

以 下 は 、Google Translator ToolkitでUTX-Simple 1.10仕 様 書英,語 版 を 機 械 翻 訳 し た 例 で あ る 、, UTX形 式

か ら変換 した用語集 を指 定で きるものの、 「辞 書管理者」、 「項 目」な ど 「使 用すべ き」 と翻訳 者が指定 した川

語が完全に無視 されてい る。翻訳者は、 月視 して確.認 し、手作業 で修IEす る必 要が あ り、後編集(ボ ス トエデ

イッ ト)に 多大な労力 を必要 とす る。全般的 な翻訳精度 も低 く、まった く意味 を成 さない 文が多い,、

憩 翻訳エディタ ーGoo9「e…

    Cr,7, translate.google.com!tcdk!t戸 ・.{憩 議 ゜.・:・ ・::純  .7∴{1..        ☆ へ

鐸. :l V・ 騨 曝 一 ■ ■ L嗣 溜腫
■  巳1  書  湖:閥`丁   日  層・働.謄'㌔ T.・

G・ 」81c翻 訳者ツールキ・卜        ・・曲 ・一''"腱1並1旦 血
UTX _Simple」.10_English・1日 嗣■農一 凸■■ 騨穫 チ12弓2。騨".

                                    国 一 牒 ・表示・ 備 備 して閲じる

腰文                            鰍:英 藷"日 本講

                                '
VVhile a d1CL1011AT'y'ma5・have multigle contributors, a dictionary

ad:ninistrator is ultimately τ・e呂pQn5ible fbr a dicrionart: _and ;

defines __the  framework  of  a  dicrionary;__The___dictionary  ';

administrator would decide whether an entry:is approved:or i

not, as explained  in  "7.42  approved." If the dictionary・ is `‐

。・mp避ed by a B血91e血ditizdusl, the dicti・nary ad皿 血istraU。r is

also the contributor.

仙f.曜聖「㎜ 厚mり 簡「顧軌耐」琳2胆 枷'.げ肥"酢昌',鵠.fW....厚'曜博凡"耶岬「"「脚.岬喫r脚 脚.坤r 「岬 閉曜洲..厚π馬7尉川脚 」"叩曜'淵.岬陶 .「'旧'.曜 T凱.,.ゆ「岬職 「評陶.,蝸fゴ甲「..'「 ..「摩.竹.醍..覗.「'剛 ギ喘,.f摩 ..「.岬,「耐'...陶",噌「'町 府.問碑',.「 ',「.    げ嚇脚牌 , 柳'卿 静.胴陶り.り曜.岡.「

                           1396完 了 1214ワ ー ド

複数の貢献者を持っている可能性があります辞書が、管理者が最終

的には辞書の責任者であり、辞書のフレームワークを定義して辞書。

1                ノ・1×II

麗甥 ξ≡饗脇 艦}藏lll}ま舌許羨齢鷹馨篇 し譜1
{/p}            工

β

0.2.  UTX converter

UT)【converter is a匿eneric name fbr a tool that converts a UTX

dictionan'to/from other formats.

lHTMし タクを挿入▼ミ            血 廼

単一φ個人によってコンパイルされている辞書の場合は、g理者は、
貢献しています辞書。

0.3.  Translation direction

AUTX{iictionary鑓}ic曲ha呂aヨource language and a target

language(monodirectional).?l complete bidirectional dictionary

15a〔h㏄io皿rv whew a皿terms are㎞o㎜to be u3ed査br the

opposite translation dimction. In this case, a L TX converter

mate rnncert the entire dictionary [o a monodirectional

dictionan・whose tra皿slarion   ,..i5 rever5ed. When on懸 ・

some entrees have apPmved呂t釦 ・s as explained below, onも ・

these entrie3 may be exported as a爬versed(hctionary Oo be

used for the opposite translation direction.

Example

Consider a Japanese-English UTX dictignarv. When some
づ1 卜

0.20 uncは コンバータ

UTXは コン11一タはUT】qま 、他の形式へ功・らの辞書に変換するツー

ルの総称です。

0.3, 変換方向

UT閥 ま、通常、ソース言語とターゲ・ント言語(単 方向〉が辞書です。双

方向の完全な辞書のすぺての条件が逆の翻訳方向に使用されること

が知られている場所を辞書です。この場合において、UT刃 まコンバー

タは、その翻訳方向を逆辞書は全体が単方向に辞書を変換することが

できる。逆は逆の翻訳方向に使用する辞書としてのみいくつかのエン

トリは、以下に説明するようにステータスを承認乱 たときは、これらの

エントリだけがエクスポートされることがあります。

e         闘r        }          レ

一_________.
▼

轟

翻訳検索結果

過去訳はありません。

磯械翻訳

辞書に説明したように、あるいはエントリが承認されていないかどうか、管

理者が決定すると 胃章認7.4.2・"

提案を使用する

用語隻(4)

1・撒 鷲
曲e

 用 語ステータスの一つ。

2一竈
_

3. dictionary

 辞 書noun

4. dictionary

 administrator

 辞 書 管 理 者noun ▼
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UTXと ル ールベース機 械翻訳

以 下は、LogoVista 2008の 対訳 エデ ィターでUTX-Simple 1.10仕 様 書英語版 を機 械翻訳 した例 である。前

ペ ージ と同 じ、(UTX仕 様 を翻 訳す るためび))UTX形 式 の用語集 をインポー トした。 「辞書管理者」、「項 目」

な ど、 「使川すべ き」 と指 定 した用語は、翻訳結果に適切に反映 されて いる。そ のため、翻訳者やチ ェ ッカー

は改めて用語適川を確認する必要がなく、後編集(ポ ス トエディット)は 必要最低限で済む。また全般的な翻

訳精度 も高い。統 計機械翻訳 と比較す ると、LogoVista以 外 の翻訳 ソフ トで も、 UTXを 使 う限 り、同様の精

度 向r.が 望める。

青字は、ユーザー辞Eと して定義 されてい る語であ る。ここでは、全体の 半分程度 を占めてい る。図では 「フ

レーム ワー ク」 とい う語 が選択 され ているため、対応す る原語frameworkと と もに赤字 で表示 されて いる。

このよ うに語を選択 した状態 で、右ク リック メニ ュー、も しくは右端 に表示 されて いる[別 訳語]か ら別訳語 を

選択することで、不適切な用語は入れ替えることができる。また品詞の判定が誤っている場合は、語句を辞書

登録するか、別解釈をさせて他の訳の可能性を確認することができる。さらに語句を辞書登録すると、次回以

降は確 実に誤 りを減 らす こ とができる。統 計機械翻訳で はこの よ うなことはで きな い。

薗 ファイル(F}編 編(E)覆 示(V}榎 文繕隻(P)翻 駅(T} 鰍文編薩(S} ツール(L》 ウィンドウ〔W)～ レプ(H)

脚 ▼馴D6▼8▼00▼ ¢▼1レ 中 、.一▼圃 陶1風 ψ 団 創 い 司 《

∴ 醒 ・}

0. Definitions

0.1.Dictionary administrator

While a dictionary may have multiple

contributors, a dictionary administrator is

ultimately responsible for a dictionary and

defines the frameworkof a dictionary.

The dictionary administrator would decide

whether an entry is approved or not, as

explained in"7.4.2 approved."

Ifthe dictionary is compiled by a single

individual, the dictionary administrator is

also the contributor.

0.2.UTX converter

UTX converter is a generic name for a tool
that converts a UTX dictionary to/from
other formats.

0.3.Translation direction

AUTX dictionary typically has a source

language and a target language

(monodirectional).

Acomplete bidirectional dictionary is a

dictionary where all terms are knownto be

used for the opposite translation direction.

Inthis case, a UTX converter may convert

the entire dictionary to a monodirectional

dictionary whose translation direction is

reversed.

When only some entries have approved

status as explained below, only these

entries may be exported as a reversed

0.定 義              '

0.1.辞 書管 理者

辞書が複数の寄稿者 を持 ってい ることが ある

間 に、辞書管理者が最終的 に辞書 に対 して責

任があ って、そ して辞書の フレームワー クを

定義 します。

項目が蝋 ある塘 かにかかわ・ザ 辞書1
管理者は、 「7.4.2の承 認」で説明 されるよ う
に決定するで しょう。

X

も し辞書が コンパイル されてい るなら一人の

個別、辞書の管理者 に貢献者が またいます 。

0.2.UT× 変換ツール

UTX変 換 ツール はその他の形 式に/か らUT×辞

書 を変換するツール に汎用の名前 です。

0.3,翻 訳方向

UTX辞書が一般的には起点言語と目標言語(片
方向)を 持ちます。

                  ;

                 、}辞書がす
べての期日が既知である辞書である 1

完了する双方向が反対の翻訳方向に使用され
ます。                ミ

この場合、U下×変換ツールがその翻訳方向性が
反転される片方向辞書に全体の辞書を変換す
ることがあります。
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翻 訳 支 援 のた め の シ ンプル で オー プ ンな辞 書仕 様UTX-Simple 1.10

機械翻訳課題調査委員会 共有化 ・標準化 ワーキンググループ

※ この 記 事 は 、 第17回 言語 処理 学 会 年 次 大 会 に 投 稿 した 論 文 をベ ー ス に して い ます。"UTX-

Simple"の 正 式 名 称 は 論 文 投 稿 後 、"UTX"に 変 更 され ま した。

1.は じめ に

 機械翻訳 を活用 した翻訳支援の研 究にお いて、

人間によ る実務 的な翻訳 の知見が十分に活 か さ

れ ている とはいえない。特 に用語 管理 について

は、翻訳 品質 が問題 とな るプ ロ翻 訳者 に よる翻

訳 では必須 といえ るが、その研 究 は十分 でない。

 機械翻訳 のルールベー ス と統 計ベー スの方式

では、翻訳支援 の方 法論 も異なる。ル ールベ ー

ス機械翻訳 にお いては、ユーザー 辞書に登録 し

た用語 を翻訳結果 にほぼ反映す る ことができる

ため、用語管理 が必 要な翻訳 には向いてい る。
一方
、統計的機械翻訳 にお いては、用語 が確 実

に反映 され ないため、厳密 な用語 管理 を必要 と

す る翻訳 には不 向きである。 この場合 、後編集

作業 として用語 の統一作業 が発生す る。 いずれ

の機械翻訳 の方式 にお いて も、用 語管理 が重要

である。 「機械翻訳 では十分 な訳質 は得 られ な

い」 とい う考 え もあるが、用語管理 を行 うこと

で、機械翻訳精度 の向r_、 そ して翻 訳支援 に よ

る翻訳効率 の向上 が 可能 である と考える。

 本稿 では、用語管理 の観点 か らAAMT(ア

ジア太 平洋機械翻訳協会)が 策定 した用語集形

式UTX-Simple l.10に ついて説明す る。 UTX-

Simpleは 翻訳現場 での相互運用性 が高 く、オー

プンで、対象 を専門用語 に限定 した仕様 が特徴

である。2010年 末に策 定 したUTX-Simpleの 新

バー ジ ョン1 .10で は 「暫 定」 「禁止 」 「承

認」 「非標準」 の4つ の用語ステー タス を導入

し、用語管理 にお ける実用性 を高めた。過剰 な

情報 をそぎ落 と した良質 の用語集 は、機械翻訳

の精度 を効果 的に上げるだけでな く、翻 訳支援

に も使 える。今後 、UTX-Simpleは 、 ロー カラ

イゼー シ ョン、オー プ ン ソー ス、教育、行政 、

医療 、法律 な どの さま ざまな分野 で活用 が期待

され る。

 機 械 翻 訳 シス テ ム を実 用 的 に使 用す るに は 、

ユ ー ザー 辞 書 が 必 須 だ が 、 辞 書の仕 様 が異 な る

と相 互利 用 で き な い。 そ の た め 、AAMT(ア ジ

ア 太 平洋 機 械 翻 訳 協 会)[1]は どの機 械 翻 訳 シ

ス テ ム で も共 通 に利 用 で き る、 共有 辞書 の仕 様

を策 定 して い る[2]。 よ り具体 的 に は 、1995年

にIPAの 支援 を受 け て策 定 され たUPFを ベ ー

ス に 、 そ の後 の 技 術 や 利 用 方 法 の変 化 を反 映 し、

2006年 か ら新 しい仕 様 策 定 を開 始 した。2007

年 に は 「UTX(Universal Terminology

eXchange)」 とい う新 名 称 に改 め、2008年 に そ

の シ ン プル な形 式 で あ るUTX-Simp且e LOOの 仕

様 を 策 定 し、公 開 した[2,3,4,5]。 これ ま で に 、

医学 辞 書 、法 律 辞 書 、言 語学 辞 書をUTX-

Simple l.00形 式 に 変換 し、公 開 して い る[2]。

 翻 訳 辞 書 の標 準化 され た仕 様 と して は、

LISA(Localization Industry Standards

Association)[6]のTBX(Term Base eXchange)

[7]が 挙 げ られ るが 、 仕 様 が複 雑 で あ るた め 作

成 と管 理 の手 間 が か か り、広 く普及 してい な い

の が現 状 で あ る。 よ り軽 量 で 分 か りや す い 形 式

が 求 め られ て い る。AAMTはLISAと も連 携 し

て 、標 準 化 をす す め て い る。

 UTX-Simpleの 主 な特 徴 は 以 ドの4つ で あ る。

1

2

3

シンプル:複 雑 な仕様 はむだ にユーザー の

負担 を増 や し、結局 は使 われ ることがない。

ユー ザーの立場 に立ち、使 いやす く分か り

やす い、 シンプル で実際的な仕様 とす る。

オー プン:UTX-Simpleの 仕様 は公開 され

ている。仕様 に基づ いた辞bを 誰で も自由

に作成 して使用 できる。

特定分野 内で高密度:「 専門用語」 とい う

観点 か ら、辞書 の分 野を明確化 し、 「 ・語
一義」 とす る

。そ の分 野内で、網羅的に密

度 の高い辞書 を 日指す。 無意味に訳語 を増

や さず 、使 い分 けを厳 密に規定す る。 該 当

2.UTX-Simpleに つ い て
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4

分野で訳語が一義的 に定ま る語 を登録対象

とす る。

汎用 的:既 存 のテキス ト エデ ィターや 表

計算 ソフ トで迅速 に共有 ・再利 用がで きる。

翻訳精度 向Lに 欠かせ ない辞書の構築 がよ

り効率的にでき るよ うになる。

 この他 、今 回策 定 したUTX-Simple l」0か ら、
一方の翻訳方向だけでな く

、双 方向に も対応 し

てい る。 また単 言語 辞書 と して、用語の統 一な

ど校正支援 ツールな どの入 力 と して も使 え るよ

うに仕 様 を策定 してい る。特 にオープ ンソース

の翻訳は個人で個別 に行ってい るために訳語 の

統 一が難 しい。UTX-Simpleの 導入 に より、共

通の辞書 を共有 ・再利 用す ることで、翻訳作業

の効率化が期待で きる。

3.UTX-Simple 1.00に お け る課 題

 UTX-Simple l.00は 、原則 的に一一方 向の辞書
フォーマ ッ トの仕様で あ り、例 えば英 日の辞書

を 日英 として使 うことは想 定 され ていなか った。

 また用語管理の観 点か らも課題 が あった。

UTX-Simple l.00に おいて も、翻 訳支援 の要素

として 一・語 ・義の原則が あったが、登録せ ざる

をえない 訳語 と正式な訳語が、同一概念 に含 ま

れ る ことを示す 手段が なか った。 また、単語 を

管理す る 手段 もなか った。例 えば、複数の翻訳

者 か ら用語 が提示 され た場合 、 どれ が暫定的で、

どれ が最終的 な用語かが判断で きなか った。 ま

た、業務 としての翻訳で は、政治的 要因、社会

的要 因、企 業のブラン ドイ メー ジ、用語 統一

な どの さま ざまな理 由か ら 「使 って はな らない

語」 がある。 この よ うな語 を適切 に管理で きな

い と、用語集 としての価値 は低 くな る。

 これ らの用 語管理 に関す る課題 を解決す るた

め、仕様 の拡張が行われた。

4.UTX-Simp畳e 1.10の 仕 様 策 定

 UTX-Simple l.10で の最 大の向一L点は、 「用

語 ステー タス(term status)」を導入 し、用語管理

を通 じた翻 訳支援での実用性 を高 めた こ とであ

る。 これ は必須項 目で はない。

 UTX-Simpleの 機 能向上にあた り、 当初 は、

英 日辞 書を 日英辞書 として も使用す るた めに、

各項 目にフラ グをイ寸けるこ とが提案 された。 後

に、 この 目的 は、用語管理の機 能に含 め られ る

ことが分 かった。

 用語管理のた めに、UTX-Simple 1.10で は、
「暫定」 「禁止」 「承認」 「非標 準」 の4つ の

用語 ステー タスを導入 した。 それ ぞれ の用語 ス

テー タスを持つ 語を、暫定語、禁止語 、承認語 、

非標準語 と呼ぶ。 また、辞書管理 の観点 か ら、

辞書管理者 と用 語提 出者 の概念 を導入 した。 辞

書管理者 は、辞書 の責任者 であ り、辞書 の枠組

み を定義す る。用語提 出者 は、新 しい用語 を辞

書 に追加す る。辞書管理者 は、用語提 出者 が追

加す る用語 が適切 か ど うかを判 断 し、用語 ステ
ー タスを決 定す る

。用語提 出者 が1人 の場合 は

そ の人が辞 書管理者 とな る。

● 暫 定(provisional):そ の項 目がまだ辞書管理

  者(後 述)に よって承認 されていない こと

  を意 味す る。 辞書管理者 は、可能な限 り、

  暫定語を以 下で説 明す る 「禁止」 「承認」

  「非標 準」のいずれ かに決定す るか、削除

  す ることが望ま しい。

● 禁止(forbidden):用 語 管理 の観 点か ら、項

  目の中に使 ってはな らない訳語が含 まれて

  い ることを意味す る。 翻訳 ツールが複数 の

  辞書問の優 先順位 を適切 に扱 わない場合は 、

  異な る分野別辞書 との競合 を避 けるた め、

  目標 言語 の用語 を抑制す る必要が生 じるこ

  ともあ る。 例 えばICTの 文脈 では、英語 の

  用語であ る"window"は 日本語 の単語 であ

  る 「窓」 と翻訳 され る ことは極 めて少ない。

  この 「窓」 とい う訳語 を機 械翻訳 システ ム

  が適切に扱 えないのであれ ば、 この訳語 は

  明示的に抑 制す る必要があ るだ ろ う。禁止

  用語は、翻 訳 ツールの外で用語チ ェ ックに

  使 用す るため に抽 出す るこ とがで きる。

● 承認(approved):項 目が辞書管理者 によ り

  承認 されてい るこ とを意味す る。その用語

  が必ず使われ なけれ ばな らない こ とを示す。

  何か明 らかな理 由が ある場合、起点言語 の

  1つ の用語 に対 して複数 の 目標 言語の用語

  を割 り当て るこ とは可能で あるが、用語 ス

  テー タスが承認 とな るのはその うちの1項

  目だ けであ る。承認 語は常 に双方 向性 をも

  つ。 つ ま り、辞書 に定義 されてい る翻訳方

  向 と反対方向 に して使 える。 同一概 念(後

  述)に 属す る複数の項 目が存在す る場合 、

  翻訳方向 を逆 に した ときに、唯一有効 な項

  目であ る。
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● 非標 準(non-standard):1つ の項 目に対 し、

  1つ 以上の非標準の起点 言語の用語が ある

  こ とを意味す る。非標準用語 は、単に起点

  言語 の用語の異形 に対応す るた めにのみ許

  可 され る。非標準用語 は 目標言語 の用語 と

  して は使われては な らない。UTX辞 書が

  翻訳のた めで はな く、文書のオーサ リング

  のた めの用語集 として使用 され る場合 、非

  標 準用語 は用語 として使 っては な らない。

  非標準用語が辞書 に登録 されて いるのは、

  起点言語の文書の筆者が承認 され ていない

  不適切な語 を使用 した場合で も、 自動翻訳

  が翻訳で きるよ うにす るた めにす ぎないか

  らで ある。

書 に同 じ概念IDを 持つ項 目があ る場

合 に区別 で きる。

 例 えば、辞書IDが ない と、違 う概念 を表す

が概念IDが 同 じ単語が統合 されて しま う(表

2)。 この場合、辞書IDが あれ ば、概念IDが

同 じ項 目があっても区別 できる(表3)。

表2 同じ概念iDが 違 う辞註に存在する例

Dictionary A

Dictionary B

Entries

outlet

instantiate

Concept lD

76531

76531

 複数の訳語 を管理す る観点か ら、概念ID、

辞書IDも 定義 した。

表3 辞 書IDの 例

Dictionary A

Dictionary B

Entries

outlet

instantiate

Concept

ID

76531

76531

Dictionary

ID

AD64

Sd32

● 概念ID(concept II)):同 じ概念 を共有す る

  複数の項 目を、10桁 までの数値で表す。

  つま り、単語の訳が複数 ある場合、概念

  IDが 必 要 とな る。概念IDは 辞書 内で他 と

  重な らない通 し番号か らな る。表1は 、用

  語 ステー タス と概念IDの 例 であ る。

表1用 語ステー タス と概念ID

● 辞 書ID(dictionary ID):辞 書 の た め の

旧 ∴r隠 鱈1-________ 、___                                 4                 調†鱈

outle二1∵ …

power point

    {
～… … 鞘叫… 甲… …}甲剛… 舳'碑… … 胡

P°werP°int P°werP°mt

outlet store

plugin

ア ウ トレッ ト

ス トア

 プラグイン
↓

forbidden I 73
    ;

n°n-(73

standard`j

approved

approved  

apProved     245

じ 翌 し1㌘ グインn°n-standar・

}内245

             L
一意 的な識別 子で

、4文 字 の半角英数

字(大 文字 ・小文字 を区別 しない)で

辞 書管理者 が定義す る。 複数の辞書を

統合す るときに必要であ る。2つ の辞

5.今 後 の展 望 と課 題

 UTX-Simpleの 最大 の利 点のひ とつは、編集

が簡単 にで きるこ とである。 高機能 な用語集形

式は 、複雑で扱 い に くく、翻訳現場での翻訳知

識 を効率 よ く収集す る ことがで きない。今後、

UTX-Simpleと 既 存の用語デー タベースを 自動

で 同期で きる仕組み が開発 されれ ば、翻訳の内

容 に即 した多数の用 語を、翻訳 の現場か ら収集

して 、 自動翻訳の精度 向Lに 活 かす こ とがで き

る。UTX-Simpleと 各種用語集形式 との変換 ツ
ール の開発 も期待 され る

。

 アジア太平洋機械翻 訳協会 の共有化 ・標準化

ワー キング グループでは 、オープ ンな辞書 コ

ンテ ンツの収集 と公 開 も行 っている。すでに公

開中の医学 、法律 、計算 言語学 に加 え、その他

の分野 の辞書 も追加 したい。複数 の用語提出者

か らの用語 を、辞 書管理 者が管理す る仕組 みが

できた ことか ら、CGM(消 費者生成 メデ ィ

ア)的 手法 による辞 書作成 が現 実的 になった。

辞書 をオンライ ン コ ミュニテ ィーで共同作成

す る場合 は、動機付 け またはインセ ンテ ィブ の

問題 がある。有効 な動機付 け またはインセ ンテ

ィブの仕組み の研 究は、今後の辞 善コンテ ンツ

の充実に必須 であるだ ろ う。

 用語集作成 での最 善慣 行の周 知 も今後 の課題

であ る。 現状 では、英語 と比較 して、 口本語 の

標 準的な表記にはば らつ きが多い。 テ クニカル

ライテ ィングの訓練 も不足 してお り、難解 な 苔
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き方がむ しろ奨励 され ているこ ともある。論理

的で明快 な書き方は、 日本語 として 読みやすい

のは もちろんだが、機械翻訳の精度 も大 き く向

ヒさせ る。原 文 としての 日本語作文 の最善慣行

には、 日本語表記 の整理 と統一一も含 まれ る。例

えば、 日本翻訳連盟 では、翻訳 にお ける表記の

整理 が検討 され ている[8]。

 UTXの 次バー ジ ョンでは、用語 ステー タス

が適切に機能 しているかを検証 し、翻訳分野 の

管理、多言語 対応 な どにつ いて検討す る。実際

の翻訳プ ロジェク トでの使用 実績 を積 んで、フ

ィー ドバ ックを反映 させ ていきたい。
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 問い合 わせ先

 AAMT(ア ジア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会)で

は、UTXの 仕様 策定や辞書作成 、評価 に ご協

力いただ け る方 を募集 してお ります。現 時点

では、 日本語 、英語 、中国語 を優 先 してい ま

す。 興味 のあ る方は下記 ペー ジか らお気 軽に

ご連絡 くだ さい。

 UTXに つ い て の 説 明URL:

http://www.aamt.info/japanese/utx/

 UTXメ ー リン グ リス トにつ い て:

http://groups.yahoo.co.jp/group/UTX/

 (ど な た で も参加 で き ます)
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0.は じ め に

0.1.背 景

CAT(翻 訳 支 援)ワ ー クフ ロー で ル ー ル ベ ー ス の翻 訳 ソフ トウェ ア を使 用 す る と き、 原 文 文

書 の専 門用 語 、 人名 、 地 名 は 、 基 本 的 な シ ス テ ム 辞 書 に は 一一般 的 に含 まれ て お らず 、 期 待 す

る ほ ど適 切 に は翻 訳 され な い 。 しか し、用 語 が 吟 味 され 、 特 定 の分 野 で適 切 で あれ ば 、 追加

の詳 細 情 報 が な くて も、 中核 的 な用 語 情 報(原 語 お よび 訳 語)の み で 、機 械 翻 訳 の適 切性 と

正 確 さを 向上 す るに は 十 分 で あ る こ とは広 く知 られ て い る。 だ が 、 ユ ー ザ ー に よっ て 作成 さ

れ た辞 書(ユ ー ザ ー 辞 書)は 、 異 な るMTシ ス テ ム 問 で しば しば 互 換1生 が な く、 辞 書 の 労 力 が

報 わ れ な い こ とが 多 い 。 この 問 題 に 対 処 す る た め 、AAMT(ア ジ ア 太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会)

〈www. aamt. info>は 、 異 な るMTシ ス テ ム 間 で使 用 で き る共 有 ・1能な 辞 書 に 関す る、 ・連 の仕

様 を策 定 した。1995年 に 、AAMTは 、 IPAの 支援 を受 け てUPF(Universal PlatForm)と 呼 ばれ

る最 初 の 仕 様 を策 定 した。 そ の 後 、機 械 翻 訳 の技 術 や 利 用 方 法 の さ ま ざ ま な変 化 を反 映す る

た め に 、2006年 か ら新 しい 仕 様 の 策 定 を 開 始 し た 。 新 し い 仕 様 は 、2007年8月 に 「UTX

(Universal Terminology eXchange)」 と呼 ぶ こ とが 正 式 に 決 定 され た。 UTXは オ ー プ ン標 準

で あ り、 仕 様 を利 用 す るに あ た ってAAMTが 課 金 す る こ とは な い。2009年 に 、 AAMTは 、 単純 な

タ ブ 区切 り形 式 のUTXで あ るUTX-Simpleを 策 定 した 。 よ り複 雑 な 機 能 は 、 既 存 の 用 語 集 の仕

様 で あ るTBXとTBX-Basicで 実 現 で き る こ とが 分 か っ た た め 、 AAMTはUTX‐Simpleの 開 発 に 重点

を置 くよ うに な った 。

ま た 、AAMTは 、 専 門 分 野 の オ ー プ ンな ユ ー ザ ー 辞 書 デ ー タの 作 成 と収 集 も行 う。 ま た 、持

続 可能 な 方 法 で 、 ユ ー ザ ー 辞 書 を生 成 、 共 有 、 蓄積 す るユ ー ザ ー コ ミュ ニ テ ィー を作 成 す

る こ とを計 画 してい る。

0.2.目 的

UTX-Simple(以 下 、 UTX-S)の 目的 は 、ユ ー ザ ー の 立 場 か ら、 簡 単 に作 成 で き 、簡 単 に使 え

る機 械 翻 訳 用 辞 書 の 形 式 を提 供 す る こ とで あ る。UTX-Sは 、 高度 な 管 理 性 や 可 逆 変 換 よ り も、

使 いや す さ と簡 潔 さを重 視 して い る。

同 じUTX-S辞 書 を、 さま ざまな メー カーの翻 訳 ソフ トで使 用 でき る。 さらに、 UTX-S辞 書は

機械 的処理 に適 した形式 であ りなが ら、人間 に とって も読みやす い形 式で あるた め、翻訳 ソ

フ ト用途以外 の一般 的な用語集 と して使 うこ ともで きる。

翻訳 ソフ トのユ ーザーがユー ザー辞書 を作成す るとき、個 人 と して 各 自、分散 して辞 詐を

作成す るの では効率 的 でない。 また 、辞書形 式 が標 準化 され てい ない と、単純 なプ レー ン

テ キス ト フ ァイルで さえも、 共有 した り再利 用 した りす るこ とが難 しい。 しか し、UTX-S形

式が採 用 されれ ば、違 うメー カーか ら提供 され る翻訳 ソフ トな どさま ざま なツール で共有 辞
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書が広 く使われ るよ うにな り、再利 用性 が非常に高 くな る。

UTX-Sは 、た とえば、複数 の情 報源 か ら用語集 をす ばや く作成す る場合 や、 さま ざまなアプ

リケー シ ョン間で使用 され る用語集 を配布 し再利用す る場合 に適切 であ る。 よ り詳細 かつ長

期 の用語管理で は、TBXが 適切 である。

1.対 象 ユ ー ザ ー

UTX-Sは 、特 に、翻訳 ソフ トのエ ン ド ユ ー ザー あ るい は翻 訳者 向け に設 計 され て い る。

UTX-S辞 書の作成 、編集お よび使用 にあた り、言語 学、文法、 XML、 翻 訳 ソフ トな どの特別 な

知識 は必要 ない。UTX-S辞 書は、起 点言 語(原 文言 語)と 目標 言語(訳 文言語)に つい ての

最小 限の知識が あれ ば作成す るこ とがで きる。

2.対 象 分野

UTX-S辞 書 は どの翻訳分 野で も作成 し、使用 で きるが、た とえばICT、 医学、法律 、エ ンジ

ニア リングな ど、専門性 の高い分野 で特 に効果が 高い。 理想 的には、 「ICT分野 の 中のRuby

(ス ク リプ ト言語)辞 書」、 「医学分野の 中の心臓外科辞 書」な どの よ うに、それぞれ の専

門分野の 中で も特 定の領域 ごとに個別 の辞 書を作成す るこ とで効果 が高 まる。1つ の辞書 に

明 らかに異 なる複 数の分野が含 まれ る場合、それぞれ の分 野について個 別の辞書 を作成す る

必 要がある。 こ うす ることで、辞書 を管理す るこ とが簡単 にな り、また、その他 の辞書 と組

み合 わせ るこ とによって、容易 に再利 用す るこ とがで きる。

UTX-Sは 、専 門性 がない一般 的 ・汎用的な内容の翻訳 には適 していない。 この よ うな一般 的

な内容 で使用 した場合 、UTX-Sの 期待 され る効果 は限 られ る。 UTX-Sの フ レー ムワー クは、使

用す るMTシ ステ ムが充実 した システ ム辞 書 を持 ってい るこ とを想 定 してい る。 UTX-Sは 、既

存 のシステ ム辞 書のみ では不 可能なほ ど、翻訳の適切性 を向上す ることがで きる。非専 門用

語 は、それ らが分 野内で特定 の意 味 と訳語 を持 つ ときのみ、UTX辞 書 に含 め るこ とがで きる。

3.定 義

3.1.辞 書 管 理 者

1つ の辞書に対 して複数の用語提 出者 がいる可能性 はあ るが、最終的 には辞 書管理者 が辞書

の責任者 であ り、辞書の枠組み を定義す る。辞 書管理者 は、 「6.4.2承 認 」 で説 明 され るよ

うに、 ある項 目がそ の辞書 の用語 と して承認 され るか否か を決定す る。 辞書が個 人に よって

作成 され る場 合、辞書管理者 と用語提 出者 は同一 となる。

3.2.UTX変 換 ツ ー ル

UTX変 換 ツール とは、 UTX辞 書 をその他 のフ ァイル形 式に変換 、あ るい はその他の フ ァイル

66



形式をUTX辞 書 に変換す るツール の総称 である。

3.3.翻 訳 方 向

UTX辞 書 は、基本 的には、1つ の起点言語 と1つ の 目標 言語 を持つ(す なわち翻訳 方向は片方

向 となる)。 完全な双方向辞書 とは、す べての用語が逆 の翻訳 方向で も使 用で きることが確

認 され てい る辞 書で ある。 この場合 、UTX変 換 ツール は、そ の辞書全体 を、翻訳 方向を逆に

した片方 向辞書 と してエ クスポー トす る ことがで きる。以 下で説明す る 「承認 」ステー タス

が、すべ ての項 目にではな く、一部 の項 目にのみあ る場合、それ らの項 目だけを逆 の翻訳方

向の辞書 としてエ クスポー トす るこ とができる。

U伊

日英 のUTX辞 書 を例 とす る。 い くつ か の項 目が 「承 認 」 ステ ー タ ス を持 つ とき 、適 切 なUTX

変 換 ツー ル を使 うこ とで 、 これ らの 項 目を英 日辞 書 と してエ ク ス ポー トす る こ とがで き る。

3.4.用 語

用語 とは、起 点あ るい は 目標 言語 の見出 し語 であ る。用語 は、辞書 の見 出 し語 の よ うな 単

語 の基本形(レ ンマ)で あ る必要 があ る。 「8UTX-Simple作 成 ガイ ドライ ン」 を参照。 UTX

の観点 か らは 、用語 とは、 あ る特定分野 の専 門用語 で ある。 それ に対 して、単語 とは、UTX

辞書に必ず しも含まれない、概 念 を表す文法的 な単位 を指す。

3.5.項 目

UTX辞 書で は、項 目は1行 の論理行 で表 され る。 UTX辞 書は、 「一一語一一義」 の原則 に従 う必 要

が ある。 す なわち、辞書 は 「1つの用語 は、その辞書の特定分野 にお いてはただ1つ の意味 し

か持たない とい うことであ る。 したが って、1つ の原語 は、理想的 には1つ の訳語のみ を持 ち、

これが1つ の項 目(1行)を 構成 す る。 訳語 が複数必要 であ る場合(つ ま り複数 の意味が ある

場合)、 なぜそれ らが複数 必要なのか、そ の根拠 を明確 に示す 必要が ある。 これ によ り、体

系的な方法 で用語集 を作成す ることが促進 され る。複数 の訳語 が必要な場合 は、 同 じ概念 を

示すために概 念IDを 指定す るこ とがで きる(6.5概 念ID(省 略 可能)を 参照)。

UTXは 、組織的 なオーサ リングお よび翻訳 のプ ロジェク トで使用 され る場合 に、最 も効果的

で ある。 テ クニカル ライ ター のよ うな、起点言語の文書の作成者 は、 スタイル ガイ ドに沿

って一 貫 した用語 を使 うよ う務 めて い るこ とが 前提 とな る。UTXが 組織 的 でないプ ロジェク

トで使 われ る場合、その効果は限定 され る。
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4.UTX-Sフ ァ イ ル

UTX-Sフ ァ イ ル の 文 字 コ ー ドは 、 UTF-8(BOMな し)で あ る 。 改 行 コ ー ドは 、"¥r¥n"

(CR+LF)で あ る。 拡 張子 は 、"。 utx"で あ る。

UTX-Sフ ァイ ル は、 以 下 の 要 素 か ら構 成 され る。

1.辞 書情 報 。 「5.1辞 書 情 報 」 を参 照 。

2.列 定 義。 「5.2列 定 義 」 を参 照 。

3.項 目か ら構 成 され る本 文(タ ブ 区切 りテ キ ス ト)。 「6本 文 」 を参 照 。

1と2か ら、ヘ ッ ダー が構 成 され る。

項 目は 、 行頭 に"#"を 記 述 す る こ とに よ りコ メ ン トア ウ トす る こ とが で き る。

5.ヘ ッ ダ ー

UTX-Sヘ ッダー は 、"#"か ら始 ま る必 須 の2行 に よっ て構 成 され る。 辞 書 の説 明 の た め に、 必

須 の2行 の 間 に、 省 略 可 能 な 行 と して 、1行 以 上 の コメ ン ト行 を追 加 す る こ とが で き る。

5.1.辞 書 情 報

ヘ ッ ダ ー の1行 目 はUTX-Sフ ァ イ ル に つ い て の 必 要 な 情 報 を 、 セ ミ コ ロ ン を 区 切 り記 号 と し

て 次 の よ うに 記 述 す る。

#UTX-S <version>; < source ]anguage >/< target language; <date created;

<creator>; <license>; 〈bidirectional (optional)〉; 〈dictionary ID (optional)〉;

<other optiona! fields>

● 起 点 言 語/目 標 言 語:ISO 639、3166に 準 拠

● 作 成 口付:ISO 8601に 準 拠

例:

#UTX-S 1.10; en-US/ja-JP; 2011-04-10T14:28:00Z+09:00; comment: This is an example

of UTX-S header.

5.1.1.ラ イ セ ン ス(省 略 可 能)

辞書の ライセ ンスは 、ク リエイテ ィブ コモ ンズ、パ ブ リック ドメイ ン、あ るい は他 の ラ

イセ ンスの形式 で宣言す ることがで きる。ユーザー が辞書 を どの よ うに共有 し、使用す る こ

とができるか を明確 にす ることが強 く奨励 され る。
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5.1.2.双 方 向(省 略 可 能)

辞 書 中のす べて の用 語 を逆方 向 で も使 うこ とが で きる場合 は 、辞 書のヘ ッダー に 「双 方

向」 フラグを含 める ことがで きる。 この場合 、すべ ての用語が承認 され た とみ な され るため、

個々の用 語ステー タスは不要で ある。

例:

#UTX-S 1.10; en-US/fr-FR; 2011-04-15T10:00:00Z+09:00; copyright: AAMT (2011);

license CC-by 3.0> bidirectional

5.1.3.辞 書ID(省 略 可 能)

辞書IDは 、辞書 の 一意 な識別 子であ る。4文 字の英数字(大 文字小 文字 の区別な し)か らな

り、辞 書管理者 が決定す る。複数 の辞書 を統合す る とき、個 々の辞 書を区別す るた めに必 要

とな る。2つ の辞書が 同 じ概 念ID(6.5概 念ID(省 略可能)を 参照)の 項 口を持つ場 合、関

係 のない項 目が1グ ルー プにま とめ られ て しま うこ とが起 こ りうる。 一意な辞 書IDに よ り、

この よ うな状 況 を回避 す るこ とができ る。 辞書IDは 、必須 ではない。 複数の辞書 を統合す る

必要 が発 生 した ときに、辞 書IDを 追加 す ることがで きる。

例:

統合 され た とき、辞 書 を区別す るIDが ない と、関係 のない項 目が グルー プ化 され て しま う

ことがある。

辞書A

辞書B

項 目

outlet

instantiate

概念ID

76531

76531

辞書IDを 使 用す ると、辞書 が統合 され て も、 同 じ概 念IDを 持 つ項 目を区別す る ことがで き

る。

辞書A

辞書B

項 目

outlet

instantiate

概念ID

76531

76531

辞書ID

AD64

5d32
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5.2.列 定 義

UTX-Sヘ ッダー の2行 目、 あるいは、追加 の説 明行が あ る場合 はヘ ソダー の最後 の行 は、列

の定義 を含む(い ずれの行 も"#"で 始 まる)。 列定義 は、タブで区切 られ 、3つ の必須の列に

加 えて、ユーザー定義 の列 を必要 に応 じて追加 で きる。 列定義 と本文 は密接 に関連 す るた め、

詳細は 「6本 文」で説 明す る。

6.本 文

UTXの 本文は、1項 目ご との1論 理行 の集合か ら構成 され る。

6.1.起 点 用 語(必 須)

1列 目のsrcは 、原語(起 点言語の用語)を 含む。

6.2.目 標 用 語(必 須)

2列 目のtgtは 、訳語(目 標言語 の用語)を 含 む。

る。

単言語辞書の場合、目標用語は空白にす

6.3.品 詞(必 須)

3列 目の 、src:posは 原 語 の 品 詞 を含 む。

UTX-Sで は 次 の 品詞 が 定義 され て い る。

noun / properNoun / verb / adjective / adverb /  sentence

品詞 が不 明 な場 合 は、 空 白に す る。

sentenceは 必 要 な 場 合 の み に使 う。 文 の ペ ア の 項 目は 、 辞 書 で は な く翻 訳 メモ リー に 入 れ

る必 要 が あ る。

6.4.用 語 ス テ ー タ ス(省 略 可 能)

項 目は、用語 の状態 を示す ために、4つ の用語 ステー タス(暫 定、承認、非標 準、禁止)の

うちの1つ を持つ ことがで きる(省 略可能)。 用語 ステー タス(term status)は 、辞 書の主

な翻訳方向についてのみ管理 され る。逆方 向のために用語ステー タスを管理す る必要があ る

場合は、別 の辞 書を作成す る。

6.4.1.暫 定

用 語 ステ ー タ ス 「暫 定(provisional)」 は、 用 語 提 出者 に よ りそ の 項 目が 追 加 され た が 、
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辞書管理者 に よってまだ確認 され ていない こ とを意味す る。暫 定の用語 ステー タスは ・時的

な ものであ り、辞書管理者 は、用語 が以 下に示す 「承認」 「非標 準」 「禁止」の どれ に該 当

す るかす みや かに決定す る必要が ある。 辞書管理者 は、必要 に応 じて、その用語 を辞書か ら

除外(削 除)す るこ ともできる。

6.4.2.承 認

用語 ステー タス 「承認(approved)」 は、項 目が辞書管理 者 によ り承認 され てい る ことを

意味す る。承認 ステー タスはその用語が必ず使 われ なけれ ばな らない こ とを示す。 その根拠

は さま ざまだ が、そ の用語 が、特定の分野 にお ける専門用語 であった り、 ある組織 の用語集

で あった りす る場合 で ある。 その用語 の単語表記 に異形 があ る場合(た とえば"plug-in"と

"
plugin")、 その中で承認 済みの表記のみが使 われ るべ きであ る。

明 らかな理 由が あ る場合 、原語 に対 して複数 の訳 語 を割 り当て る ことは 可能 であ るが、用

語 ステー タスが承認 とな るのはその うちの1項 目だけである。

用語 ステー タスが 「承認 」 であ る とき、用語 を 「逆 」に し、辞 書 に定義 され ている翻 訳方

向 と反 対方向に して使 うことができ る(5.1.2双 方向(省 略可能)を 参照)。

承認語 は常に双方 向であ る。 同一の起点 言語 に対 して複数 の訳 語が あ り、それ らを逆 方向

に して使 う場合 、承認語 は、それ らの項 目の うち、唯一有効 な用語 にな る。

用語提 出者 が1名 であ る場合 、 (同時 にその辞書 の辞書管理者 で もある)そ の用 語提 出者

は、辞 書に項 目を追加 した直後 に承 認ステー タスを割 り当てて もよい。 あ るいは、その用語

提 出者 は、該 当す る翻訳 プ ロジェク トにおいてその新規 の項 目が適切 に翻訳 され るこ とを確

認 でき るまで、用語ステー タスを空 白に してお くか 、暫定 ステー タスを割 り当て るこ とがで

き る。

6.4.3.非 標 準

用語 ステー タス 「非標 準(non-standard)」 は、非標 準の原語 であ る ことを意味す る。 非

標 準語 は、単 に原語の異形 に対応す るため にのみ許 可 され る。非標 準語は、訳語 と しては使

われ て はな らない。UTX辞 書 が翻 訳の ためで はな く、文書の オーサ リン グのた めの用 語集 と

して使 用 され る場合、非標準語 は用 語 と して使 って はな らない。非標 準語が辞書 に登録 され

てい るのは、起点 言語 の文書 の作成 者が承認 されて いない不適切 な語 を使 用 した場合で も、

機械翻訳 システムが翻 訳でき るよ うにす るためにす ぎないか らであ る。

6.4.4.禁 止

用 語 ス テ ー タ ス 「禁 止(forbidden)」 は 、項 目に使 って は な らな い 訳 語 が 含 まれ て い る こ
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とを意味す る。そ のよ うな語 は、言語 的、社 会的、用語的、 その他 の観 点や、企業のブ ラン

ド イ メー ジの観 点か ら明示的 に禁止 され る。翻訳 ツール が複数 の辞書 問の優先順位 を適切

に扱 わない場合 は、異な る分野別 辞書 との競合 を避 けるため、訳語 を抑 制す る必要が生 じる

こ ともある。

り伊

ICTの 文脈では、英語 の"window"は 、た とえば 日本語 の 「窓」 と翻訳 され ることは極 めて少

ない。 この 「窓」 とい う訳語 を、機械翻訳 システ ムが適切 に扱 えないの であれ ば、 この訳語

は明示的に抑制す る必要 があるこ とがある。

禁 止語は、逆方 向の項 目で は承認 ステー タス とな る ことが ある。 また、非標 準語 は、逆 方

向の項 目では禁止 ステー タスになる ことがある(た とえば概念IDが 同一 であ る場合)。

翻訳 ツールは、禁 止語の使用 を抑 制で きる ことが望 ま しい。用語 が、 ある辞書で禁止 され

ていて、別の辞 爵で は禁止 され ていない とい うこともある。言 い換 える と、翻訳 ツール にお

いて複数の辞 書を使 う場合 、禁止 のステータスは辞書間で異 なる ことがあ る。 翻訳 ツールや

UTX変 換 ツール は、その よ うな競合 を検出す る仕組み を持つ こ とが望 ま しい。

禁 止語 は、翻訳 ツールの外で用語チ ェ ックに使 用す るため に抽 出す るこ とがで きる。

6.5.概 念ID(省 略 可 能)

異な る用語 ステー タスを持 つ複 数の項 目が ある場合 、それ らが同 じ概念 を共有 してい る こ

とを示す ために 「概念ID」 を使用 す る。1つ の原語 に対 し、1つ の訳語 しかない場合 、概念ID

は不要で ある。

概念IDは 、同一辞書内 で一意の通 し番 号か らなる。概 念IDは 、10桁 までの整数値 で ある。

複数の辞書 を統合す る とき、同一の概念IDを 持つ項 目はその辞書IDで 区別で きる。

72



例(英 語か ら日本語)

(用語番号)

1

src

outlet
}
 tgt

   胆    ～        堺" 閥脚

 コンセ ン ト

2 outlet

3 power point

ア ウ トレ ッ ト

コ ンセ ン ト

4 PowerPoint   l PowerPoint      }

5

6

7

outletstoreウ ト レ ツ ト ス ト

plugin

plug-in

プ ラグイ ン

プ ラグイ ン

term status

approved

concept ID

73

forbidden 73

non-standard 73

approved

approved

approved 542

--
-

,
--

non-standard   I  245

       1
 (こ こでの用 語番 号は単 に説 明の 目的で使 われて いる。 これ らはUTX辞 書には存在 しない。

またUTX辞 書では品詞 が必須 であるが、 ここには挙げていない。)

上記 の例 では、用語番号1、2、3は 同 じ概念 を指 してい る。 用語番号6と7に 関 して も同 じで

ある。4と5は 、 「一語 一義」の原則 に従 い、概念IDの 欄が空 白になってい る。 したがって、

区別が必要 な項 目は他 に存在 しない。 なお 、"outlet"の 訳語 と して は 「ア ウ トレッ ト」 は禁

止 され てい るが、 「ア ウ トレッ ト ス トア」 とい う語 の一部 としては承認 され てい るこ とに

注意 され た い。 また、複数 の項 目が 同一の概念IDを 共有 してい る場合 、承認用語 は1つ しか

ない こ とにも注意 され たい。その他 の用語 はすべ て禁止 か非標準 のいずれ か とな る。
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例(日 本語か ら英語)

src

コ ンセ ン ト

ア ウ トレ ッ ト

コ ンセ ン ト

PowerPoint

ア ウ トレ ッ ト ス トア

tgt

τ          一 ㎝ …  一一

 term status

outlet

concept ID

approved

approved

73

outlet 98

power point

PowerPoint

outlet store

forbidden         1 73

approved

approved

6.6.そ の他 の省 略可能 な列

5つ 目以降の列 もすべ て省略 可能 であ る。 ユーザー は必要 に応 じて情報 を定義す るこ とがで

きる。単語の活用について、追加 の列は以下の よ うに記述す る。

● 原語の活用形 を定義す る場合:src:〈 活用形〉

● 訳語の活用形 を定義す る場合:tgt:〈 活用形〉

英語用 には、〈活 用形〉の種類 として次 の表記 があ らか じめ定義 され ている。

・

・

・

・

…

plural:複 数 形

3sp:3人 称 単 数 形

past:過 去 形

presp:現 在 分 詞 形

pastp:過 去 分 詞 形

comparative:比 較 級

superlative:最L級

半 角 ハ イ フ ン"一"は 、 単 語 に対 す る そ の 情 報 が な い こ とを 明示 的 に 表 す。 た とえ ば 、英 語 の

単語"inf・rmation"に は複 数 形 が な い た め 、 これ を 明示 的 に示 す 場 合 は"一"を 使 う。

あ らか じめ定義 されてい る記号

#src tgt src:pos src:plural  src:3sp src:past src:pastp src:presp src:compa
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rative  src:superlative

実 際 の 例

 #UTX-S 1.10; en-US/ja-JP; 2011-04-15T10:00:00Z+09:00; copyright: AAMT  (2011)

 license  CC-by 3.0

'
,#src  ', tgt    ', src:pos ', term status', src:plural

ミearl・ 1ア ー リー ア ドプ ター ・・un  ・pP・・ved earl・ ・d・P・・r・'
ladopter       ',

「....     l
fast    ミ高 速 な        adjective  provisional

optional  省 略 可能 な      adjective  approved

optional  オ プ シ ョナル な     adjective  forbidden

save    保 存 す る       . verb    approved

7.望 ま しいMTの 機 能

機械翻訳 システ ムが以 下の機能 を持つ場合 、UTX-Sは 効果的 に機 能す る。

● 非 専 門 用 語 用 の 高 品 質 の シ ステ ム辞 書

● 複 数のユーザー辞書が使用可能で ある

● 短い語 よ りも長い複合語 を優 先す る

● 禁止項 目の使 用が抑制 可能であ る
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8.UTX-Simple作 成 ガ イ ドラ イ ン

8.1.一 般 的 な ガ イ ドライ ン

 ・般的 に、UTX辞 書は専門分野 の専門用語 のみ を含 むべ きであ る。多 くの場合 、 UTXの 項 目

は名詞 、特 に複合 名詞 であ る。 翻訳 ソフ トの基本辞 書に含 まれない、 よ く調整 され た辞書 を

集 め、共有 し、 再利 用す る ことによ り、翻訳精度 が向Lで き る。 なお1文 単位 の翻訳 は、一

種 の単語 とみなす のが妥 当だ と思 われ る場合 を除 き、UTX辞 書 に含 めない。 原則 として、 UTX

は対訳文のデー タベー スである翻 訳メモ リー と区別 され るべきである。

た とえば 「XMI、 declaration」 の よ うな語 は、辞書 に登録す るだ けで 「XML宣言」 な どと正

しく訳せ る。 一方で 、windowの よ うな基本語彙 は、すで に翻訳 ソフ トの基本 辞書 に含 まれ て

い るた め、含め るべ きではない。

● それぞれの項 目には、1つ の訳語 だけを含 める。

● 基本辞書 に含まれ るよ うな基本 的な単語 は除外す る。

● 辞書の分野 を明確 に定義す る。

● 単語 の基本形 を記述す る(例:市 販辞 書の見 出 しの形式 の よ うに、名詞 な ら単数形 、動

  詞 な ら基本形)。

● 原語 、訳語その もの以外の コメン ト情報は、 コメン ト欄 に記す。

● 1つ の原語 に対 して、1つ の最適 な訳語 を記述す る(一 語一義 の原則)。 合理的 な使 い分

  けが必要 な複数 の訳語が ある場合 、それ らは別 の項 目として作成す る。

● 特 定の機械翻訳 システ ムの処理方法 に依存す るよ うな単語 は含 めない。

● アル ファベ ッ トお よび数字 は、半角 の文字で記述 し、全角で記述 してはな らない。

● 項 目の 中で、訳語 「…研究所 」の 「…」 の よ うに、単語 の一部の入れ替 えを前提 とす る

  表記 は避 ける。

● コメ ン トを追加す るには、ユーザー定義で コメン ト用列 を定義す るか、"#"で 始 まるコメ

  ン ト行 に記述す る。

8.2. 英 語特有 のガイ ドライ ン

● 固 有名 詞 を 除 き、1文 字 目は 常 に 小 文 字 とす る。

● 冠詞(a、an、 the)は 、 それ が 固有 名 詞 の一 部 分 で あ る以 外 は記 載 しな い。

8.3. 日本語 特有のガイ ドライ ン

● 半角カタカナな ど機種依存 文字 は使用 しない。

● サ変動詞 は 「す る」で終わ る。例:強 調す る
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● 形 容 動 詞 はadjectiveと して 示 す 。

● 形 容 動 詞 は 「な」 で終 わ る。 例:静 か な

● 音 引 き は省 略 しな い。 例:ユ ー ザ ー 、セ キ ュ リテ ィー 、 コ ミュニ テ ィー

● 中黒(middle dot)は 省 略 しな い。 も し くは 半角 スペ ー ス で代 用 す る。

● す で に定 着 してい る も の を除 き 、 カ タ カナ 語 、 和製 英 語 は避 け る。

9.改 版 履歴

UTX 1.00 (2009年11月10日)

● 初版。

UTX 1.10 (2010年11月22日)

● 全 体的な改版。

● 用語 ステー タス、辞書 管理者 、双方 向、概念ID、 辞書ID、 お よび望 ま しいMT機 能の項 目

  を追加 した。

UTX 1.10 (2011年4月15日)

● 日時、字句 をわず かに修 正。
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協会活動報告

(2010年11月 ～2011年5月)

理事 会(E-mailに て議論)

2010年10月14日

    2011年 度のMTサ ミ ッ ト日程調 整 につ い て

2011年4月1日

    2010年 度 予算 理事 会

機械翻訳課題調査委員会

2010年11月17日(2010年 度 第7回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動内容についての議論

2010年12,月15日(2010年 度 第8回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動内容についての議論

2011年1月21日(2010年 度 第9回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動内容についての議論

2011年2月25日(2010年 度 第10回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動内容についての議論

2011年4月8日(2011年 度 第1回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれ て議論)

    ⑤活動内容についての議論

2011年5月20日(2011年 度 第2回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ⑤活動 内容についての議論

②前回委員会の議事録の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥まとめ と次回委員会 について

②前回委員会の議事録の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥ま とめ と次回委員会 について

②前回委員会の議事録の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥ま とめ と次回委員会について

②前回委員会の議事録の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥ま とめ と次回委員会について

②前回委員会の議事録 の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥ まとめ と次回委員会について

②前回委員会の議事録 の確認

④活動内容の報告(各WGか ら)

⑥ま とめと次回委員会について
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AAMTIJapio特 許 翻訳 研究 会

2010年11月19日(2010年 度 第6回)

    ① 前 回議 事録 の確 認  ② 今年 度 の研 究 内容 につ いて  ③ 次回 の 開催 につ いて

2010年12月10日(2010年 度 第1回 特 許情 報 シ ンポ ジ ウム)

    ① 主催 者挨 拶 守屋 敏 道(財)日 本 特許 情 報機 構 専務 理 事 特許 情報研 究所 所 長)

    ② 基 調講演  辻 井潤 一教授(AAMT/Japio特 許 翻 訳研 究会 委員 長)

    ③ 招待 講演1岡 崎輝 雄氏(特 許庁 普 及 支援 課特 許情 報企 画室 調 査班 長)

    ④ 招待 講演2Mr. Wang Dan (China Patent Information Cente「, Di「ecto「of

    Information Processing Dept.)

    ⑤ 招待 講演3Ms. Minah Kim (Siriussoft Corporation, G!obal Division, Direct・r)

    ⑥ セ ッシ ョン1⑦ セ ッシ ョン2⑧ ま とめ ⑨懇 親会

2011年3月4日(2010年 度 第8回)

    ① 前回議 事録 の確 認

    ② 年次報 告 書 ・MTサ ミッ トでの特 許翻 訳WS関 連今 年度 の研 究 内容 につ い て

    ③ 次回 の開催 につい て

2011年4月8日(2011年 度 第1同)

    ① 前 回議 事録 の確認           ② 昨年度 活 動報 告

    ③ 今 年度 活動 につ い て1」1       ●AAMT総 会 につ い て

    ⑤ 次回 の開催 につ い て

2011年5月13日(2011年 度 第2回)

    ① 前 回議 事録 の確認  ② 今年 度 の研 究 内容 につい て  ③ 次回 の開催 につい て

編 集 委員会

2010年11月22日(2010年 度 第2回)

    ①AAMT Journal No.49進 捗確 認    ②No.50の 企 画に つい て

    ③ そ の他 MLに て最新LIFjの進捗 打合 せ及 び 次回委 員会 の 開催 日調 整。

2010年12.月AAMT Journal No.48づ 差行

2011年4月4日(2011年 度 第1回)

    ①AAMT Journal No.49進 捗 表  ②No.49追 加 記 事 ・企 画  ③No,50企 画 につい て

インターネッ トWG

    ①AAMTホ ームページの更新(毎 月)

    ②AAMT Forumメ イ リングリス トの管理

    ③AAMT Forumへ の情報発信(月 数回)

    ④委員会活動におけるメイ リングリス トの管理

    ⑤会員専用 ホームペー ジ開設にむけた準備

    ⑥その他事務局ネ ッ トワー クのインフラ管理全般
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一
AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学大学院システム情報工学研究科

        知能機能システム専攻

            宇津呂 武仁

東II本 大震災にて 亡くな られ た方々の ご冥福をお祈 り申 し トげ ます とともに、被災 され た皆様に心 よりお見舞い

申 しhげ ます。 被災地の 一・日も早い復 興を心 よりお祈 り申 しLげ ます。

AAMTジ ャ ーナル49 Jを お 送 りします、,

 Cll j」は、 もともとは、2011年3月 に発行 ラ定で ございま したが、東fi本 大震災の影響 もあ り、3月 発行 を見合わ

せ 、総会11_T!として発行致す ることとな りま した。また、あわせて、震災後、4月 に編集 委員 会を開催 し、49号 へ

の追加記 事、な らび に、50t;の 編 集企画について検 討を致 しま した。以Eの よ うな経緯で、今 号には、もともと、

2011年3月,;に 掲 載す る 影定で ご寄稿頂 きま した記事、な らび に、総 会,,と して企 画 され ま した記事が掲 載 され

ている関係 で、例年 にない大部 とな って います。

今}}の 巻頭,亨は、富il通 研究所 の潮 田明様 よ りご寄稿頂 きま した。

今}}で は、国際 ・国内会議 の参加報 告を、多数 ご寄稿頂 きま した。第1回 特許 情報 ジンポ ジウム、第10回 日中自

然 言語処理促進 会議 、第9[・1米 国機 械翻訳協会大会、WIPO(世 界 知的所有権機 関)主 催 シンポジ ウム"Patent

Translation:Why Quality Matters"、 LISA(ロ ー カライゼー シ ョン業界 の標 準化 に関す る協会)Open Standards

Summitと い った多彩 な会議へ の参加報 告を掲載 してい ます。

また、プ ロジェク ト報告 と して、NICTの 安 田圭志様 、村L陽 平様 よ り、それぞれ、音声翻訳実証実験 につ いて の

報告、な らびに、 、㌃語 グリッ ドプ ロジェ ク トによる京 大翻訳 の報告を ご寄稿 頂きま した。

また、AAMTのMT委 員 会か らは、 WG l、 WG2、 WG3の 各WGか ら、委員 会活動報 告を ご寄稿頂 きま した。
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